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わたくしといふ現象は

假定された[image: 有][image: 機][image: 交]流電燈の

ひとつの[image: 〓]い照[image: 明]です

　（あらゆる[image: 透][image: 明]な幽靈の複合體）

風景やみんなといつしよに

せはしくせはしく[image: 明]滅しながら

いかにもたしかにともりつづける

因果[image: 交]流電燈の

ひとつの[image: 〓]い照[image: 明]です

　（ひかりはたもち　その電燈は失はれ）

　

これらは二十二箇[image: 月]の

[image: 過]去とかんずる方角から

紙と鑛質インクをつらね

　（すべてわたくしと[image: 明]滅し

みんなが同時に感ずるもの）

ここまでたもちつゞけられた

[image: 明][image: 暗][image: 交]替のひとくさりづつ

そのとほりの心象スケツチです

これらについて人や銀河や修羅や海膽は

宇宙塵をたべ　または[image: 空]氣や鹽水を呼[image: 吸]しながら

それぞれ[image: 新]鮮な本體論もかんがへませうが

それらも畢[image: 意]こゝろのひとつの風物です

たゞとにかく記錄されたこれらのけしきは

記錄されたそのとほりのこのけしきで

それが虛無ならば虛無自身がこのとほりで

ある[image: 程]度までみんなと共[image: 通]でもありませう

　（すべてがわたくしの中のみんなであるやうに

みんなのおのおののなかのすべてですから）

　

けれどもこれら[image: 新]世代沖積世の

[image: 巨]大に[image: 明]るい時間の集積のなかで

正しくうつされた筈のこれらのことばが

わづかその一點にも均しい[image: 明][image: 暗]のうちに

　（あるひは修羅の十[image: 億]年）

すでにはやくもその組立や質を變じ

しかもわたくしも印刷者も

それを變らないとして感ずることは

傾向としてはあり得ます

けだしわれわれがわれわれの感官をかんじ

やがては風景や人物を信ずるやうに

そしてたゞ共[image: 通]に信ずるだけであるやうに

記錄や歷[image: 史]　あるひは地[image: 史]といふものも

それのいろいろの論料デ ー タといつしよに

　（因果の時[image: 空][image: 的]制[image: 約]のもとに）

われわれが信じてゐるのに[image: 過]ぎません

おそらくこれから二千年もたつたころは

それ相當のちがつた地質學が流用され

相當した證據もまた[image: 次]々[image: 過]去から現出し

みんなは二千年ぐらゐ[image: 前]には

[image: 〓]ぞらいつぱいの無色な孔雀が居たとおもひ

[image: 新][image: 進]の大學士たちは氣圈のいちばんの上層

きらびやかな氷窒素のあたりから

すてきな[image: 化]石を發掘したり

あるひは白堊紀砂岩の層面から

[image: 透][image: 明]な人類の[image: 巨]大な足跡を

發見するかもしれません

すべてこれらの命題は

心象や時間それ自身の性質として

第四[image: 次][image: 延]長のなかで[image: 主]張されます


屈　折　[image: 率]

七つ森のこつちのひとつが

水の中よりもつと[image: 明]るく

そしてたいへん[image: 巨]きいのに

わたくしはでこぼこ凍つたみちをふみ

このでこぼこの[image: 雪]をふみ

向ふの縮れた亞[image: 鉛]の雲へ

陰氣な郵[image: 便]脚きやく夫ふ　のやうに

　（またアラッディン　洋燈ラ ン プとり）

[image: 急]がなければならないのか


くらかけ山の[image: 雪]

たよりになるのは

くらかけつづきの[image: 雪]ばかり

野はらもはやしも

ぽしやぽしやしたり黝くすんだりして

すこしもあてにならないので

まことにあんな酵母のふうの

朧ろなふぶきではありますが

ほのかなのぞみを[image: 送]るのは

くらかけ山の[image: 雪]ばかりです


丘 の 眩 惑

ひとかけづつきれいにひかりながら

そらから[image: 雪]はしづんでくる

電しんばしらの影の藍靛インデイゴや

ぎらぎらの丘の照りかへし

　

その[image: 〓]人の合かつ[image: 〓]ぱ　のはじが

どこかの風に[image: 銃]く截られて來たことは

一千八百十年代の

佐野喜の版に至當する

　

野はらのはてはシベリヤの天末まつ

土耳古玉ぎよく製せい玲れい瓏ろうのつぎ目も光り

　（お日さまは

そらの[image: 遠]くで白い火を

どしどしお焚きなさいます）

　

笹の[image: 雪]が

燃え落ちる　燃え落ちる


ぬ す び と

[image: 〓]じろい[image: 骸]骨星座のよあけがた

凍えた泥の亂反射をわたり

店さきにひとつ[image: 置]かれた

[image: 〓]磁のかめをぬすんだもの

にはかにもその長く黑い脚をやめ

二つの耳に二つの手をあて

電線のオルゴールを聽く


春 と 修 羅

　（mental sketch modified）

　

心象のはひいろはがねから

あけびのつるはくもにからまり

のばらのやぶや腐[image: 植]の濕地

いちめんのいちめんの諂てん曲ごく模樣

　（正午の管くわん樂がくよりもしげく

琥珀のかけらがそそぐとき）

いかりのにがさまた[image: 〓]さ

四[image: 月]の氣層のひかりの底を

唾つばきし　はぎしりゆききする

おれはひとりの修羅なのだ

　（風景はなみだにゆすれ）

碎ける雲の眼め　路ぢ　をかぎり

れいらうの天の海には

[image: 聖]せい玻は　璃り　の風が行き[image: 交]ひ

ZYPRESSEN 春のいちれつ

くろぐろと光素エーテルを[image: 吸]へば

その[image: 暗]い脚並からは

天山の[image: 雪]の稜さへひかるのに

　（かげろふの波と白い[image: 偏]光）

まことのことばはうしなはれ

雲はちぎれてそらをとぶ

ああかがやきの四[image: 月]の底を

はぎしり燃えてゆききする

おれはひとりの修羅なのだ

　（玉髓の雲がながれて

どこで[image: 啼]くその春の鳥）

日輪[image: 〓]くかげろへば

修羅は樹林に[image: 交][image: 響]し

陷りくらむ天の椀から

黑い魯ろ　木ぼくの群落が[image: 延]び

その[image: 枝]はかなしくしげり

すべて二重の風景を

喪神の森の[image: 梢]から

ひらめいてとびたつからす

　（氣層いよいよすみわたり

ひのきもしんと天に立つころ）

草地の黃き　金ん　をすぎてくるもの

ことなくひとのかたちのもの

けらをまとひおれを見るその農夫

ほんたうにおれが見えるのか

まばゆい氣圈の海のそこに

　（かなしみは[image: 〓]々ふかく）

ZYPRESSEN しづかにゆすれ

鳥はまた[image: 〓]ぞらを截る

　（まことのことばはここになく

修羅のなみだはつちにふる）

　

あたらしくそらに息つけば

ほの白く肺はちぢまり

　（このからだそらのみぢんにちらばれ）

いてふのこずえまたひかり

ZYPRESSEN いよいよ黑く

雲の火ばなは降りそそぐ


[image: 有]　　[image: 明]

[image: 起]伏の[image: 雪]は

あかるい桃の漿しるをそそがれ

[image: 〓]ぞらにとけのこる[image: 月]は

やさしく天に咽の　喉ど　を鳴らし

もいちど散亂のひかりを吞む

　（波ハ　羅ラ　僧サム羯ギヤ[image: 諦]テイ　菩提ボージユ　娑ソ　婆ハ　訶カ　）


雲 の 信 號

あゝいゝな　せいせいするな

風が吹くし

農[image: 具]はぴかぴか光つてゐるし

山は　ぼんやり

岩がん頸けいだつて岩がん[image: 鐘]しようだつて

みんな時間のないころのゆめをみてゐるのだ

そのとき雲の信號は

もう[image: 〓]白い禁慾の

東にたかくかかつてゐた

山はぼんやり

きつと四本杉には

今夜は雁もおりてくる


風　　景

雲はたよりないカルボン酸

さくらは[image: 笑]いて日にひかり

また風が來てくさを吹けば

截られたたらの木もふるふ

[image: ……]さつきはすなつちに[image: 厩]肥をまぶし

いまは模型のコバルトガラス[image: ……]

むらきなひばりのダムダム彈が

いきなりそらに飛びだせば

風は[image: 〓]い喪神をふき

黃き　金ん　の草　ゆするゆする

雲はたよりないカルボン酸

さくらは白く日に光る


休　　息

そのきらびやかな[image: 空]間の

上部にはきんぽうげが[image: 笑]き

　（上等の butter-cup ですが

牛酪バ タ ーよりは硫黃と蜜とです）

下にはつめくさや芹がある

ぶりき細工のとんぼが飛び

雨はぱちぱち鳴つてゐる

　（よしきりはなく　なく

それにぐみの木だつてあるのだ）

からだを草に投げだせば

雲には白いとこも黑いとこもあつて

みんなぎらぎら湧いてゐる

[image: 帽]子をとつて投げつければ黑いきのこしやつぽ

ふんぞりかへればあたまはどての向ふに行く

あくびをすれば

そらにも惡[image: 魔]がでて來てひかる

このかれくさはやはらかだ

もう極上のクツシヨンだ

雲はみんなむしられて

[image: 〓]ぞらは[image: 巨]きな網の目になつた

それが底びかりする鑛物板だ

よしきりはひつきりなしにやり

ひでりはパチパチ降つてくる


眞 [image: 空] 溶 媒

　（Eine Phantasie im Morgen）

　

融銅はまだ眩くらめかず

白いハロウも燃えたたず

藍銅いろの地[image: 平]線だけ

[image: 明]るくなつたり陰つたり

はんぶん溶けたり澱んだり

ずゐぶん[image: 前]からゆれてゐる

おれは[image: 新]らしくてパリパリの

銀杏い て ふなみきをくぐつてゆく

その一本の水[image: 平]なえだに

りつぱな[image: 硝]子のわかものが

もうたいてい三角にかはつて

そらをすきとほしてぶらさがつてゐる

けれどもこれはもちろん

そんなにふしぎなことでもない

おれはやつぱり口笛をふいて

大またにあるいてゆくだけだ

いてふの葉ならみんな[image: 〓]い

[image: 冴]えかへつてふるへてゐる

いまやそこらは alcohol甁のなかのけしき

白い輝き　雲うんのあちこちが切れて

あの永久の海かい蒼さうがのぞきでてゐる

それから[image: 新]鮮なそらの海鼠な ま この匂

ところがおれはあんまりステツキをふりすぎた

こんなににはかに木がなくなつて

眩ゆい芝生がいつぱいにひらけるのは

さうとも　銀杏並樹なら

もう二哩もうしろになり

野の綠ろく[image: 〓]しやうの縞のなかで

あさの練兵をやつてゐる

うらうら湧きあがる[image: 朝]のよろこび

氷ひばりも[image: 啼]いてゐる

そのすきとほつたきれいななみは

そらのぜんたいにさへ

かなりの影えいきやうをあたへるのだ

すなはち雲がだんだんあをい虛[image: 空]に融けて

たうとういまは

ころころまるめられたパラフヰン製の團だん子ご　になつて

ぽつかりぽつかりしづかにうかぶ

地[image: 平]線はしきりにゆすれ

むかふを[image: 碌]のあかい[image: 灰]いろの紳士が

うまぐらゐあるまつ白な犬をつれて

あるいてゐることはじつに[image: 明]らかだ

　（やあ　こんにちは）

　（いや　いゝおてんきですな）

　（どちらへ　ごさんぽですか

なるほど　ふんふん　ときにさくじつ

ゾンネンタールが沒な　くなつたさうですが

おききでしたか）

　（いゝえ　ちつとも

ゾンネンタールと　はてな）

　（りんごが中あたつたのださうです）

　（りんご　ああ　なるほど

それはあすこにみえるりんごでせう）

はるかに湛たゝへる[image: 花]紺[image: 〓]の地面から

その金いろの苹果り ん ごの樹が

もくりもくりと[image: 延]びだしてゐる

　（金皮のまゝたべたのです）

　（そいつはおきのどくでした

はやく王水をのませたらよかつたでせう）

　（王水　口をわつてですか

ふんふん　なるほど）

　（いや王水はいけません

やつぱりいけません

死ぬよりしかたなかつたでせう

うんめいですな

せつりですな

あなたとはご[image: 親]類ででもいらつしやいますか）

　（えゝえゝ　もうごくごく[image: 遠]いしんるゐで）

いつたいなにをふざけてゐるのだ

みろ　その馬ぐらゐあつた白犬が

はるかのはるかのむかふへ[image: 遁]げてしまつて

いまではやつと南なん京きん鼠ねずみのくらゐにしか見えない

　（あ　わたくしの犬がにげてしまつた）

　（[image: 追]ひかけてもだめでせう）

　（いや　あれは高た　價か　いのです

おさへなくてはなりません

さよなら）

苹果り ん ごの樹がむやみにふえた

おまけにのびた

おれなどは石[image: 炭]紀の鱗りん木ぼくのしたの

ただいつぴきの蟻でしかない

犬も紳士もよくはしつたもんだ

東のそらが苹果り ん ご林ばやしのあしなみに

いつぱい琥珀をはつてゐる

そこからかすかな苦く　[image: 扁]へん桃たうの匂がくる

すつかり[image: 荒]す　さんだひるまになつた

どうだこの天頂の[image: 遠]いこと

このものすごいそらのふち

[image: 愉]快な雲雀ひ ば りもとうに[image: 吸]ひこまれてしまつた

かあいさうにそのるりいろの

つめたい板の間ま　にへたばつて

[image: 痩]せた[image: 肩]をぷるぷるしてるにちがひない

もう冗談でなくなつた

畫かきどものすさまじい幽靈が

すばやくそこらをはせぬけるし

雲はみんなリチウムの紅い焰をあげる

それからけはしいひかりのゆきき

くさはみな褐藻類にかはられた

こここそわびしい雲の燒け野原

風のヂグザグや黃いろの渦

そらがせはしくひるがへる

なんといふとげとげしたさびしさだ

　（どうなさいました　牧師さん）

あんまりせいが高すぎるよ

　（ご[image: 病]氣ですか

たいへんお顏いろがわるいやうです）

　（いやありがたう

べつだんどうもありません

あなたはどなたですか）

　（わたくしは保安[image: 掛]りです）

いやに四かくな背囊だ

そのなかに苦く　味み　丁ちん幾き　や[image: 硼]ほう酸さんや

いろいろはいつてゐるんだな

　（さうですか

今日なんかおつとめも大へんでせう）

　（ありがたう

いま[image: 途]中で行き倒れがありましてな）

　（どんなひとですか）

　（りつぱな紳士です）

　（はなのあかいひとでせう）

　（さうです）

　（犬はつかまつてゐましたか）

　（臨[image: 終]にさういつてゐましたがね

犬はもう十五哩もむかふでせう

じつにいゝ犬でした）

　（ではあのひとはもう死にましたか）

　（いゝえ露がおりればなほります

まあちよつと黃いろな時間だけの假か　死し　ですな

ううひどい風だ　まゐつちまふ）

まつたくひどいかぜだ

たふれてしまひさうだ

沙漠でくされた駝鳥の卵といふふうだ

硫[image: 化]水素もはいつてゐるし

それから無水亞硫酸

つまりこれはそらからの瓦斯の氣流に二つある

しようとつして渦になつて硫黃華くわができる

氣流に二つあつて硫黃華ができる

氣流に二つあつて硫黃華ができる

　（しつかりなさい　しつかり

もしもし　しつかりなさい

たうとう參つてしまつたな

たしかにまゐつた

そんならひとつお時計をちやうだいしますかな）

おれのかくしに手を入れるのは

なにがいつたい保安[image: 掛]りだ

必[image: 要]がない　どなつてやらうか

どなつてやらうか

どなつてやらうか

どなつ[image: ……]

水が落ちてゐる

ありがたい[image: 有]難い神はほめられよ　雨だ

惡い瓦斯はみんな溶けろ

　（しつかりなさい　しつかり

もう大[image: 丈]夫です）

何が大[image: 丈]夫だ　おれははね[image: 起]きる

　（だまれ　きさま

黃いろな時間の[image: 追]剝め

飄然たるテナルディ軍曹だ

きさま

あんまりひとをばかにするな

保安[image: 掛]りとはなんだ　きさま）

いゝ氣味だ　ひどくしよげてしまつた

ちゞまつてしまつた　ちひさくなつてしまつた

ひからびてしまつた

殘つたものは黑く四角な背囊ばかり

たゞ一かけの泥でい[image: 炭]たんになつた

ざまを見ろじつに醜い泥[image: 炭]なのだぞ

背囊なんかなにを入れてあるのだ

保安[image: 掛]り　じつにかあいさうです

カムチヤツカの蟹の罐詰と

陸稻を か ぼの種子がひとふくろ

ぬれた大きな[image: 靴]が片つ方

それと赤[image: 碌]紳士の金[image: 鎖]

どうでもいゝ　實にいゝ[image: 空]氣だ

ほんたうに液體のやうな[image: 空]氣だ

　（ウーイ　神はほめられよ

みちからのたたふべきかな

ウーイ　いゝ[image: 空]氣だ）

そらの澄[image: 明]　すべてのごみはみんな洗はれて

ひかりはすこしもとまらない

だからあんなにまつくらだ

太陽がくらくらまはつてゐるにもかゝはらず

おれは數しれぬほしのまたたきを見る

草はみな葉綠素を[image: 恢]復し

葡萄[image: 〓]を含む[image: 月]げつ光くわう液えきは

もうよろこびの[image: 脈]さへうつ

泥[image: 炭]がなにかぶつぶつ言つてゐる

　（もしもし　牧師さん

あの馳せ出した雲をごらんなさい

まるで天の競馬のサラアブレツトです）

　（うん　きれいだな

雲だ　競馬だ

天のサラアブレツトだ　雲だ）

あらゆる變幻の色[image: 彩]を示し

[image: ……]もうおそい　ほめるひまなどない

虹[image: 彩]はあはく變[image: 化]もゆるやか

いまは一むらの輕い湯ゆ　氣げ　になり

零下二千[image: 度]の眞しん[image: 空]くう溶よう媒ばいのなかに

すつととられて[image: 消]えてしまふ

それどこでない　おれのステツキは

いつたいどこへ行つたのだ

上着もいつかなくなつてゐる

チヨツキはたつたいま[image: 消]えて行つた

[image: 扇]るべくかなしむべき眞[image: 空]溶媒は

こんどおれに働きだした

まるで熊の胃袋のなかだ

それでもどうせ質量不變の定律だから

べつにどうにもなつてゐない

といつたところでおれといふ

この[image: 明]らかな牧師の[image: 意]識から

ぐんぐんものが[image: 消]えて行くとは[image: 情]ない

　（いやあ　奇[image: 遇]ですな）

　（おお　赤[image: 碌]紳士

たうとう犬がつかまりましたな）

　（ありがたう　しかるに

あなたは一體どうなすつたのです）

　（上着をなくして大へん[image: 寒]いのです）

　（なるほど　はてな

あなたの上着はそれでせう）

　（どれですか）

　（あなたが着ておいでになるその上着）

　（なるほど　ははあ

眞[image: 空]のちよつとした奇[image: 術]トリツクですな）

　（えゝ　さうですとも

ところがどうもをかしい

それはわたしの金[image: 鎖]ですがね）

　（えゝどうせその泥[image: 炭]の保安[image: 掛]りの作用です）

　（ははあ　泥[image: 炭]のちよつとした奇[image: 術]トリツクですな）

　（さうですとも

犬があんまりくしやみをしますが大[image: 丈]夫ですか）

　（なあにいつものことです）

　（大きなもんですな）

　（これは北極犬です）

　（馬の代りには[image: 使]へないんですか）

　（[image: 使]へますとも　どうです

お召しなさいませんか）

　（どうもありがたう

そんなら拜借しますかな）

　（さあどうぞ）

おれはたしかに

その北極犬のせなかにまたがり

犬神のやうにのそのそ東へ步き出す

まばゆい綠のしばくさだ

おれたちの影は[image: 〓]い沙漠[image: 〓]行者だ

そうしてそこはさつきの銀杏の並樹みち

こんな華奢な水[image: 平]な[image: 枝]に

[image: 硝]子のりつぱなわかものが

すつかり三角になつてぶらさがる


蠕 蟲 舞 手アンネリダテンツエーリン

　（えゝ　水ゾルですよ

おぼろな[image: 寒]天ア ガ アの液ですよ）

日は黃き　金ん　の薔薇

赤いちひさな蠕ぜん蟲ちゆうが

水とひかりをからだにまとひ

ひとりでをどりをやつてゐる

　（えゝ　８エイト　γガムマア　ｅイー　６スイツクス　αアルフア

ことにもアラベスクの[image: 飾]り[image: 文]字）

[image: 〓]むしの死[image: 骸]

いちゐのかれ葉

眞珠の[image: 泡]に

ちぎれたこけの[image: 花]軸など

　（赤いちひさなひいさまは

いまみづ底のみかげのうへに

黃いろなかげとおふたりで

せつかくをどつてゐられます

いゝえ　けれども　すぐでせう

まもなく[image: 浮]いておいででせう）

赤い蠕蟲舞手アンネリダテンツエーリンは

とがつた二つの耳をもち

燐光珊瑚の[image: 環][image: 節]に

正しく[image: 飾]る眞珠のぼたん

くるりくるりと[image: 〓]つてゐます

　（えゝ　８エイト　γガムマア　ｅイー　６スイツクス　αアルフア

ことにもアラベスクの[image: 飾]り[image: 文]字）

背中きらきら燦かがやいて

ちからいつぱいまはりはするが

眞珠もじつはまがひもの

ガラスどころか[image: 空]氣だま

　（いゝえ　それでも

エイト　ガムマア　イー　スィックス　アルフア

ことにもアラベスクの[image: 飾]り[image: 文]字）

　

せなかきらきらかゞやいて

ちからいつぱい

をどつてゐるといはれても

じつはからだの[image: 泡]を苦にしてはねまはるなら

おまへもさつぱりらくぢやない

それに日が雲に入つたし

わたしは石に坐つてしびれが切れたし

水底の黑い木片は毛蟲か海鼠な ま このやうだしさ

それに第一おまへのかたちは見えないし

ほんとに溶けてしまつたのやら

それともみんなはじめから

おぼろに[image: 〓]い夢だやら

　（いゝえ　あすこにおいでです　おいでです

ひいさま　いらつしやいます

８エイト　γガムマア　ｅイー　６スイツクス　αアルフア

ことにもアラベスクの[image: 飾]り[image: 文]字）

ふん　水はおぼろで

ひかりは惑ひ

蟲は　エイト　ガムマア　イー　スィックス　アルフア

ことにもアラベスクの[image: 飾]り[image: 文]字かい

あゝくすぐつたい

　（はい　まつたくそれにちがひません

エイト　ガムマア　イー　スィックス　アルフア

ことにもアラベスクの[image: 飾]り[image: 文]字）


小岩井農場　パート二

へたなたむぼりんも[image: 遠]くのそらで鳴つてるし

雨はけふはだいぢやうぶふらない

しかし馬車もはやいと云つたところで

そんなにすてきなわけではない

いままでたつてやつとあすこまで

ここからあすこまでのこのまつすぐな

火山[image: 灰]のみちの[image: 分]だけ行つたのだ

あすこはちやうどまがり目で

すがれの草穗もゆれてゐる

　（山は[image: 〓]い雲でいつぱい　光つてゐるし

かけて行く馬車はくろくてりつぱだ）

ひばり　ひばり

銀の[image: 微]塵のちらばるそらへ

たつたいまのぼつたひばりなのだ

くろくてすばやくきんいろだ

そらでやるブラウン[image: 運]動

おまけにあいつの翅はねときたら

甲蟲のやうに四まいある

[image: 飴]いろのやつと[image: 硬]い漆ぬりの方と

たしかに二ふた重へ　にもつてゐる

よほど上手に鳴いてゐる

そらのひかりを吞みこんでゐる

もちろんずつと[image: 遠]くでは

もつとたくさんないてゐる

そいつのはうははいけいだ

そこで向ふの方からは

こつちのやつがごく[image: 勇]敢に見えるのだらう

うしろから五[image: 月]のいまごろ

黑いながいオーヴァを着た

醫者らしいものがやつてくる

たびたびこつちをみてゐるやうだ

たつたひとりで一本みちを行くときに

ごくありふれたできごとなのだ

[image: 冬]にもやつぱりこんなあんばいに

くろいイムバネスがやつてきて

本部へはこれでいいんですかと

[image: 遠]くからことばの[image: 浮]ブ　標イ　をなげつけた

でこぼこのゆきみちを

辛うじて咀嚼するといふ風にあるきながら

本部へはこれでいゝんですかと

心細さうにきいてゐた

おれはぶつきら棒にああと言つただけなので

ちやうどそれだけ大へんかあいさうな氣もした

けふはもつと[image: 遠]くからくる


風 景 觀 察 官

あの林は

あんまり綠[image: 〓]を[image: 盛]りすぎたのだ

それでも木がさうなのならしかたがないが

また多少プウルキインの現象にもよるやうだが

も少し雲から[image: 橙]たう黃わう線せんを[image: 送]つてもらふやうにしたら

どうだらう

　

ああ何といふいい[image: 〓]神だ

株式取引[image: 所]や議事堂でばかり

フロックコートは着られるものでない

むしろこんな黃水晶シトリンの夕方に

まつ[image: 〓]な稻の槍の間で

ホルスタインの群ぐんを指[image: 導]するとき

よく[image: 適]合し效果もある

何といふいい[image: 〓]神だらう

たとへそれが羊羹いろでぼろぼろで

あるひはすこし暑くもあらうが

あんなまじめな[image: 直]立や

風景のなかの敬[image: 虔]な人間を

わたくしはいままで見たことがない


岩　手　山

そらの散さん亂らん反はん射しやのなかに

古ぼけて黑くえぐるもの

ひしめく[image: 微]塵の深みの底に

きたなくしろく澱むもの


高　　原

海だべがど　おら　おもたれば

やつぱり光る山だたぢやい

ホウ

髮かみ毛け　　風吹けば

鹿しし踊りだぢやい


原はら體たい劍けん舞ばい[image: 〓]れん

　（mental sketch modified）

　

dah-dah-dah-dah-dah-sko-dah-dah

こよひ異裝のげん[image: 月]のした

鷄の黑尾を頭づ　巾きんにかざり

片かた[image: 刄]は　の太刀をひらめかす

原はら體たい村の舞手をどりこたちよ

若やかに波だつむねを

アルペン農の辛しん酸さんに投げ

ふくよかにかゞやく頰を

高原の風とひかりにさゝげ

菩提樹　ま　　だ　皮かはと繩とをまとふ

氣圈の戰士わが[image: 朋]たちよ

[image: 〓]らみわたる灝氣をふかみ

[image: 楢]と椈ぶなとのうれひをあつめ

蛇じや[image: 紋]もん山さん地ち　に[image: 篝]かゞりをかかげ

ひのきの髮をうちゆすり

まるめろの匂のそらに

あたらしい星雲を燃せ

dah-dah-sko-dah-dah

肌き　膚ふ　を腐[image: 植]と土にけづらせ

筋骨はつめたい[image: 炭]酸に粗あらび

[image: 月][image: 月]に日光と風とを焦慮し

敬[image: 虔]に年を累ねた師[image: 父]たちよ

こよひ銀河と森とのまつり

准[image: 平]原の天てん末まつ線せんに

さらにも[image: 〓]く鼓を鳴らし

うす[image: 月]の雲をどよませ

Ho! Ho! Ho!

むかし[image: 達]タ　谷コクの惡あく路ろ　王わう

まつくらくらの二里の洞ほら

わたるは夢と黑こく夜や　神じん

首は刻まれ漬けられ

アンドロメダもかゞりにゆすれ

[image: 〓]い假め　面ん　このこけおどし

太刀を浴びてはいつぷかぷ

夜風の底の蜘蛛をどり

胃袋はいてぎつたぎた

dah-dah-dah-dah-dah-sko-dah-dah

さらにも[image: 〓]く[image: 刄]やいばを合はせ

四し　方はうの夜よるの鬼き　神じんをまねき

樹じゆ液えきもふるふこの夜よ　さひとよ

赤ひたたれを地にひるがへし

雹ひよう雲うんと風とをまつれ

dah-dah-dah-dahh

夜よ　風かぜとどろきひのきはみだれ

[image: 月]は射そそぐ銀の矢並

打つも果てるも火[image: 花]のいのち

太刀の軋りの[image: 消]えぬひま

dah-dah-dah-dah-dah-sko-dah-dah

太刀は稻いな妻づま萱かや穗ぼ　のさやぎ

獅子の星座に散る火の雨の

[image: 消]えてあとない天あまのがはら

打つも果てるもひとつのいのち

dah-dah-dah-dah-dah-sko-dah-dah


グランド電[image: 柱]

あめと雲とが地面に垂れ

すすきの赤い穗も洗はれ

野原はすがすがしくなつたので

[image: 花]はな卷まきグランド電[image: 柱]の

百の碍がい子し　にあつまる雀

　

掠奪のために田にはいり

うるうるうるうると飛び

雲と雨とのひかりのなかを

すばやく[image: 花]はな卷まき大だい三さん叉さ　路ろ　の

百の碍子にしりぞく雀


電 線 工 夫

でんしんばしらの氣まぐれ碍子の修繕者

雲とあめとそのまつ下のあなたに忠[image: 〓]いたします

それではまるでアラビヤ夜話のかたちです

からだをそんなに黑くかつきり[image: 鍵]にまげ

雨着の裾もぬれてあやしく垂れさがり

ひどく手先を動かすでもないその修繕は

アラビヤ夜話のあんまりひどい寫しです

あいつは黑い盜[image: 賊]團か

惡[image: 魔]のためにあすこのとこに

つけられたのだと云はれても

どうまああなたは辯解できるおつもりですか


マ サ ニ エ ロ

[image: 城]のすすきの波の上には

伊太利亞製の[image: 空]がある

そこで烏の群が踊る

白しろ雲うん母も　のくもの幾きれ

　（濠と橄かん欖らん天鵞絨びろうど　杉）

ぐみの木かそんなにひかつてゆするもの

七つの銀のすすきの穗

　（お[image: 城]の下の桐畑でも　ゆれてゐるゆれてゐる　桐が）

赤い蓼たでの[image: 花]もうごく

すゞめ　すゞめ

ゆつくり杉に飛んで稻にはいる

そこはどての陰で氣流もないので

そんなにゆつくり飛べるのだ

　（なんだか風と悲しさのために胸がつまる）

ひとの名[image: 前]をなんべんも

風のなかで繰り[image: 返]してさしつかへないか

風のなかで繰り[image: 返]してゐてさしつかへないか

　（もうみんな鍬や繩をもち

崖をおりてきていゝころだ）

いまは鳥のないしづかなそらに

またもやからすが橫からはいる

屋根は矩形で傾[image: 斜]白くひかり

こどもがふたりかけて行く

[image: 〓]織をかざしてかける日本の子供ら

こんどは茶いろの雀どもの[image: 抛]物線

金屬製の桑のこつちを

もひとりこどもがゆつくり行く

蘆の穗は赤い赤い

　（ロシヤだよ　チェホフだよ）

はこやなぎ　しつかりゆれるゆれる

　（ロシヤだよ　ロシヤだよ）

烏がもいちど飛びあがる

キップ裝[image: 置]のそのなかをとぶ烏のむれ

お[image: 城]の上のそらはこんどは白い支[image: 那]のそら

烏三疋杉をすべり

四疋になつて旋轉する


永 訣 の [image: 朝]

けふのうちに

とほくへいつてしまふわたくしのいもうとよ

みぞれがふつておもてはへんにあかるいのだ

　（あめゆぢゆとてちてけんじや）

うすあかくいつそう陰慘な雲から

みぞれはびちよびちよふつてくる

　（あめゆぢゆとてちてけんじや）

[image: 〓]い蓴じゆん[image: 菜]さいのもやうのついた

これらふたつのかけた陶椀に

おまへがたべるあめゆきをとらうとして

わたくしはまがつたてつぽうだまのやうに

このくらいみぞれのなかに飛びだした

　（あめゆじゆとてちてけんじや）

蒼さう[image: 鉛]えんいろの[image: 暗]い雲から

みぞれはびちよびちよ沈んでくる

ああとし子

死ぬといふいまごろになつて

わたくしをいつしやうあかるくするために

こんなさつぱりした[image: 雪]のひとわんを

おまへはわたくしにたのんだのだ

ありがたうわたくしのけなげないもうとよ

わたくしもまつすぐにすすんでいくから

　（あめゆじゆとてちてけんじや）

はげしいはげしい熱やあえぎのあひだから

おまへはわたくしにたのんだのだ

銀河や太陽　氣圈などとよばれたせかいの

そらからおちた[image: 雪]のさいごのひとわんを[image: ……]

　

[image: ……]ふたきれのみかげせきざいに

さびしくたまつたみぞれである

わたくしはそのうへにあぶなくたち

[image: 雪]と水とのまつしろな二に　相さう系けいをたもち

すきとほるつめたい雫にみちた

このつややかな[image: 松]のえだから

わたくしのやさしいいもうとの

さいごのたべものをもらつていかう

わたしたちがいつしよにそだつてきたあひだ

みなれたちやわんのこの藍のもやうにも

もうけふおまへはわかれてしまふ

　（Ora Orade Shitori egumo）

ほんたうにけふおまへはわかれてしまふ

あああのとざされた[image: 病]室の

くらいびやうぶやかやのなかに

やさしくあをじろく燃えてゐる

わたくしのけなげないもうとよ

この[image: 雪]はどこをえらばうにも

あんまりどこもまつしろなのだ

あんなおそろしいみだれたそらから

このうつくしい[image: 雪]がきたのだ

　（うまれでくるたて

こんどはこたにわりやのごとばかりで

くるしまなえよにうまれてくる）

おまへがたべるこのふたわんのゆきに

わたくしはいまこころからいのる

どうかこれが兜と　卒そつの天の[image: 食]に變つて

やがてはおまへとみんなとに

[image: 聖]い[image: 資]糧をもたらすことを

わたくしのすべてのさいはひをかけてねがふ


[image: 松]　の　針

さつきのみぞれをとつてきた

あのきれいな[image: 松]のえだだよ

おお　おまへはまるでとびつくやうに

そのみどりの葉にあつい頰をあてる

そんな[image: 植]物性の[image: 〓]い針のなかに

はげしく頰を刺させることは

むさぼるやうにさへすることは

どんなにみんなをおどろかすことか

そんなにまでおまへは林へ行きたかつたのだ

おまへがあんなにねつに燃され

あせやいたみでもだえてゐるとき

わたくしは日のてるところでたのしくはたらいたり

ほかのひとのことを考へながらぶらぶら森をあるいてゐた

　｟ああいい　さつぱりした

まるで林のながさ來たよだ｠

鳥のやうに栗り　鼠す　のやうに

おまへは林をしたつてゐた

どんなにわたくしがうらやましかつたらう

ああけふのうちにとほくへさらうとするいもうとよ

ほんたうにおまへはたつたひとりでいけるのか

わたくしにいつしよに行けとたのんでくれ

泣いてわたくしにさう言つてくれ

おまへの頰の　けれども

なんといふけふのうつくしさよ

わたくしは綠のかやのうへにも

この新鮮な[image: 松]のえだをおかう

いまに雫もおちるだらうし

そら

さわやかな

turpentineターペンタインの匂もするだらう


樺 太 鐵 [image: 道]

やなぎらんやあかつめくさの群落

[image: 松]脂岩[image: 薄]片のけむりがただよひ

鈴谷山[image: 脈]は光霧か雲かわからない

　（[image: 灼]かれた馴鹿の黑い頭骨は

線路のよこの赤砂利に

ごく敬[image: 虔]に[image: 置]かれてゐる）

そつと見てごらんなさい

やなぎが[image: 〓]くしげつてふるへてゐます

きつとポラリスやなぎですよ

おお滿艦[image: 飾]のこのえぞにふの[image: 花]

[image: 月]光いろのかんざしは

すなほなコロボツクルのです

　（ナモサダルマプフンダリカサスートラ）

Vant Hoff の雲の白髮の崇高さ

崖にならぶものは[image: 聖]白樺セントベチユラアルバ

　

[image: 〓]びかりの野はらをよぎる細流

それはツンドラを截り

　（光るのは電しんばしらの碍子）

夕陽にすかし出されると

その綠金の草の葉に

ごく[image: 〓]巧ないちいちの葉[image: 脈]

　（樺の[image: 微]動のうつくしさ）

黑い木[image: 〓]も設けられて

やなぎらんの光の點綴

　（こゝいらの樺の木は

燒けた野原から生えたので

みんな大乘風の考をもつてゐる）

にせものの大乘居士どもをみんな[image: 灼]け

太陽もすこし[image: 〓]ざめて

山[image: 脈]の縮れた白い雲の上にかかり

列車の窓の稜のひととこが

プリズムになつて日光を反射し

草地に投げられたスペクトル

　（雲はさつきからゆつくり流れてゐる）

日さへまもなくかくされる

かくされる[image: 前]には感應により

かくされた後には威神力により

まばゆい白はく金きん[image: 環]くわんができるのだ

　（ナモサダルマプフンダリカサスートラ）

たしかに日はいま羊毛の雲にはいらうとして

サガレンの八[image: 月]のすきとほつた[image: 空]氣を

やうやく葡萄の果汁マ ス トのやうに

またフレツプスのやうに甘くはつかうさせるのだ

そのためにえぞにふの[image: 花]が一そう[image: 明]るく見え

[image: 松]毛虫に[image: 食]はれて枯れたその大きな山に

桃いろな日光もそそぎ

すべて天上技師 Nature 氏の

ごく斬新な設計だ

山の襞ひだのひとつのかげは

綠[image: 〓]のゴーシユ四邊形

そのいみじい玲瓏トランスリユーセントのなかに

からすが飛ぶと見えるのは

一本のごくせいの高いとどまつの

風に[image: 削]り殘された黑い[image: 梢]だ

　（ナモサダルマプフンダリカサスートラ）

結晶片岩山地では

燃えあがる雲の銅[image: 粉]

　（向ふが燃えればもえるほど

ここらの樺ややなぎは[image: 暗]くなる）

こんなすてきな瑪瑙の天蓋キヤノピー

その下ではぼろぼろの火雲が燃えて

一きれはもう鍊金の[image: 過][image: 程]を了へ

いまにも結婚しさうにみえる

　（濁つてしづまる天の[image: 〓]らむ一かけら）

いちめんいちめん海蒼のチモシイ

めぐるものは神經質の色[image: 丹][image: 松]ラーチ

またえぞにふと桃[image: 花]心木マホガニーの[image: 〓]

こんなに[image: 〓]い白樺の間に

鉋をかけた立[image: 派]なうちをたてたので

これはおれのうちだぞと

その顏の赤い[image: 愉]快な百姓が

井上と少しびつこに大きく壁に書いたのだ


鈴 谷 [image: 平] 原

蜂が一ぴき飛んで行く

琥珀細工の春の器械

蒼い眼をしたすがるです

　（私のとこへあらはれたその蜂は

ちやんと[image: 抛]物線の圖式にしたがひ

さびしい未知へとんでいつた）

チモシイの穗が[image: 〓]くたのしくゆれてゐる

それはたのしくゆれてゐるといつたところで

莊嚴ミサや雲うん[image: 環]くわんとおなじやうに

うれひや悲しみに對立するものではない

だから新らしい蜂がまた一疋飛んできて

ぼくのまはりをとびめぐり

また[image: 茨]や灌木にひつかかれた

わたしのすあしを刺すのです

こんなうるんで秋の雲のとぶ日

鈴谷[image: 平]野の[image: 荒]さんだ山際の燒け跡に

わたくしはこんなにたのしくすわつてゐる

ほんたうにそれらの燒けたとゞまつが

まつすぐに天に立つて加奈太式に風にゆれ

また夢よりもたかくのびた白樺が

[image: 〓]ぞらにわづかの新葉をつけ

三稜玻璃にもまれ

　（うしろの方はまつ[image: 〓]ですよ

クリスマスツリーに[image: 使]ひたいやうな

あをいまつ[image: 〓]いとどまつが

いつぱいに生えてゐるのです）

いちめんのやなぎらんの群落が

光ともやの紫いろの[image: 花]をつけ

[image: 遠]くから[image: 近]くからけむつてゐる

　（さはしぎも啼いてゐる

たしかさはしぎの發動[image: 機]だ）

こんやはもう標本をいつぱいもつて

わたくしは宗谷海峽をわたる

だから風の[image: 音]が汽車のやうだ

流れるものは二條の茶

蛇ではなく一ぴきの栗鼠

いぶかしさうにこつちをみる

　（こんどは風が

みんなのがやがやしたはなし聲にきこえ

うしろの[image: 遠]い山の下からは

好[image: 摩]の冬の[image: 〓]ぞらから落ちてきたやうな

すきとほつた大きなせきばらひがする

これはサガレンの古くからの誰かだ）


不 貪 慾 戒

油紙を着てぬれた馬に乘り

つめたい風景のなか　[image: 暗]い森のかげや

ゆるやかな[image: 環]くわん狀じやう[image: 削]さく剝はくの丘　赤い萱の穗のあひだを

ゆつくりあるくといふこともいゝし

黑い多面角の洋傘かうもりがさをひろげて

砂すな砂さ　[image: 〓]を買ひに町へ出ることも

ごく新鮮な企畫である

　（ちらけろちらけろ　四十雀）

稻とよばれるがさつな草の群落が

タアナアさへもほしがりさうな

サラドの色になつてることは

慈じ　雲うん[image: 尊]そん者じやにしたがへば

不ふ　貪どん慾よく戒かいのすがたです

　（ちらけろちらけろ　四十雀

そのときの高等[image: 遊]民は

いましつかりした執政官だ）

ことことと寂しさを噴く[image: 暗]い山に

防火線のひらめく[image: 灰]いろなども

慈雲[image: 尊]者にしたがへば

不貪慾戒のすがたです


風景とオルゴール

爽かなくだもののにほひに充ち

つめたくされた銀製の[image: 薄]はく[image: 明]めい穹きゆうを

雲がどんどんかけてゐる

黑こく[image: 耀]えうひのきやサイプレスの中を

馬が一疋ゆつくりやつてくる

ひとりの農夫が乘つてゐる

もちろん農夫はからだ[image: 半][image: 分]ぐらゐ

木こ　だちやそこらの銀のアトムに溶け

またじぶんでも溶けてもいいとおもひながら

あたまの大きな曖昧な馬といつしよにゆつくりくる

首を垂れておとなしくがさがさした南部馬

黑く[image: 巨]きな[image: 松]倉山のこつちに

一點のダアリア複合體

その電燈の企畫プ ラ ンなら

じつに九[image: 月]の寶石である

その電燈の設計者に

わたくしは[image: 〓]い蕃茄ト マ トを贈る

どんなにこれらのぬれたみちや

クレオソートを塗つたばかりのらんかんや

電線も二本にせものの虛無のなかから光つてゐるし

風景が[image: 透][image: 明]にされたかわからない

下では水がごうごう流れて行き

[image: 薄][image: 明]穹の爽かな銀と苹果とを

黑白鳥のむな毛の塊が奔り

　｟ああ　お[image: 月]樣が出てゐます｠

そこに[image: 銃]い秋の[image: 粉]や

玻は　璃り　末まつの[image: 雪]の稜に[image: 磨]かれて

紫し　[image: 磨]ま　銀ぎん[image: 彩]さいに尖つて光る六日の[image: 月]

橋のらんかんには雨粒がまだいつぱいについてゐる

なんといふこのなつかしさの湧あがり

水はおとなしい膠朧體だし

わたくしはこんな[image: 過]くわ[image: 透]とう[image: 明]めいな景色のなかに

[image: 松]倉山や五ご　間けん森もり[image: 荒]つぽい石英安山岩デサイト頸から

放たれた剽悍な刺客に

[image: 暗]殺されてもいいのです

　（たしかにわたくしがその木をきつたのだから）

　（杉のいただきは黑くそらの椀を刺し）

風が口笛をはんぶんちぎつて持つてくれば

　（氣の毒な二重感覺の[image: 機]關）

わたくしは古い印[image: 度]の[image: 〓]草をみる

崖にぶつつかるとそのへんの水は

葱のやうに橫に外そ　れてゐる

そんなに風はうまく吹き

[image: 半][image: 月]の表面はきれいに吹きはらはれた

だからわたくしの洋傘は

しばらくぱたぱた言つてから

ぬれた橋板に倒れたのだ

[image: 松]倉山[image: 松]倉山尖つてまつ[image: 暗]な惡[image: 魔]蒼[image: 鉛]の[image: 空]に立ち

電燈はよほど熱してゐる

風がもうこれつきり吹けば

まさしく吹いて來る劫カルパのはじめの風

ひときれそらにうかぶ曉のモテイーフ

電線と[image: 扇]ろしい玉髓キヤルセドニの雲のきれ

そこから見當のつかない大きな[image: 〓]い星がうかぶ

　（何べんの戀の償ひだ）

そんな[image: 扇]ろしいがまいろの雲と

わたくしの上着はひるがへり

　（オルゴールをかけろかけろ）

[image: 月]はいきなり二つになり

[image: 盲]ひた黑い暈をつくつて光面を[image: 過]ぎる雲の一群

　（しづまれしづまれ五間森

木をきられてもしづまるのだ）


第 四 梯 形

[image: 〓]い[image: 抱]擁衝動や

[image: 明]るい雨の中のみたされない唇が

きれいにそらに溶けてゆく

日本の九[image: 月]の氣圈です

そらは霜の[image: 織]物をつくり

萱かやの穗の滿まん[image: 潮]てう

　（三さん角かく山やまはひかりにかすれ）

そらのグラスのバリカンは

白い雲からおりて來て

早くも七つ森第一梯てい形けいの

[image: 松]と雜木を刈りおとし

野原がうめばちさうや山羊の[image: 乳]や

沃[image: 度]の匂で[image: 荒]れて大へんかなしいとき

汽車の[image: 進]行ははやくなり

ぬれた赤い崖や何かといつしよに

七つ森第二梯形の

[image: 新]鮮な地ち　被ひ　が刈り拂はれ

手帳のやうに[image: 〓]い卓狀臺地テーブルランドは

まひるの夢をくすぼらし

ラテライトのひどい崖から

梯形第三のすさまじい羊齒や

こならやさるとりいばらが滑り

　（おお第一の紺[image: 〓]の寂寥）

縮れて雲はぎらぎら光り

とんぼは萱の[image: 花]のやうに飛んでゐる

　（萱の穗は滿[image: 潮]

萱の穗は滿[image: 潮]）

一本さびしく赤く燃える栗の木から

七つ森の第四伯べる林りん[image: 〓]せいスロープは

やまなしの匂の雲に[image: 起]伏し

すこし日射しのくらむひまに

またバリカンがそれを刈る

　（腐[image: 植]土のみちと天の石[image: 墨]）

夜風太郞の配下と子孫とは

大きな[image: 帽]子を風にうねらせ

落葉[image: 松]のせはしい足なみを

しきりに馬を[image: 急]がせるうちに

早くも第六梯形の[image: 暗]いリパライトは

ハツクニーのやうに刈られてしまひ

ななめに琥珀の陽ひ　も射して

　（たうとうぼくは一つ勘定をまちがへた

第四か第五かをうまくそらからごまかされた）

どうして決して　そんなことはない

いまきらめきだすその眞鍮の畑の一片から

[image: 明][image: 暗][image: 交]錯のむかふにひそむものは

まさしく第七梯形の

雲に[image: 浮]んだその最後のものだ

綠[image: 〓]を吐く[image: 松]のむさくるしさと

ちぢれて悼む　雲の羊毛

　（三さん角かくやまはひかりにかすれ）


火 藥 と 紙 [image: 幣]

萱の穗は赤くならび

雲はカシユガル[image: 〓]の苹果の果[image: 肉]よりもつめたい

鳥は一ぺんに飛びあがつて

ラツグの[image: 音]譜をばら撒きだ

古枕木を[image: 灼]いてこさへた

黑い保線小屋の秋の中では

四面體聚しゆう形けいの一人の工夫が

米國風のブリキの罐で

小麥の[image: 粉]を捏ねてゐる

鳥はまた一つまみ　いきなり[image: 空]からばら撒かれ

一ぺんつめたい雲の下で展開し

こんどは巧に[image: 分]力の法則をつかつて

[image: 遠]いギリヤークの電線にあつまる

赤い碍子のうへにゐる

そのきのどくなすゞめども

口笛を吹きまた新らしい濃い[image: 空]氣を[image: 吸]へば

たれでもみんなきのどくになる

森はどれも群[image: 〓]にぬれてゐるし

[image: 松]林なら地被もところどころ剝げて

酸性土壤ももう十[image: 月]になつたのだ

私の着物もすつかり thread-bare

その陰影のなかから

[image: 逞]ましい向ふの土方がくしやみをする

氷河が海にはいるやうに

白い雲のたくさんの流れは

枯れた野原に[image: 注]いでゐる

だからふだんは決して見ない

小さな三角の[image: 前]山なども

はつきり白く[image: 浮]いてでる

栗の[image: 梢]のモザイクと

鐵葉ぶ り き細ざい工く　のやなぎの葉

水のそばでは堅い黃いろなまるめろが

樹も裂けるまで實つてゐる

　（こんどばら撒いてしまつたら[image: ……]

ふん　ちやうど四十雀のやうに）

雲が縮れて光るとき

大きな[image: 帽]子をかぶつて

野原をおほびらにあるけたら

おれはそのほかにもうなんにもいらない

火藥も燐も大きな紙[image: 幣]もほしくない


[image: 過] 去 [image: 情] 炎

截られた根から[image: 〓]じろい樹液がにじみ

あたらしい腐[image: 植]のにほひを嚊ぎながら

きらびやかな雨あがりの中にはたらけば

わたくしは移[image: 住]の[image: 〓][image: 〓]徒ピユリタンです

雲はぐらぐらゆれて馳けるし

梨の葉にはいちいち[image: 〓]巧な葉[image: 脈]があつて

短果[image: 枝]には雫がレンズになり

そらや木やすべての景象ををさめてゐる

わたくしがここを[image: 環]に掘つてしまふあひだ

その雫が落ちないことをねがふ

なぜならいまこのちひさなアカシヤをとつたあとで

わたくしは[image: 鄭]てい重ちようにかがんでそれに唇をあてる

えりをりのシヤツやぼろぼろの上着をきて

企らむやうに[image: 肩]をはりながら

そつちをぬすみみてゐれば

ひじやうな惡わる漢ものにもみえようが

木はわたくしをゆるすとおもふ

なにもかもみんなたよりなく

なにもかもみんなあてにならない

これらるてんのせかいのなかで

そのたよりない性質が

こんなきれいな露になつたり

いぢけたちいさなまゆみの木を

紅べにからやさしい[image: 月]光いろまで

豪奢な[image: 織]物に染めたりする

そんならもうアカシヤの木もほりとられたし

いまはまんぞくしてたうぐわをおき

わたくしは待つてゐたこひびとにあふやうに

鷹おう揚やうにわらつてその木のしたへゆくのだけれども

それはひとつの[image: 情]じやう炎えんだ

もう水いろの[image: 過]去になつてゐる


一 本 木 野

[image: 松]がいきなり[image: 明]るくなつて

のはらがぱつとひらければ

かぎりなくかぎりなくかれくさは日に燃え

電信ばしらはやさしく白い碍子をつらねて

おそらくはベーリング市までもつづくと見える

すみわたる海かい蒼さうの天と

きよめられるひとのねがひ

からまつはふたたびわかやいで萌え

[image: 透][image: 明]な風のひばり

七なな時雨し ぐ れの[image: 〓]い[image: 起]伏は

また心象のなかにも[image: 起]伏し

ひとむらのやなぎ木立は

ボルガのきしのそのやなぎ

天てん椀わんの孔雀石にひそまり

きびしくするどくもりあがる藥師代赭

火口の[image: 雪]は皺ごと刻み

くらかけのびんかんな稜かどは

[image: 〓]ぞらに星雲をあげる

　（おい　かしは

てめいのあだなを

やまのたばこの木つていふつてのはほんたうか）

こんなあかるい穹きゆう窿りゆうと草を

はんにちゆつくりあるくことは

いつたいなんといふおんけいだらう

わたくしはそれをはりつけとでもとりかへる

こひびととひとめみることでさへさうでないか

　（おい　やまのたばこの木

あんまりへんなをどりをやると

未來[image: 派]だつていはれるぜ）

わたくしは森やのはらのこひびと

[image: 芦]よしのあひだをがさがさ行けば

つつましく折られたみどりいろの[image: 通]信は

いつかぽけつとにはいつてゐるし

はやしのくらいとこをあるいてゐると

三み　日か　[image: 月]づきがたのくちびるのあとで

肱やずぼんがいつぱいになる


鎔　岩　流

喪神のしろいかがみが

藥師火口のいただきにかかり

日かげになつた火山礫れき堆たいの中腹から

畏るべくかなしむべき碎塊熔岩ブロツクレーバの黑

わたくしはさつきの柏や[image: 松]の野原をよぎるときから

なにかあかるい曠原風の[image: 情][image: 調]を

ばらばらにするやうなひどいけしきが

展かれるとはおもつてゐた

けれどもここは[image: 空]氣も深い淵になつてゐて

はげしい鬼氣さへながれてゐる

一ぴきの鳥さへも見えない

わたくしがあぶなくその一一の岩塊ブロツクをふみ

すこしの小高いところにのぼり

さらにつくづくとこの燒石のひろがりをみわたせば

[image: 雪]を越えてきたつめたい風はみねから吹き

雲はあらはれてつぎからつぎと[image: 消]え

いちいちの火山塊ブロツクの黑いかげとわづかにぬるいその輻射

貞享四年のちひさな噴火から

およそ二百三十五年のあひだに

空氣のなかの酸素や[image: 炭]酸瓦斯

これら[image: 〓]洌な試し　藥やくによつて

どれくらゐの風[image: 化]が行はれ

どんな[image: 植]物が生えたかを

見ようとして私の來たのに對し

それは[image: 扇]ろしい二種の苔で答へた

その白つぽい厚いすぎごけの

表面がかさかさに乾いてゐるので

わたくしはそれを麺麭ともかんがへ

ちやうどひるの[image: 食]事をもたないところから

ひじやうな[image: 饗]應ともかんずるのだが

　（なぜならたべものといふものは

それをみてよろこぶもので

それからあとはたべるものだから）

ここらでそんなかんがへは

あんまり僣越かもしれない

とにかくわたくしは荷物をおろし

[image: 灰]いろの苔に[image: 靴]やからだを埋め

一つの苹果り ん ごをたべようとする

うるうるしながら赤い苹果に嚙みつけば

[image: 雪]を越えてきたつめたい風はみねから吹き

野はらの白樺の葉は紅べにや金きんやせはしくゆすれ

北上山地はほのかな幾層の[image: 〓]い縞をつくる

　（あれがぼくのしやつだ

[image: 〓]いリンネルの農民シヤツだ）


    
      
      春　と　修　羅　二

    

  
[image: 空] [image: 明] と 傷 痍　 （作品第二番）

灝氣の海の[image: 〓]びかりする底に立ち

いかにもさういふ敬[image: 虔]な風に

一きれ白い紙卷[image: 煙]草シガーレツトを燃すことは

[image: 月]のあかりやらんかんの陰畫

つめたい[image: 空][image: 明]への貢獻である

[image: ……]ところがおれの右掌て　の傷は

鋼[image: 〓]いろの等[image: 寒]線に

わくわくわくわく圍まれてゐる[image: ……]

しかればきみはピアノを獲るの企畫をやめて

かの中型のヴァイオルをこそ彈くべきである

燦々として析出される氷晶を

總身浴びるその[image: 謙]虛なる[image: 直]立は

營利の社團賞を懸けての廣[image: 〓]などに

きほひ出づるにふさはしからぬ

[image: ……]ところがおれのてのひらからは

血がまつ[image: 〓]に垂れてゐる[image: ……]

[image: 月]をかすめる鳥の影

電信ばしらのオルゴール

泥岩を嚙む水瓦斯と

一列黑いみをつくし

[image: ……]てのひらの血は

ぽけつとのなかで凍りながら

たぶんぼんやり燐光をだす[image: ……]

しかも結局きみがこれらの忠言を

氣輕に[image: 採]擇できぬとすれば

その嚴肅な[image: 〓]會風の[image: 直]立も

氣海の底の一つの焦慮の工場に[image: 過]ぎぬ

[image: 月]賦で買つた綠[image: 〓]いろの外套に

しめつたルビーの火をともし

かすかな[image: 〓]いけむりをあげる

一つの焦慮の工場に[image: 過]ぎぬ


五　輪　峠　 （作品第一六番）

凍し　み[image: 雪]の森のなだらを

ほそぼそとみちがめぐれば

向ふは[image: 松]と岩との高み

高みのうへに

がらんと[image: 暗]いみぞれのそらがひらいてゐる

[image: ……]そここそ峠のいたゞきだ[image: ……]

あれがほんとの峠だな

いつたいさつきあの[image: 楢]の木の柵のある

あすこを峠とおもつたために

みちがこんなに地圖に合はなくなつたんだ

宇部何だつて？[image: ……]

宇部興左衞門？[image: ……]

ずゐぶん古い名[image: 前]だな

何べんも何べんも降つた[image: 雪]を

いつ誰が踏み堅めたでもなしに

林の裾をめぐつたり

森の[image: 肩]を越えたりして

みちはほそぼそつゞいて來た

地[image: 主]つたつて

君の部落のうちだけだらう

野はらの方ももつてるのか

[image: ……]それは部落のうちだけです[image: ……]

それでは山林でもあるんだな

[image: ……]十町步もあるさうです[image: ……]

それで每日絲織を着てあぐらをかいて

ゐろりのへりできせるを叩いて

政治家きどりでゐるんだな

それは間もなく沒落さ

いまだつてもうマイナスだらう

岩と[image: 松]　峠の上はみぞれのそら

[image: 松]が幾本生えてゐる

藪が陰氣にこもつてゐる

なかにしよんぼり立つものは

まさしく古い五輪の塔だ

苔に蒸された[image: 花]み　崗か　岩げ　の古い五輪の塔だ

あゝこゝは

五輪の塔があるために

五輪峠といふんだな

ぼくはまた

峠がみんなで五つあつて

地輪峠　水輪峠　[image: 空]輪峠といふのだらうと

たつたいままで思つてゐた

地圖ももたずに來たからな

そのまちがつた五つの峯が

どこかの[image: 遠]い[image: 雪]ぞらに

さめざめ[image: 〓]くひかつてゐる

[image: 消]えようとしてまたひかる

五輪は地水火風[image: 空]

むかしの印[image: 度]の科學だな

[image: 空]といふのは總括だとさ

いまの眞[image: 空]だらうかな

つまり眞[image: 空]そのものが

エネルギーともあらはれる

火といふ方はエネルギー

アレニウスの解釋だ

殘り三つは古い原素の[image: 分]類だらう

世界も人もこれだといふ

心といふのもこれだといふ

いまだつて變らないさな

雲もやつぱりさうかと云へば

それは元來一つの眞[image: 空]だけであり

[image: 所]感となつては

氣相は風　液相は水

固相は[image: 核]の塵とする

そして[image: 運]動のエネルギーと

熱と電氣は火に入れる

それからわたくしもそれだ

この[image: 楢]の木を引き裂けるといつてゐる

村のこどももそれで

わたくしであり彼であり

雲であり岩であるのはたゞ因緣であるといふ

そこで畢[image: 意]世界はたゞ因緣があるだけといふ

[image: 雪]の一つぶ一つぶの

質も形も[image: 進]度も位[image: 置]も時間も

みな因緣が自體であるとさう考へると

なんだか心がぼおとなる

みちのくの

五輪峠に[image: 雪]がつみ

五つの峠に[image: 雪]がつみ

その五の峯の[image: 松]の下

地輪水輪火風輪

[image: 空]輪五輪の塔がたち

一の地輪を轉ずれば

菩提のこゝろしりぞかず

四の風輪を轉ずれば

菩[image: 薩]こゝろに[image: 障]しやう碍げ　なく

五の[image: 空]輪を轉ずれば

常樂我淨の影うつす

みちのくの

五輪峠に[image: 雪]がつみ

五つの峠に[image: ……][image: 雪]がつみ[image: ……]

「あゝ何だあいつは」

「あゝ野原だなあ」

いま[image: 前]に展ひろく[image: 暗]いものは

まさしく早春の北上[image: 平]野である

[image: 薄][image: 墨]の雲につらなり

酵母の雲に朧ろにされて

海と湛へる藍と銀との[image: 平]野である

二の水輪を轉ずればだめ

三の火輪を轉ずればだめ

みんな轉ずればをかしいな

大でたらめだ

　「向ふの雲まで野原のやうだ

あすこら邊が水澤か

どの邊だ君のところは

どの邊だつて云つたつて

こゝから見て見當のつかないことは

やつぱりおれとおんなじだらう」

[image: 雪]がもうこゝにもどしどし降つてくる

塵のやうに[image: 灰]のやうに降つてくる

つゝぢやこならの灌木も

まつくろな溫をん石じやくいしも

みんないつしよにまだらになる


[image: 〓] 天 恣 [image: 意]　 （作品第一九番）

　（水澤緯[image: 度]觀測[image: 所]にて）

　

つめたくうらゝかな蒼穹のはて

種山ケ原の右[image: 肩]のあたりに

白く[image: 巨]きな佛頂狀の

圓錐體が立ちますと

數字につかれたわたくしの眼は

ひとたびそれを異の[image: 空]間の

祕密な塔とも愕きますが

畢[image: 意]あれは水と[image: 空]氣の散亂系

まばゆい[image: 冬]の積雲です

とは云へそれは誰にとつてもそれだけだとは云へませぬ

あの天末の[image: 〓]らむま下

きらゝに氷と[image: 雪]とを鎧ふ

古生山地の峯や尾根

[image: 盆]地やすべての谷々には

おのおのにみな由緖ある樹や石塚があり

めいめい何か鬼神も棲むと傳へられ

もしもみだりにその樹を伐り

あるひは塚をはたけにひらき

乃至はそこらであんまりひどくイリスの[image: 花]をとりますと

さてもかういふ無風の日なか

見[image: 掛]けはしづかに[image: 盛]りあげられた

あの玉髓の八雲のなかに

夢幻に人は[image: 〓]れゆかれ

見えない數個の手によつて

かゞやくそらにまつさかさまにつるされて

槍でづぶづぶ刺されたり

頭や胸を壓お　し潰されて

それからはげしい[image: 病]氣になると

さうひとびとはいまも信じて[image: 扇]れます

さてわたくしに見えないながら

あの天頂儀の蜘蛛線を

ひるの十四の星も截り

アンドロメダの[image: 〓]星も

しづかに[image: 過]ぎるとおもはれる

そんなにもうるほひかゞやく

碧瑠璃の天でありますので

いまやわたくしのまなこも[image: 冴]え

ふたたび陰氣な[image: 扉]を排し

あのくしやくしやの數字の[image: 前]に

かゞみ[image: 込]まうとするのです


早 春 獨 白　 （作品第二五番）

黑髮もぬれ荷繩もぬれて

やうやくあなたが車室に來れば

ひるの電燈は[image: 雪]ぞらにつき

窓のガラスはぼんやり湯氣に曇ります

[image: ……][image: 〓]じろい磐のあかりと

[image: 暗]んで[image: 過]ぎるひばのむら[image: ……]

身[image: 丈]にちかい木す　[image: 炭]み　すごを

地藏菩[image: 薩]の龕がんかなにかのやうに[image: 負]ひ

山の襞もけぶつてならび

堰ダ　堤ム　もごうごう激してゐた

あの山岨そばのみぞれのみちを

あなたがひとり走つてきて

この町行きの[image: 貨]物電車にすがつたとき

その木す　[image: 炭]み　すごの萱の根は

秋のしぐれのなかのやう

もいちど紅く燃えたのでした

[image: ……]雨はすきとほつてまつすぐに降り

[image: 雪]はしづかに舞ひおりる

妖あやしい春のみぞれです[image: ……]

みぞれにぬれてつゝましやかにあなたが立てば

ひるの電燈は[image: 雪]ぞらに燃え

ぼんやり曇る窓のこつちで

あなたは赤い捺なつ染せんネルの一きれを

エヂプト風にかつぎにします

[image: ……]氷[image: 期]の[image: 巨]きな吹[image: 雪]の裔すゑは

ときどき町の瓦斯燈を[image: 侵]して

その[image: 住]民を沈靜にした[image: ……]

わたくしの黑いしやつぽから

つめたくあかるい雫が降り

どんよりよどんだ[image: 雪]ぐもの下に

黃いろなあかりを點じながら

電車はいつさんにはしります


休　　息　 （作品第二九番）

中なか[image: 空]ぞらは[image: 〓]れてうらゝかなのに

西嶺ね　の[image: 雪]の上ばかり

ぼんやり白く淀むのは

水晶玉の滃くもりのやう

[image: ……]さむくねむたいひるのやすみ[image: ……]

そこには[image: 暗]い亂積雲が

古い洞窟人類の

方向のない Libido の像を

[image: 肖]に　顏がほのやうにいくつか揭げ

そのこつちではひばりの群が

いちめん漂ひ鳴いてゐる

[image: ……]さむくねむたい光のなかで

古い戲曲の女[image: 主]人[image: 公]ヒロインが

ひとりさびしくまことをちかふ[image: ……]

氷と藍との東橄欖山地から

つめたい風が吹いてきて

つぎからつぎと水路をわたり

またあかしやの棘ある[image: 枝]や

すがれの禾草を鳴らしたり

三本立つたよもぎの莖で

ふしぎな曲線カ ー ヴを描いたりする

　（eccolo qua!）

風を無數の光の點が[image: 浮]き沈み

亂積雲の群像は

いまゆるやかに北へながれる


烏　 （作品第四〇番）

水いろの天の下

高原の[image: 雪]の反射のなかを

風がすきとほつて吹いてゐる

茶いろに黝んだからまつの列が

めいめいにみなうごいてゐる

烏が一[image: 〓]菫外線に[image: 灼]けながら

その一本の異狀に[image: 延]びた心にとまつて

ずゐぶん古い黃いろの夢を

おもひださうとあせつてゐる

風がどんどん[image: 通]つて行けば

木はたよりなくぐらぐらゆれて

烏は一つのボートのやうに

[image: ……]烏もわざとゆすつてゐる[image: ……]

[image: 冬]のかげろふの波に漂ふ

にもかゝはらずあちこち[image: 雪]の[image: 彫]刻が

あんまりひつそりしすぎるのだ


海 [image: 蝕] 臺 地　 （作品第四五番）

日がおしまひの六[image: 分]圈セキスタントにはいつてから

そらはすつかり鈍くなり

臺地はかすんではてない[image: 意]慾の海のやう

[image: ……]かなしくもまたなつかしく

齊時の春の胸を嚙む

見惑塵思の海のいろ[image: ……]

そこには波がしらの模樣に[image: 雪]ものこれば

いくつものからまつばやしや谷は

肅々[image: 起]伏をつゞけながら

あえかなそらのけむりにつゞく

[image: ……]それはひとつの海[image: 蝕]臺地

古い劫カルパの記念碑である[image: ……]

たよりなくつけられたそのみちをよぢ

憔悴苦行の梵士をまがふ

坎かん坷か　な高原[image: 住]者の[image: 隊]が

一れつ陰いろの馬をひいて

つめたい宙のけむりに[image: 消]える


[image: 有]　　[image: 明]　 （作品第七三番）

あけがたになり

風のモナドがひしめき

高地もけむりだしたので

[image: 月]は崇嚴な麺パ　麭ン　の實に凍つて

はなやかな錫いろのそらにかゝれば

西ぞらの白い橫雲の上には

佗びた古い山彙の像が

鼠いろしてねむたくうかび

いまはひとつの[image: 花][image: 彩]とも

見ようとおもつた[image: 盛]岡が

わづかにうねる[image: 前]丘の緣

つめたいあかつきのかげろふのなかに

[image: 〓]く[image: 巨]きくひろがつて

アークライトの點綴や

町なみの氷燈の列

馥郁としてねむつてゐる

まことにこゝらのなほ[image: 雪]を[image: 置]くさびしい[image: 朝]

すなはち三箇名しらぬ褐色の毬果をとつて

あめなる普香天子にさゝげ

西雲堆の[image: 平]頂をのぞんで

母の北上山彙としめし

轉じて南方はてない嘉氣に

若く息づく[image: 耕]土を[image: 期]して

かはらぬ[image: 誠]をそこに誓へば

ふたたび老ゆる北上川は

あるかなしに[image: 〓]じろくわたる天の香氣を

しづかにうけて滑つて行く

やぶうぐひすが鳴きはじめ

なきはじめてはしきりになき

すがれの草穗かすかにさやぐ


[image: 浮]世繪　北上山地の春　 （作品第七五番）

　（一）

　

ゐろりのはたに人はなく

[image: 雪]沓やジユートの脚絆

白樺は焰をあげて

熱く酸つぱい樹液を噴けば

こどもはとんびの歌をうたつて

狸の毛皮を收獲する

打製石斧のかたちした

[image: 柱]の列は煤でひかり

高くけはしい屋根裏には

いま[image: 朝][image: 餐]の[image: 〓]いけむりがいつぱいで

大伽藍カセードラルの穹窿ド ー ムのやうに

一本の光の棒が射してゐる

そのなまめいた光象の底

つめたい春のうまやでは

かれ草や[image: 雪]の反照

[image: 明]るい丘の風を戀ひ

馬が蹄をどこどこ鳴らす

　

　（二）

　

やなぎは蜜の[image: 花]を噴き

鳥もながれる丘丘を

馬はあやしく[image: 急]いでゐる

息熱いアングロアラブ

光つて華奢なサラブレツド

風の[image: 透][image: 明]な楔形[image: 文]字は

ごつごつ[image: 暗]いくるみの[image: 枝]に來てならし

またいぬがやや笹をゆすれば

ふさふさ白い尾をひらめかす重[image: 挽]馬

あるひは[image: 巨]きなとかげのやうに

日を航海するハツクニー

馬はつぎつぎあらはれて

泥[image: 灰]岩の稜を嚙む

おぼろな[image: 雪]融の流れをのぼり

孔雀の石のそらの下

にぎやかな光の市場

種馬檢査[image: 所]へつれられて行く


國立[image: 公]園候補地に關する[image: 意]見　 （作品第三三七番）

どうですかこの鎔岩流は

殺風景なもんですなあ

噴き出してから何年たつかは知りませんが

かう日が照ると[image: 空]氣の渦がぐらぐらたつて

まるで大きな鍋ですな

いたゞきの[image: 雪]もあをあを煮えさうです

まあパンをおあがりなさい

いつたいこゝをどういふわけで

みんな[image: 運]動せんですか

いや可能性　それは充[image: 分]ありますよ

もちろん山をぜんたいです

火口湖　溫泉　もちろんですな

鞍[image: 掛]山もむろんです

ぜんたい鞍掛山はです

大地獄よりまだ[image: 前]の

大きな火口のへりですからな

さうしてこゝは特に地獄にこしらへる

愛嬌たつぷり東洋風にやるですな

槍のかたちの赤い柵

枯木を凄くあしらひまして

あちこち[image: 花]を[image: 植]ゑますな

[image: 花]といつてもなんですな

きちがひなすびまむしさう

それから黑いとりかぶとなど

とにかく惡くやることですな

さうして[image: 置]いて

世界中から集つた

猾るいやつらや惡どいやつの

頭をみんな剃つてやり

あちこち石で門を組む

死出の山路のほととぎす

三[image: 途]の川のかちわたし

えんまの廳から胎[image: 〓]くぐり

はだしでぐるぐるひつぱりまはし

それで罪障[image: 消]滅として

天國行きのにせ免狀を賣りつける

しまひはそこの三つ森山で

[image: 交][image: 響]樂をやりますな

第一樂[image: 章]　アングロコンブリオははねるがごとく

第二樂[image: 章]　アンダンテややうなるがごとく

第三樂[image: 章]　なげくがごとく

第四樂[image: 章]　死の氣持ち

よくあるとほりはじめは大へんかなしくて

それからだんだん歡喜になつて

最後は山のこつちの方へ

野[image: 砲]を二門かくして[image: 置]いて

電氣でずどんと實彈をやる

Ａワンだなと思つたときは

もうほんものの三[image: 途]の川へ行つてるですな

ところがこゝで豫[image: 習]をつんでゐますから

誰もすこしもまごつかない

またわたくしもまごつかない

さあパンをおあがりなさい

向ふの山は七時雨

陶器に描いた藍の繪で

あいつがつまり背景ですな


春　 （作品第九〇番）

祠の[image: 前]のちしやのいろした草はらに

木影がまだらに降つてゐる

[image: ……]鳥はコバルト山に[image: 翔]け[image: ……]

ちしやのいろした草地のはてに

杉がもくもくならんでゐる

[image: ……]鳥はコバルト山に[image: 翔]け[image: ……]

[image: 那]智先生の筆塚が

[image: 〓]ぐもやまた氷雲の底で

鐚びたのかたちの[image: 粉]苔をつける

[image: ……]鳥はコバルト山に[image: 翔]け[image: ……]

二本の[image: 巨]きなとゞまつが

[image: 荒]さんで[image: 〓]く塚のうしろに立つてゐる

[image: ……]鳥はコバルト山に[image: 翔]け[image: ……]

樹はこの夏の計畫を

蒼々として雲に描く

[image: ……]鳥はあつちでもこつちでも

[image: 朝]のピツコロを吹いてゐる[image: ……]


曠 原 淑 女　 （作品第九三番）

日ざしがほのかに降つてくれば

またうらぶれの風も吹く

にはとこやぶのうしろから

二人のをんながのぼつて來る

けらを着粗い繩をまとひ

萱草の[image: 花]のやうにわらひながら

ゆつくりふたりがすゝんでくる

その蓋のついた小さな手桶は

今日ははたけへのみ水を入れて來たのだ

今日でない日は[image: 〓]いつるつるの蓴[image: 菜]を入れ

缺けた朱塗の椀をうかべて

[image: 朝]の爽かなうちに町へ賣りにも來たりする

鍬を二挺たゞしくけらにしばりつけてゐるので

曠原の淑女よ

あなたがたはウクライナの

舞手のやうに見える

[image: ……]風よたのしいおまへのことばを

もつとはつきり

この人たちにきこえるやうに云つてくれ[image: ……]


牛　 （作品第一二六番）

一ぴきのエーシヤ牛が

草と地靄に角をこすつてあそんでゐる

うしろではパルプ工場の火照りが

夜なかの雲を焦がしてゐるし

低い砂丘の向ふでは

海がどんどん叩いてゐる

しかもじつに掬つても吞めさうな

黃銅いろの[image: 月]あかりなので

牛はやつぱり[image: 機][image: 嫌]よく

こんどは角で柵を叩いてあそんでゐる


谷の昧爽に關する[image: 童]話風の[image: 構]想　 （作品第一七九番）

草穗の影も黑く落ち

おほばこのスペイドも並んで映る

この[image: 〓]澄な[image: 月]の昧爽ちかく

[image: 楢]の木立の白いゴシツク[image: 〓]廊や

あゝ降るやうな虫のジロフオン

　

北いつぱいの星ぞらに

ぎざぎざ黑い嶺線が

手にとるやうに[image: 浮]いてゐて

幾すじ白いパラフヰンを

つぎからつぎと噴いてゐる

そこにもくもく[image: 月]光を[image: 吸]ふ

蒼くくすんだ海綿體カステーラ

四方の天もいちめんの星

東銀河の聯[image: 邦]の

ダイアモンドのトラストが

かくして[image: 置]いた寶石を

みんないちどにあの鋼[image: 〓]の銀河の水に

ぶちまけたとでもいつたふう

とほり天から降ろされた

點々白い伐株と

このきららかに降る蜘蛛の絲

[image: 橙]いろと綠との

[image: 花][image: 粉]ぐらゐの小さな星や

ぼんやり白い星けむり

それもろもろの佛界に

無量無邊のかたちあり

あるひは圓きあるは[image: 扁]

あるは花臺のかたちなり

世界のしかく[image: 住]するや

あるは覺者の[image: 意]志により

あるは[image: 衆]生の業により

また因緣にしたがへり

一つの星が

黑い露岩の向ふに沈み

山はつぎつぎそのでこぼこの嶺線から

パラフヰンの紐をとばしたり

[image: 突]然銀の挨拶を

上か　流み　の仲間に[image: 抛]げかけたり

Astilbe argentium

Astilbe platinican

椈の脚から火星がのぞき

ひらめく萱や

日はいたやの[image: 梢]にくだけ

木影の網を

わくらばのやうに飛ぶ蛾もある


鳥 の [image: 遷] 移　 （作品第二七番）

鳥がいつぴき葱綠の天をわたつて行く

わたくしは二こゑのかくこうを聽く

からだがひどく[image: 巨]きくて

それにコースも水[image: 平]なので

誰か模型に彈條バネでもつけて飛ばしたやう

それだけどこか氣の毒だ

鳥は[image: 遷]り

さつきの聲は時間の軸で[image: 〓]い鏃のグラフをつくる

[image: ……]きららかに疊む山彙と

水いろのそらの緣邊[image: ……]

鳥の形はもう見えず

いまわたくしのいもうとの

墓場の方で[image: 啼]いてゐる

[image: ……]その墓森の[image: 松]のかげから

黃いろな電車がすべつてくる

ガラスがいちまいふるへてひかる

もう一枚がならんでひかる[image: ……]

鳥はいつかずつとうしろの

[image: 煉]瓦工場の森にまはつて[image: 啼]いてゐる

あるひはそれはべつのかくこうで

さつきのやつはまだくちばしをつぐんだまゝ

水を吞みたさうにしてそらを見上げながら

墓のうしろの[image: 松]の木などに

とまつてゐるかもわからない

そんな圖形は鳥の[image: 啼]くと[image: 啼]かないとの

かういふ盈虛のなかにもあれば

あの質樸な[image: 音][image: 譜]のうちにもはいつてゐる

第六[image: 交][image: 響]樂のなかでなら

もつとひらたく投影される


葱嶺パミール先生の散步　 （作品第一五四番）

氣壓が高くなつたので

昨日固態の水銀ほど

亂れた雲を彈いてゐた

地[image: 平]の[image: 〓]い膨らみも

徐々に[image: 平]位を復するらしい

しかも國土の質たるや

それが瑠璃から[image: 成]るにもせよ

彈性なきを[image: 〓]ばず

地面行步に從つて

小さい歪みをつくること

あたかもよろしき凝ゲ　膠ル　なるごとき

これ上代の天竺と

やがては西域諸國に於ける

永い夢でもあつたのである

　

向ふかゞやく[image: 雪]の火山のこつち側

何か播かれた四角な畑に

鉋[image: 屑]カナガラ製の幢幡とでもいふべきものが

十二正しく立てられてゐて

古金の色の夕陽に映え

いろいろの風にさまざまになびくのは

たしかに鳥を[image: 追]ふための裝[image: 置]であつて

別に異論もないのであるが

それがことさらあの高山を祀るがやうに

長短順を整へて

二列正しく[image: 置]かれたことは

ある種拜天の[image: 遺]風であるか

山岳[image: 〓]の餘[image: 習]であるか

とにかく誰しもこの[image: 情]景が

單なる實用が[image: 〓]出した

偶然とのみ看[image: 過]し得まい

　

古金の色の夕陽と云へば

きみのまなこは非難する

どうして卑しい黃き　金ん　をばとつて

この[image: 尊]嚴の夕陽に比すると

さあれわたしの名指したものは

今日世上[image: 交]易の

[image: 暗]い黃いろなものでなく

[image: 遠]く時軸を溯り

幾多[image: 所]感の海を經て

龍樹菩[image: 薩]の大論に

わづかに[image: 暗]示されたるたぐひ

すなはちその德いまだに高く

その相はなはだ旺んであつて

むしろ流金クイツクゴールドともなすべき

わくわくたるそれを云ふのである

　

さう龜き　[image: 〓]じ　國の夕陽のなかを

やつぱりたぶんかういふ風に

鳥がすうすう流れたことは

出土のそこの壁畫から

ただちに指[image: 摘]できるけれども

沼地の[image: 〓]いけむりの中を

はぐろとんぼが飛んだかどうか

そは杳として知るを得ぬ


寄 鳥 想 [image: 亡] 妹　 （作品第一五六番）

この森を[image: 通]りぬければ

みちはさつきの水車へもどる

鳥がぎらぎら[image: 啼]いてゐる

たしか渡りのつぐみの群だ

夜どほし銀河の南のはじが

白く光つて爆發したり

螢があんまり流れたり

おまけに風がひつきりなしに樹をゆするので

鳥は落ちついて睡られず

あんなにひどくさわぐのだらう

けれども

わたくしが一あし森のなかにはいつたばかりで

こんなにはげしく

こんなに一そうはげしく

まるでにはか雨のやうになくのは

何といふをかしなやつらだらう

こゝは大きなひばの林で

そのまつ黑ないちいちの[image: 枝]から

あちこち[image: 空]のきれぎれが

いろいろにふるへたり呼[image: 吸]したり

云はばあらゆる年代の

光の目錄カタログを[image: 送]つてくる

[image: ……]鳥があんまりさわぐので

私はぼんやり立つてゐる[image: ……]

みちはほのじろく向ふへながれ

一つの木立の窪みから

赤く濁つた火星がのぼり

鳥は二[image: 〓]だけいつかこつそりやつて來て

何か[image: 冴]え[image: 冴]え軋つて行つた

あゝ風が吹いてあたゝかさや銀の[image: 分]子モリキル

あらゆる四面體の感觸を[image: 送]り

螢が一そう亂れて飛べば

鳥は雨よりしげくなき

わたくしは死んだ妹の聲を

林のはてのはてからきく

[image: ……]それはもうさうでなくても

誰でもおなじことなのだから

またあたらしく考へ[image: 直]すこともない[image: ……]

草のいきれとひのきのにほひ

鳥はまた一そうひどくさわぎだす

どうしてそんなにさわぐのか

田に水を引く人たちが

拔き足をして林のへりをあるいても

南のそらで星がたびたび流れても

べつにあぶないことはない

しづかに睡つてかまはないのだ


水 源 手 記　 （作品第一七一番）

いま來た角に

二本の白ド　楊ロ　が立つてゐる

雄[image: 花]の紐をひつそり垂れて

[image: 〓]い氷雲にうかんでゐる

おれもこゝらへすわるとしよう

かれ草が變にくらくて

水銀いろの小流れは

蒔繪のやうに走つてゐるし

そのいちいちの曲り目には

藪もぼんやりけむつてゐる

　

もういまごろは[image: 校]長も

[image: 〓]い野原の[image: 遠]くの方で

髮をちやきちやき刈り[image: 込]んで

足をのばして寢たころだ

布[image: 〓]師白[image: 藤]先生も

[image: 説][image: 〓]が濟んでがらんとして

寢しなのお茶をのんでるころだ

いやそれはもう昨夜のことで

[image: 校]長さんはそろそろ[image: 次]の答申案を書くために

威嚴たつぷり[image: 起]きはじめ

引つぱりだこの島地大等高弟は

夜あけの汽車に間に合はうと

せつせとあるいてゐるかもしれん

さうでなければ

まあ兩方のまん中ころ

[image: 帽]子の影がさういふふうだ

シヤープ[image: 鉛]筆　[image: 月]印

紫蘇のかをりの[image: 〓]じろい風

熟した卷雲の中の[image: 月]だ

一挺の銀の手斧が

水のなかだかまぶたのなかだか

ひどくひかつてゆれてゐる

太吉がひるま

この小流れのどこかの角で

まゆみの藪を截つてゐて

歸りにこゝへ落したのだらう

なんでもそらのまんなかが

がらんと白く[image: 荒]さんでゐて

風がをかしく酸つぱいのだ[image: ……]

風[image: ……]とそんなにまがりくねつた桂の木

低原の は らの雲も[image: 〓]ざめて

ふしぎな縞になつてゐるし[image: ……]

すもゝが熟して落ちるやうに

おれも[image: 鉛]筆をぽろつと落し

だまつて風に溶けてしまはう

このうゐきやうのかをりがそれだ

コサツク…コサツク…コサツク…

コサツク…コサツク…

コサツク…兵が…

コサツク…兵が…[image: 駐]屯…

兵が…[image: 駐]屯…する…

兵が…[image: 駐]屯…する…

兵が…[image: 駐]屯…する…

[image: 駐]屯…する…

[image: 駐]屯…する…

する…

する…

　

風…骨　[image: 〓]さ　どこかで鈴が鳴つてゐる

どれぐらゐいま睡つたらう

[image: 〓]い星がひとつきれいにすきとほつて

雲はまるで蠟で鑄たやうになつてゐるし

落葉はみんな落した鳥の尾[image: 〓]に見え

おれはまさしくどろの木の葉のやうにふるへる


[image: 半] 蔭 地 [image: 撰] 定　 （作品第三〇四番）

落葉[image: 松]の方陣は

せいせい水を[image: 吸]ひあげて

ピネンも噴きリモネンも吐き酸素もふく

ところが栗の木立の方は

まづ一とほり酸素と水の蒸氣を噴いて

あとはたくさん[image: 〓]いラムプを吊すだけ

[image: ……]林いつぱい虻蜂す が るのふるひ[image: ……]

いづれにしてもこのへんは

[image: 半]蔭地ハーフシエードの標本なので

羊齒類などの培[image: 養]には

申しぶんない條件ぞろひ

[image: ……]ひかつて華奢にひるがへるのは何鳥だ[image: ……]

水いろのそら白い雲

すつかりアカシヤづくりになつた

[image: ……]こんどは蟬の瓦斯ガス發動[image: 機]エンジンが林をめぐり

日は[image: 〓]いモザイクになつて搖めく[image: ……]

鳥はどこかで

[image: 〓]じろい尖シ　舌タ　を出すことをかんがへてるぞ

　（おゝ栗樹カスタネア　[image: 花]謝お　ちし

なれをあざみてなにかせん）

[image: ……]ても古くさいスペクトル！

[image: 飾]禾草オーナメンタルグラスの穗！　[image: ……]

風がにはかに吹きだすと

[image: 暗]い虹だの顫へるなみが

息もつけなくなるくらゐ

そこらいつぱいひかり出す

それはちいさな蜘蛛の巢だ

[image: 半][image: 透][image: 明]な綠の蜘蛛が

森いつぱいにミクロトームを裝[image: 置]して

虫のくるのを待つてゐる

にもかゝはらず虫はどんどん飛んでゐる

あのありふれた百が單位の[image: 〓]虫の輩が

みんな小さな弧光燈アークライトといふやうに

さかさになつたり[image: 斜]めになつたり

自由自在に一生けんめい飛んでゐる

それもあゝまで本氣に飛べば

[image: 公]算論のいかものなどは

もう誰にしろ持ち出せない

むしろ[image: 情]に富むものは

一ぴきごとに傳記を書くといふかもしれん

　（おゝ栗樹カスタネア　[image: 花]去りて

その實はなほし杳はるかなり）

鳥がどこかで

また[image: 〓]じろい尖シ　舌タ　を出す


[image: 〓]業組合[image: 〓]年會　 （作品第三一三番）

祀られざるも神には神の身土があると

あざけるやうなうつろな聲で

さう云つたのはいつたい誰だ　席をわたつたそれは誰だ

[image: ……][image: 雪]をはらんだつめたい雨が

闇をぴしぴし[image: 縫]つてゐる[image: ……]

まことの[image: 道]は

誰が云つたの行おこなつたの

さういふ風のものでない

祭祀の[image: 有]無を是非するならば

卑賤の神のその名にさへもふさはぬと

應へたものはいつたい何だ　いきまき應へたそれは何だ

[image: ……]ときどき[image: 遠]いわだちの跡で

水がかすかにひかるのは

東に疊む夜中の雲の

わづかに[image: 〓]い燐光による[image: ……]

部落部落の小組合が

ハムをつくり羊毛を[image: 織]り醫藥を[image: 頒]ち

村ごとのまたその聯合の大きなものが

山地の[image: 肩]をひととこ碎いて

石[image: 灰]岩末の幾千車かを

酸えた野原にそゝいだり

ゴムから[image: 靴]を鑄たりもしよう

[image: ……]くろく沈んだ並木のはてで

見えるともない[image: 遠]くの町が

ぼんやり赤い火照りをあげる[image: ……]

しかもこれら熱[image: 誠][image: 有]爲な村々の處士會同の夜[image: 半]

祀られざるも神には神の身土があると

老いて呟くそれは誰だ


業の[image: 花]びら（異稿）　 （作品第三一四番）

夜の濕氣と風がさびしくいりまじり

[image: 松]ややなぎの林はくろく

[image: 空]には[image: 暗]い業の[image: 花]びらがいつぱいで

わたくしは神々の名を錄したことから

はげしく[image: 寒]くふるへてゐる

　

ああたれか來てわたくしに言へ

　「[image: 億]の[image: 巨]匠が並んでうまれ

しかも互に相犯さない

[image: 明]るい世界はかならず來る」と

[image: ……][image: 遠]くでさぎが鳴いてゐる

夜どほし赤い眼を燃して

つめたい沼に立ち[image: 通]すのか[image: ……]

　

[image: 松]並木から雫が降り

[image: 空]のどこかを

風がごうごう吹いてゐる

わづかのさびしい星群が

雲から洗ひおとされて

その偶然な二つつが

黃いろな[image: 芒]のぎで結んだり

殘りの[image: 巨]きな草穗の影が

ぼんやり雲にうつつたりする


善 鬼 呪 禁　 （作品第三一七番）

なんぼあしたは木す　[image: 炭]み　を荷馬車に山に積み

くらいうちから町へ出かけて行くたつて

こんな[image: 月]夜の夜なかすぎ

稻をがさがさ高いところにかけたりなんかしてゐると

あんな[image: 遠]くのうす[image: 墨]いろの野原まで

葉擦れの[image: 音]も聞えてゐたし

どこからどんな苦[image: 情]が來ないもんでない

だいいちそうら

そうら　あんなに

苗代の水がおはぐろみたいに黑くなり

畦に[image: 植]わつた大ま　豆め　もどしどし行列するし

十三日のけぶつた[image: 月]のあかりには

十字になつた白い暈さへあらはれて

[image: 空]も魚の眼球め だ まに變り

いづれあんまり碌でもないことが

いくらもいくらも[image: 起]つてくる

おまへは底びかりする北ぞらの

天河石アマゾンストンのところなんぞにうかびあがつて

風をま[image: 喰]くらふ野原の慾とふたりづれ

威張つて稻をかけてるけれど

おまへのだいじな女[image: 房]は

地べたでつかれて酸[image: 乳]みたいにやはくなり

口をすぼめてよろよろしながら

丸太のさきに稻束をつけては

もひとつもひとつおまへへ[image: 送]り屆けてゐる

どうせみんなの穫れない[image: 〓]を

[image: 逆]に旱魃ひ で りでみのつた稻だ

もういゝ加減[image: 區]劃りをつけてはねおりて

鳥が渡りをはじめるまで

ぐつすり睡るとしたらどうだ


[image: 遠] 足 許 可　 （作品三二九番ノ一）

野馬がかつてにこさへたみちと

ほんとのみちとわかるかね？

　

なるほどおほばこセンホイン

その實物もたしかゝね？

　

おんなじ型の黃いろな丘を

ずんずん數へて來れるかね？

　

その地圖にある防火線とさ

あとからできた防火線とがどうしてわかる？

　

泥[image: 炭]層の伏流が

どういふものか承知かね？

　

それで結局[image: 迷]つてしまふ

そのとき磁石の方角だけで

まつ赤に枯れた柏のなかや

うつぎやばらの大きな藪を

どんどん走つて來れるかね？

　

そしてたうとう日が暮れて

みぞれが降るかもしれないが

どうだそれでもでかけるか？

　

はあ　さうか


母 に 言 ふ　 （作品第三二九番ノ二）

馬のあるいたみちだの

ひとのあるいたみちだの

センホインといふ草だの

方角を見ようといくつもの黃いろな丘にのぼつたり

まちがつて防火線をまはつたり

がさがさがさがさ

まつかに枯れた[image: 松]の中や

わらびの葉だのすゞらんの實だの

泥[image: 炭]地をかけ拔けたり

岩手山の雲をかぶつたまばゆい[image: 雪]から

風をもらつて[image: 帽]子をふつたり

しまひにはもう

まるでからだをなげつけるやうにして走つて

やつとのことで

南の雲の縮れた白い火の下に

小岩井の[image: 耕]耘部の小さく光る屋根を見ました

萱のなかからばつと走つて出ましたら

そこの日なたで六つぐらゐのこどもがふたり

[image: 雪]ばかまをはきけらを着て

栗をひろつてゐましたが

たいへんびつくりしたやうなので

わたくしもおどろいて立ちどまり

わざと狼森おいのもりはどれかとたづね

ごくていねいにお禮を言つてまたかけました

それからこんどは燧堀ひうちぼり山へ[image: 迷]つて出て

さつぱり見當がつかないので

もうやけくそに停車場はいつたいどつちだと叫びますと

栗の木ばやしの日ざしのなかから

若い牧夫がたいへんあわてて飛んで來て

わたくしをつれて落葉[image: 松]の林をまはり

向ふのみだれた白い雲や

さわやかな草地の縞を指さしながら

詳しく[image: 〓]へてくれました

わたくしはまつたく氣の毒になつて

汽車賃を引いて殘りを三十錢ばかり

お禮にやつてしまひました

それからも一[image: 度]走つて走つて

やうやく汽車に間に合ひました

そして晝めしをまだたべません

どうか味[image: 噌]漬けをだしてごはんをたべさして下さい


霜 林 幻 想　 （作品第三三〇番）

…いゝか　この野原から拔け出してはだめだぞ

[image: 周]天は[image: 〓]亙す淨命の幡

…無律！

…無律林上日は燎々

…無韻！

…十方無韻蒼亦蒼

…[image: 妄]！

…[image: 妄]りに霜葉を踏んで歸[image: 還]を[image: 忘]る

…それではこんどはおれが出す

天朗れて影[image: 明]なり霜樹林

…[image: 月]並！

…[image: 月]並なんてどうして漢詩へ入れられる

…[image: 扇]れ入つたか

…何が[image: 扇]れ入るもんか暴[image: 評]だ

…では讓步して俗！

…俗塵洗ひ盡す風凜々

…風凜々　あつはつはつは

…漫罵却つて[image: 遠]し枯草の原

…枯草の原　わつはつはつは

…假に一[image: 嘲]を加へて[image: 更]に閑森

…[image: 全][image: 篇]よろよろ！

…おい風凜々といふのは何がをかしい

…をかしいな

…枯草の原といふのは何がをかしい

…とにかくひどくをかしいな

…よしそんならこんどは天狗問答で行かう

…何をか辭せん

…鈴[image: 〓]馬[image: 喰]まず　その實卯眼に似たり

鈴[image: 〓][image: 更]に繁を加ふ　牧人之を如何せん

…卽ち以て蓐として坐す

…その蓐[image: 既]に古びて黃なり

…一[image: 月]の銀　六[image: 月]の芳

…頭上の天蓋朱黃燃えなんとして如何

…瓜哇の潛王胡瓜を啖ふ

…風の王位に卽くものは誰ぞ

…adagio は弦にはじまる

…風に鑛質の二色性あり

…冠毛燈！　ドラモンド燈！


郊　　外　 （作品第三二四番）

卑しくひかる亂雲が

ときどき凍つた雨をおとし

野原は[image: 寒]くあかるくて

水路もゆらぎ

穗のない粟の塔も[image: 消]される

鷹は鱗を片映えさせて

まひるの雲の下底をよぎり

ひとはちぎれた海藻を着て

煮られた鹽の魚をおもふ

西はうづまく風の緣へり

紅くたゞれた錦の皺を

つぎつぎ伸びたりつまづいたり

亂積雲のわびしい影が

まなこのかぎり南へ滑り

山の向ふの秋田のそらは

かすかに白い雲の髮

毬をかゝげた二本杉

七庚申の石の塚

たちまち山の襞いちめんを

霧が火むらに燃えたてば

江[image: 釣]子森の[image: 松]むらばかり

黑々として溶け殘り

人はむなしい幽靈寫眞

たゞぼんやりと風を見[image: 送]る


命　　令　 （作品第三一三番）

マイナス第一中[image: 隊]は

午[image: 前]一時に露營地を出發し

現在の[image: 松]並木を南方に[image: 前][image: 進]して

向ふの

あの

そら

あの黑い獨立樹の尖端から

右方指二本の綠の星

あすこの泉地を經[image: 過]して

市街のコロイダーレな照[image: 明]を攻擊せよ

第一小[image: 隊]長

きさまは[image: 途]中の行軍中

そらのねむけを嚙みながら行け

そこから市街地[image: 近]傍の

並木に[image: 沿]つた沼澤には

睡[image: 〓]や蓴[image: 菜]

いろいろな燐光が出沒するけれども

すこしもそれにかまつてはならない

いいか　わかつたか

命令[image: 終]り


[image: 〓] [image: 程] 幻 想　 （作品第三五六番）

さびしい不漁と旱[image: 害]のあとを

海に[image: 沿]ふ

いくつもの峠を越えたり

萱の野原を[image: 通]つたりして

ひとりこゝまで來たのだけれども

いまこの[image: 荒]れた河原の砂の

うす陽のなかにまどろめば

[image: 肩]またせなのうら[image: 寒]く

何か不安なこの感じは

たしかしまひの硅板岩の峠の上で

放牧用の木柵の

[image: 楢]の[image: 扉]を開けたまゝ

みちを[image: 急]いだためらしく

白い[image: 扉]を

元の[image: 通]りにしなかつたのか

そこの光つてつめたいそらや

やどり木のある栗の木なども眼にうかぶ

その川上の幾重の雲と

つめたい日射しの格子のなかで

かすかに

何か知らない[image: 巨]きな鳥が

かすかにごろごろ鳴いてゐる


蟻　 （作品第三五〇番）

おれのいまのやすみのあひだに

キチンの[image: 硬]い棒を頭でふりまはしたり

口器の斧を鳴らしたり

おれの古びた春着のひだや

しやつぽにのぼつた漆づくりの昆虫ども

山のひなたの熊蟻どもはみなおりろ

下りないともう[image: 途]方もないひどいところへ[image: 〓]れてくぞ

[image: ……]落ちろ[image: ……]

もちろんどこまで行つたつて

つやつやひかるアネモネの旒は

[image: 〓]ぞらに白くながれようし

葡萄酒いろした[image: 巨]きな[image: 花]の蜜槽も

すずらんのにほひをはこぶ

つめたい風もあるにはあらう

それでも何かそこらあたりのでこぼこや

しめり工合がちがつてゐて

おまけに巢もなく知合ひもない

その[image: 扇]ろしい廣い世界の[image: 遠]くの方へ

行きたくないものはみんな落ちろ

[image: ……]落ちろ

そんな細い黑い脚を折るまいと

どんなにおれは苦をすることか

ひとりで落ちろ[image: ……]

どいつもこいつも

馬の尾つぽみたいに赤茶けたやつらだ


鑛染とネクタイ　 （作品第三六六番）

蝎の赤眼が南中し

くはがたむしがうなつて行つて

[image: 房]や星雲の附屬した

[image: 〓]じろい淨甁星座がでてくると

そらは立[image: 派]な古代[image: 意]慾の曼陀羅になる

[image: ……]峽いつぱいに蛙がすだく[image: ……]

　（ここらのまつくろな蛇[image: 紋]岩には

イリドスミンがはいつてゐる）

ところがどうして

世界ぜんたいもうどうしても

あいつが[image: 要]ると考へだすと

[image: 空]いちめんがイリドスミンの鑛染だ

[image: ……]虹のいろした野風呂の火[image: ……]

南はきれいな夜の[image: 飾]窓シヨウウヰンドウ

蝎はひとつのまつ[image: 逆]さまに吊された

夏ネクタイの廣[image: 〓]で

赤眼はくらいネクタイピンだ


岩手輕[image: 便]鐵[image: 道]　七[image: 月]（ジヤズ）　 （作品第三六九番）

ぎざぎざの斑糲岩の岨そばづたひ

膠質のつめたい波をながす

北上第七[image: 支]流の岸を

せはしく顫へたびたびひどくはねあがり

まつしぐらに西の野原に奔けおりる

岩手輕[image: 便]鐵[image: 道]の

今日の[image: 終]りの列車である

ことさらにまぶしさうな眼つきをして

夏らしいラヴシインをつくらうが

うつうつとしてイリドスミンの鑛床などを考へようが

木影もすべり

種山あたり雷の[image: 微]塵をかゞやかし

列車はごうごう奔つてゆく

おほまつよひぐさの群落や

イリスの[image: 〓]い火のなかを

狂氣のやうに踊りながら

第三紀末の紅い[image: 巨]礫層の截り[image: 割]りでも

ディアラヂットの崖みちでも

一つや二つ岩が線路にこぼれてようと

積雲が[image: 灼]けようと[image: 崩]れようと

こちらは[image: 全]線の[image: 終]列車

シグナルもタブレットもあつたもんでなく

とび乘りのできないやつは乘せないし

飛び降りぐらゐやれないものは

もうどこまででも[image: 〓]れて行つて

北極あたりの大[image: 避]暑市いちでおろしたり

銀河の發電[image: 所]や西のちゞれた[image: 鉛]の雲の鑛山あたり

ふしぎな仕事に案[image: 〓]したり

谷間の風も白い火[image: 花]もごつちやごちや

接吻キスをしようと詐欺をやらうと

ごとごとぶるぶるゆれて顫へる窓の玻璃ガ ラ ス

二町五町の山ばたも

壞れかゝつた香あ　魚ゆ　やなも

どんどんうしろへ飛ばしてしまつて

たゞ一さんに野原をさしてかけおりる

本社の西行各列車は

[image: 運]行敢て軌によらざれば

振動けだし常ならず

されどまたよく鬱血をもみさげ

…Prrrrr Pir!…

心肝をもみほごすが故に

のぼせ性こり性の人に效あり

さうだやつぱりイリドスミンや白金鑛や　[image: 區]ま　の目論見は

鑛染よりは砂鑛の方でたてるのだつた

それとももいちど阿原峠や江刺堺を洗つてみるか

いゝやあつちは到底おれの根氣の外だと考へようが

戀はやさし野べの[image: 花]よ

一生わたくしかはりませんと

騎士の誓[image: 約][image: 〓]いベースで鳴りひゞかうが

そいつもこいつもみんな地塊の夏の[image: 泡]

いるかのやうに踊りながらはねあがりながら

もう積雲の焦げたトンネルも[image: 通]り拔け

綠[image: 〓]を吐く[image: 松]の林も

續々うしろへたゝんでしまつて

なほいつしんに野原をさしてかけおりる

わが[image: 親]愛なる布佐[image: 機]關手が[image: 運]轉する

岩手輕[image: 便]鐵[image: 道]の

最後の下り列車である


下背に日の出をもつ山に關する[image: 童]話風の[image: 構]想　 （作品第三七五番）

つめたいゼラチンの霧もあるし

桃いろに燃える電氣菓子もある

またはひまつの綠茶をつけたカステラや

なめらかでやにつこい綠や茶や橄欖オリーブの蛇[image: 紋]岩

むかし風の金米[image: 〓]でも

Wavelite の牛酪でも

またこめつがは[image: 〓]いザラメでできてゐて

さきにはみんな

大きな乾葡萄レ ジ ンがついてゐる

みやまうゐきやうの香料から

蜜やさまざまのエツセンス

そこには碧眼の蜂も顫へる

さうしてどうだ

風が吹くと　風が吹くと

傾[image: 斜]になつたいちめんの[image: 釣][image: 鐘]草ブリユーベルの[image: 花]に

かゞやかにかゞやかに

またうつくしく露がきらめき

わたくしもどこかへ行つてしまひさうになる

蒼く湛へるイーハトーヴオのこどもたち

みんなでいつしよにこの天上の

[image: 飾]られた[image: 食]卓に着かうでないか

たのしく燃えてこの[image: 聖][image: 餐]をとらうでないか

そんならわたくしもたしかに[image: 食]つてゐるのかといふと

ぼくはさつきからこゝらのつめたく濃い霧のジエリーを

のどをならしてのんだり[image: 食]つたりしてゐるのだ

おまけにいまあすこの岩のところから

まるで[image: 扇]ろしくぎらぎら溶けた

黃金の寶輪く る まがのぼつてくるか

それともそれが[image: 巨]きな銀のラムプになつて

白い雲の中をころがるか

どつちにしても見ものなのだ

おゝ[image: 〓]く展がるイーハトーヴオのこどもたち

グリムやアンデルゼンを讀んでしまつたら

じぶんでがまのはむばきを[image: 編]み

經木の白い[image: 帽]子を買つて

この底なしの蒼い[image: 空]氣の淵に立つ

[image: 巨]きな菓子の塔を攀ぢよう


    
      
      春　と　修　羅　三

    

  
岩手輕[image: 便]鐵[image: 道]の一[image: 月]　 （作品第四〇三番）

ぴかぴかぴかぴか田圃の[image: 雪]がひかつてくる

河岸の樹がみなまつ白に凍つてゐる

うしろは河がうらゝかな火や氷を載せて

ぼんやり南へすべつてゐる

よう　くるみの木　ジユグランダー　[image: 鏡]を吊し

よう　かはやなぎ　サリックスランダー　[image: 鏡]を吊し

はんのき　アルヌスランダー　[image: 鏡][image: 鏡][image: 鏡][image: 鏡]をつるし

からまつ　ラリクスランダー　[image: 鏡]をつるし

グランド電[image: 柱]　フサランダー　[image: 鏡]をつるし

さはぐるみ　ジユグランダー　[image: 鏡]を吊し

桑の木　モルスランダー　[image: 鏡]を[image: ……]

ははは　汽車こ つ ちがたうとうなゝめに列をよこぎつたので

桑の氷華はふさふさ風にひかつて落ちる


氷 質 の 冗 談　 （作品第四〇一番）

[image: 職]員諸兄　學[image: 校]がもう沙漠のなかに來てますぞ

杉の林がペルシヤなつめに變つてしまひ

はたけも藪もなくなつて

そこらはいちめん氷凍された砂けむりです

白淵先生　北緯三十九度邊まで

アラビヤ[image: 魔]神が出て來ますのに

大本山からなんにもお振れがなかつたですか

さつきわれわれが[image: 〓]室から歸つたときは

こゝらは賑やかな[image: 空]氣の祭

[image: 〓]くかゞやく天の椀から

ねむや鵞鳥の[image: 花]も胸毛も降つてゐました

それからあなたが[image: 進]度表などお綴ぢになり

わたくしが火をたきつけてゐたそのひまに

あの妖質のみづうみが

ぎらぎらひかつてよどんだのです

えゝさうなんです

もしわたくしがあなたの方の管長ならば

こんなときこそ布[image: 〓][image: 使]がたを

みんな[image: 巨]きな駱駝に乘せて

あのほのじろくあえかな霧のイリデスセンス

蛋白石のけむりのなかに

もうどこまでもだしてやります

そんな沙漠の漂ふ大きな[image: 巨]像のなかを

あるひはひとり

あるひは兵士や[image: 隊][image: 商][image: 〓]のなかまに入れて

熱く息づくらくだのせなの革囊に

世界の辛苦を一杯につめ

極地の海に堅く封じて沈めることを命じます

そしたらたぶんそれは[image: 〓]力な龍にかはつて

地球一めんはげしい雹を降らすでせう

そのときわたくし管長は

東京の中本山の玻璃臺に顱頂部だけをてかてか剃つて

二人の侍者に香爐と白い百合の[image: 花]とをさゝげさせ

[image: 空]を仰いでごくおもむろに

龍をなだめる二行の[image: 迦]陀をつくります

いやごらんなさい

たうとう[image: 新]聞記者がやつてきました


昇 羃 銀 盤　 （作品第四〇八番）

寅吉山の北のなだらで

[image: 雪]がまばゆいタングステンの盤になり

山稜の樹の昇羃列が

そこに華麗な像をうつし

またふもとでは

[image: 枝]打ちされた綠褐色の[image: 松]並が

弧線ア ー クになつてうかんでゐる

　

恍とした佇立のうちに

雲はばしやばしや飛び

風は

中世騎士風の[image: 道]德をはこんでゐた


作品第四〇九番ノ一

今日もまたしようがないな

[image: 〓]ぞらばかりうるうるで

窓から下はたゞいちめんのひかつて白いのつぺらぼう

沙漠みたいな氷原みたいな低い霧だ

[image: 雪]にかんかん日が照つて

あとで氣溫がさがつてくると

かういふことになるんだな

泉澤だの[image: 藤]原だの

太田へ歸る生徒らが

聲だけがやがやすぐ窓下を[image: 通]つてゐて

[image: 帽]子も顏もなんにも見えず

たゞまつ白に光る霧が

ぎらぎら澱んでゐるばかり

もつとも向ふのはたけには

つるうめもどきの石藪が

小さな島にうかんでゐるし

正門ぎはのアカシヤ列は

茶いろな莢をたくさんつけて

[image: 蜃]氣樓そつくり

脚がぼんやり生えてゐる

さうだからといつて[image: ……]

なんだい泉澤なんどが

正門の[image: 前]を[image: 通]りながら

先生さよならなんといふ

いつたい霧の中からは

こつちが見えるわけなのか

さよならなんていはれると

まるでわれわれ[image: 職]員が

タイタニックの甲板で

nearer my God か何かうたふ

悲壯な[image: 船]客まがひである

むしろこの際[image: 進]度表などなげ出して

[image: 寒][image: 暖]計やテープをもつて

霧にじやぼんと跳びこむことだ

いくら異例の風景でも

立[image: 派]な自然現象で

活動寫眞のトリックなどではないのだから

[image: 寒][image: 暖]計も濕度計も[image: ……]

[image: ……]霧はもちろん[image: 飽]和だが[image: ……]

地表面から高さにつれて

ちがつた數を出す筈だ


未來圈からの影　 （作品第四一一番）

吹フ　[image: 雪]キ　はひどいし

けふもすさまじい落盤

[image: ……]どうしてあんなにひつきりなし

凍つた汽フ　笛エ　を鳴らすのか[image: ……]

影や[image: 扇]ろしいけむりのなかから

蒼ざめてひとがよろよろあらはれる

それは氷の未來圈からなげられた

戰慄すべきおれの影だ


詩 へ の 愛 憎　 （作品第五〇八番）

[image: 雪]と飛白岩ギヤブロの峯の脚

二十日の[image: 月]の錫のあかりに

澱んで赤い落水管と

ガラスづくりの發電室と

[image: ……]また餘水吐の[image: 〓]じろい瀧[image: ……]

黝くろい蝸牛水車スネールタービンで

早くも春の雷氣を鳴らし

[image: 鞘]翅發電[image: 機]ダイナモコレオプテラをもつて

愴たる夜中の睡氣を顫はせ

大トランスの六つから

三萬ボルトのけいれんを

野原の方へ[image: 送]りつけ

むら氣多[image: 情]の計器メーターどもを

ぽかぽか監視してますと

いつか[image: 巨]大な配電盤は

[image: 交][image: 通]地圖の模型と變じ

小さな汽車もかけ出して

海よりねむい耳もとに

やさしい聲がはいつてくる

おゝ戀人の[image: 全]身は

玲瓏とした氷でできて

谷の氷[image: 柱]を[image: 靴]にはき

淵の[image: 薄]氷をマントに着れば

胸にはひかるポタシユバルブの心臟が

耿々としてうごいてゐる

やつぱりあなたは心臟を

三つももつてゐたんですねと

[image: 技]手がかなしくかこつて云へば

佳人はりうと胸を張る

どうして三つか四つもなくて

脚本一つ書けませう

[image: 技]手は思はず憤る

なにがいつたい脚本です

あなたのむら氣な[image: 〓][image: 養]と

愚にもつかない虛名のために

そこらの野原のこどもらが

小さな赤いもゝひきや

足袋ももたずにゐるのです

舊年末に家長らが

魚や藥の市に來て

溜息しながら夕方まで

行つたり來たりするのです

さういふ犧牲に[image: 値]する

[image: 巨]匠はいつたい何者ですか

さういふ犧牲に對立し得る

作品こそはどれなのですか

もし藝[image: 術]といふものが

蒸し[image: 返]したりごまかしたり

いつまでたつてもいつまで經つても

やくざ卑怯の[image: 遁]げ場[image: 所]なら

そんなものこそ叩きつぶせ

云ひ[image: 過]ぎたなと思つたときは

令孃フロイラインの[image: 全]身は

いささかピサの[image: 斜]塔のかたち

どうやらこれは重心が

脚より[image: 前]へ出て來るやう

ねえご[image: 返]事をきゝませう

なぜはなやかな[image: 機]智でなり

[image: 突]き刺すやうな冷笑なりで

ぴんと彈いて來ないんです

おゝ傾角の增大は

ｔの自乘に比例する

ぼくのいまがた云つたのは

ひるま雜誌で讀んだんです

しつかりなさいと叫んだときは

ひとはあをあを昏倒して

ぢやらんぱちやんと壞れてしまふ

愴惶として眼をあけば

コンクリートのつめたい床で

工手は落した油罐オ イ ルをひろひ

窓のそとでは[image: 雪]やさびしい蛇[image: 紋]岩サーペンテインの峯の下

まつくろなフエロシリコンの工場から

赤い傘火[image: 花]の雲が舞ひあがり

一列の[image: 〓]冽な電燈は

たゞ[image: 〓]じろい二十日の[image: 月]の

盜[image: 賊]紳士風した風のなかです


水　[image: 汲]　み　 （作品第七一一番）

ぎつしり生えたち萱の[image: 芽]だ

紅くひかつて

仲間同志に影をおとし

上をあるけば[image: 距]離のしれない[image: 敷]物のやうに

うるうるひろがるち萱の[image: 芽]だ

[image: ……]水を[image: 汲]んで砂へかけて[image: ……]

つめたい風の海蛇が

もう幾[image: 脈]も幾[image: 脈]も

野ばらの藪をすり拔けて

川をなゝめに溯つて行く

[image: ……]水を[image: 汲]んで砂へかけて[image: ……]

向ふ岸には

蒼い衣のヨハネが下りて

すぎなの[image: 胞]た　子ね　をあつめてゐる

[image: ……]水を[image: 汲]んで砂へかけて[image: ……]

岸までくれば

またあたらしいサーペント

[image: ……]水を[image: 汲]んで水を[image: 汲]んで[image: ……]

[image: 遠]くの雲が幾ローフかの

麺麭にかはつて賣られるころだ


はるかな作業　 （作品第七三八番）

すゝきの[image: 花]や[image: 暗]い林の向ふのはうで

なにかちがつた風の品種が鳴つてゐる

ぎらぎら縮れた雲と[image: 〓]あを陽び　の格子のなかで

風があやしい匂ひをもつて

ふるへてゐる

そらをうつして[image: 空]虛うつろな川と

黑いけむりをわづかにあげる

瓦工場のうしろの臺に

[image: 冴]え[image: 冴]えとしてまたひゞき

こゝの畑できいてゐれば

樂しく[image: 明]るさうなその仕事だけれども

[image: 晩]にはそこから忠一が

つかれて憤つて歸つてくる


圃　　[image: 道]　 （作品第七四二番）

水霜が

みちの草穗にいつぱいで

車輪もきれいに洗はれた

　

ざんざんざんざん木も藪も鳴つてゐるのは

その重いつめたい雫が

いま落ちてゐる最中なのだ

　

霧が[image: 巨]きな塊こゞりになつて

太陽面を流れてゐる

さつき川から炎のやうにあがつてゐた

あのすさまじい湯氣のあとだ

　

氣管がひどくぜいぜい云ふ

かういふぜいぜい鳴る胸へ

燒酎をすこし吞みたいと思ひ

ふかした芋をたべたいと思ひ

町に心を殘しながら

野[image: 菜]を賣つた年老りたちが

みなこの坂を歸つたのだ


白　[image: 菜]　畑　 （作品第七四三番）

盜まれた白[image: 菜]の根へ

一つ一つ萱穗を揷して

それが無抵抗[image: 主]義なのか

　

水いろをして

エンタシスある[image: 柱]の列の

その殘された推古時代の礎に

一つに一つ萱穗が立てば

盜ぬす人びとがこゝを[image: 通]るたび

初冬の風になびき日にひかつて

たしかにそれを[image: 嘲]弄する

さうしてそれが無抵抗思想

東洋[image: 主]義の勝利なのか


[image: 病]　　院　 （作品第七四四番）

[image: 途]中の[image: 空]氣はつめたく[image: 明]るい水でした

熱があると魚のやうに活潑で

そして大へん[image: 新]鮮ですな

[image: 終]りの一つのカクタスがまばゆく燃えて居りました

市街も橋もじつに光つて[image: 明]瞭で

[image: 逢]ふ人はみなアイスランドへ移[image: 住]した

蜂雀といふ風の衣裳をつけて居りました

あんな正確な輪廓は顯[image: 微][image: 鏡][image: 分]析ミクロスコープアナリーゼの晶形にも

[image: 扇]らくなからうかと思ふのであります


作品第一〇〇四番

今日は一日あかるくにぎやかな[image: 雪]降りです

ひるすぎてから

わたくしのうちのまはりを

[image: 巨]きな重いあしおとが

[image: 幾]度ともなく行きすぎました

わたくしはそのたびごとに

もう一年も[image: 返]事を書かない

あなたがたづねて來たのだと

じぶんでじぶんに[image: 〓]へたのです

そしてまつたく

それはあなたのまたわれわれの足[image: 音]でした

なぜならそれは

いつぱい積んだ[image: 梢]の[image: 雪]が

地面の[image: 雪]に落ちるのでしたから


作品第一〇〇八番ノ一

土も掘るだらう

ときどきは[image: 食]はないこともあるだらう

それだからといつて

やつぱりおまへらはおまへらだし

われわれはわれわれだと

[image: ……]山は吹[image: 雪]のうす[image: 明]り[image: ……]

なんべんもきゝ

いまもきゝ

やがてはまつたくその[image: 通]り

まつたくさうしかできないと

[image: ……]林は淡い吹[image: 雪]のコロナ[image: ……]

あらゆる失[image: 意]や[image: 病]氣の底で

わたくしもまたうなづくことだ


作品第一〇一五番

バケツがのぼつて

[image: 鉛]いろしたゴーシユ四邊形の影のなかから

いまうらゝかな波をたゝへて

ひざしのなかにでゝくると

そこに─ひとひら─

─なまめかしい貝─

─ヘリクリサムの[image: 花]冠─

一ぴきの蛾が落ちてゐる

滑らかに[image: 〓]い水の表面張力から

四枚の翅を離さうとして

蛾はいつしんにもだえてゐる

─またたくさんの小さな氣[image: 泡]─

わたくしはこの早い春への[image: 突][image: 進]者

鱗翅の群の[image: 急]尖鋒を

溫んでひかる氣海のなかへ

再び發足させねばならぬ

早くも小さな水けむり

鱗[image: 粉]氣[image: 泡]イリデスセンス

春の蛾は

ひとりで水を叩きつけて

飛び立つ

飛び立つ

飛び立つ

もういま杉の茶いろな[image: 房]と

不定形な雲の間を航行する


作品第一〇一六番

黑つちからたつ

あたたかな春の湯氣が

うす陽と雨とを[image: 縫]つてのぼる

[image: ……]西にはひかる

白い天のひときれもあれば

たくましい[image: 雪]の[image: 斜]面もあらはれる[image: ……]

きみたちがみんな勞農黨になつてから

それからほんとのおれの仕事がはじまるのだ

[image: ……]ところどころ

みどりいろの氈をつくるのは

春のすゞめのてつぽうだ[image: ……]

[image: 雪]と黑くながれる雲


開　　墾　 （作品第一〇一七番ノ一）

野ばらの藪を

やうやくとつてしまつたときは

日がかうかうと照つてゐて

そらはがらんと[image: 暗]かつた

おれも太市も忠作も

そのまゝ笹に陷ち[image: 込]んで

ぐうぐうぐうぐうねむりたかつた

川が一秒九噸の針を流してゐて

鷺がたくさん東へ飛んだ


作品第一〇一七番ノ二

水は黃いろにひろがつて

いまはもう

ほんものの土佐繪の波もたててゐる

かたつむりの步いたあとのやうにひかりながら

島に殘つた[image: 松]の草地と

わたくしの白[image: 菜]ばたけを[image: 浸]さうとする

いつの間にどうして行つたのか

その[image: 新]しい[image: 扇]しい[image: 磯]に

黑くうかんで誰か四五人立つてゐる

忠一がいま吠えるやうに叫んで

その[image: 巨]きな黃いろの水に石をなげる


札　幌　市　 （作品第一〇一九番）

[image: 遠]くなだれる[image: 灰]色と

歪んだ町の廣場の砂に

わたくしはかなしさを

[image: 〓]い神話にしてまきちらしたけれども

小鳥らはそれを[image: 啄]まなかつた


野 の 師 [image: 父]　 （作品第一〇二〇番ノ一）

萱かやもたふれ稻もたふれて

野はらはいちめんとむらふやうな水けむり

この雷鳴と黑雲のなかで

ひとりきちんと緣えんにすわり

師[image: 父]よあなたが正しく坐り

そらのけはひをきいてゐられますことは

何たる私への慰めでせう

[image: ……]額はきざみその眼はうつろ

夜とあけがたに草を刈り

冬も手織の[image: 麻]を着て

七十年を數へたひとを

またいなづまが洗つて[image: 過]ぎる[image: ……]

七十年が[image: 過]ぎ去れば

あなたのせなは[image: 松]より圓く

あなたの指はかじかまり

あなたの額は雨や日や

あらゆる辛苦の圖式を刻み

あなたの瞳は洞よりうつろ

この野とそらのあらゆる相は

あなたのなかに複ふく本ほんをもち

それらの變[image: 化]の方向や

その作物への影[image: 響]は

たとへば風のことばのやうに

あなたののどにつぶやかれます

しかもあなたのおももちの

今日は何たる[image: 明]るさでせう

豐かな稔みのりを願へるまゝに

二千の施肥の設計を[image: 終]へ

その稻いまやみな穗を抽ぬ　いて

[image: 花]をも開くこの日ごろ

四日つゞいた烈しい雨と

今[image: 朝]からのこの雷雨のために

あちこち倒れもしましたが

なほもし[image: 明]日或は[image: 明]後

日をさへ見ればみな[image: 起]きあがり

[image: 扇]らく[image: 所][image: 期]の結果も得ます

さうでなければ村村は

今年もまた[image: 暗]い[image: 冬]を[image: 迎]へるのです

[image: ……]どの[image: 松]のはやしも雲とすれすれ

[image: 幾]層ものつゝみは[image: 灰]いろにあふれて

そこらはいちめん

ただ桃いろの稻づまばかり

この雷と雨との[image: 音]に

物を言ふことの甲[image: 斐]なさに

わたくしは默して立つばかり

しかもあなたのおももちの

その不安ない[image: 明]るさは

一昨年の夏ひでりのそらを

見上げたあなたのけはひもなく

わたくしはいま自信に滿ちて

ふたたび村をめぐらうとします

わたくしが去らうとして

一瞬あなたの額の上に

不安な雲のうかび出で

ふたたび[image: 明]るく[image: 〓]れるのは

それが何かを推せんとして

[image: 扇]らく百の種類を數へ

思ひを盡してつひに知り得ぬものであります

師[image: 父]よもしもやそのことが

口耳の學をわづかに修め

鳥のごとくに輕けい跳てうな

わたくしに關することでありますならば

師[image: 父]よあなたの眼力をつくし

あなたの聽力のかぎりをもつて

わたくしのまなこを正視し

わたくしの呼[image: 吸]をお聞き下さい

古い白[image: 麻]の洋[image: 服]を着て

やぶれた絹張の洋傘をもちながら

[image: 〓]わたくしは

諸佛菩[image: 薩]の護念によつて

あなたが[image: 朝]ごと誦せられる

かの法華經の壽量の品ほんを

命をもつて守らうとするものであります

　

それでは師[image: 父]よ

何たる天てん鼓こ　の轟きでせう

何たる光の淨[image: 化]でせう

わたくしは默して

あなたに別れの禮をばします


作品第一〇二二番

根を截り

[image: 芽]を截り

[image: 朝]日と風と

春[image: 耕][image: 節]の鳥の聲

　

土の塊りはいちいちに影

三れつ[image: 〓]らむクリスマスツリーと

[image: 〓]ぞらひかれば

[image: 聖]重[image: 挽]馬がいつかこつそり

うしろのはたけに立つてゐる

そのまつ白な脚毛


つかれてねむいひるまごろ　 （作品第一〇二八番）

じつに古くさい南京袋で[image: 帆]をはつて

おまけに風に[image: 逆]つて

山の[image: 鉛]が溶けて來た重いいつぱいの流れを溯つて

この[image: 船]はどこへ行かうといふのだらう

男が三人乘つてゐる

じつにうまくないそのつらの風ふう

じぶんだけせいぜいはうたうをして

それでも不足で不[image: 平]だといふつらつきだ

今夜もみんな集つて

百五十圓ほど黃いろな水を吞まうといふのか

そのばけそこなひの酵母の糞を

町まで買ひに行かうといふのか

あんまり言ふことをきかないと

今夜この雨がみんなみぞれや針にかはつて

[image: 芽]を出したものをみんな潰すぞ


作品第一〇三一番

いま撥ねかへるつちくれの蔭

古びて綠な陶器の蛙

その蛙またはねかへり

[image: 次]の土くれはねかへり

まだねむつてゐる春の蛙だ

うごかないのは陶製のため

つぎのつちくれいまかゝり

蛙よ

こんどは四五日たつて

唐檜をこゝに[image: 植]ゑるのだ


市 場 歸 り　 （作品第一〇四三番）

白と黃いろの水仙を

かついで來るのは[image: 詮]之助

やあお早う

あたまひかつて[image: 過]ぎるのは

[image: 枝]を[image: 杖]つく村老ヤコブ

やあお早う

お天氣ですな

並木と影のだんだらを

犬めが黃いろに走つて行く

いやお早う

[image: 朝]日のなかから

かばんをさげたこどもらが

みんな叫んで飛び出してくる


悍　　馬　 （作品第一〇四六番）

封介の[image: 厩]こ　肥え　つけ馬が

にはかにぱつとはねあがる

眼が紅く

龍に變つて

[image: 〓]びいどろの春の天を

あせつて搔いてとらうとする

[image: 厩]肥が一つぽろつとこぼれ

雲ののろしは四方に[image: 騰]り

萱草[image: 芽]を出す崖腹に

マグノリアの[image: 花]と霞の[image: 〓]

封介は兩手でたづなをしつかり押へ

[image: 半][image: 分]どてへ押しつける

馬は二三度なほあがいて

やうやく[image: 巨]きな頭をさげ

龍になるのをあきらめた

　

他ひ　人と　の馬のあばれるのを

なにもそんなに見なくてもいゝ

おまへの鍬がひかつたので

馬がこんなにおどろいたのだと

こぼれ[image: 厩]肥にかゞみながら

封介はしづかにうらんで云ふ

封介は一昨日から

くらい[image: 厩]で

熱くむつとする

何百把かの[image: 厩]肥をしばつて

すつかりむしやくしやしてゐるのだ


政　治　家　 （作品第一〇五三番ノ一）

あつちもこつちも

ひとさわぎおこして

いつぱい吞みたいやつばかりだ

羊齒の葉と雲

世界はそんなにつめたくて[image: 暗]い

けれども間もなく

さういふやつらは

ひとりで腐つて

ひとりで雨に流される

あとはしんとした[image: 〓]い羊齒ばかり

そしてそれが人間の石[image: 炭]紀であつたと

どこかの[image: 透][image: 明]な

地質學者が記錄するであらう


作品第一〇五四番

何と言はれても

わたくしはひかる水玉

つめたい雫

すきとほつた雨つぶを

[image: 枝]いつぱいにみてた

若い山ぐみの木なのである


縣技師の雲に對するステートメント　 （作品第一〇七二番）

神話乃至は擬人[image: 的]なる[image: 説][image: 述]は

小官のはなはだ愧づるところではあるが

假にしばらく上古歌人の立場に於て

黑く[image: 淫]らな雨雲ニムブスに云ふ

小官はこの峠の上のうすびかりする[image: 浩]氣から

またここを[image: 通]る野ばらのかをりあるつめたい風から

また山谷の凄まじくも[image: 〓]い[image: 刻]鏤から

心塵身劬く　ひとしくともに[image: 濯]はうと

今日の出張日[image: 程]に　辛くも得たる數頃を

しかく貴重に立つのであるが

そもそも黑い雨雲ニムブスよ

おまへは却つて小官に

異常な不安を持ち來し

謂はゞ殆んど古事記に云へる

そら踏む感をなさしめる

その故けだしいかんとならば

[image: 過]ぎ來し五[image: 月]二旬の間

[image: 淫]らなおまへら雨雲ニムブス族は

西の河谷を[image: 覆]つて去らず

日照ために常位を欠けば

稻苗すべて徒長を來し

あるひは赤い[image: 病]斑を得た

おほよそかゝる事態に於て

縣下今[image: 期]の稻作は

憂慮なくして觀るを得ず

そらを仰いで烏滸せしことや

日々にはなはだ數度であつた

然るに昨夜

かの練[image: 達]の測候長は

斷じて[image: 〓]れの豫報を[image: 通]じ

今[image: 朝]そら[image: 〓]く氣は澄んで

車窓シガーのけむりをながし

峽の二十里[image: 平]野の十里

[image: 〓][image: 程][image: 明]るく午を越すいまを

何たる譎詐何たる不信

この山頂の眼路遙かなる展[image: 〓]は

怒り身を嚙むごとくである

第一おまへがこゝより東

鶯いろに裝ほひて

[image: 〓]亙[image: 遠]き地塊を[image: 覆]ひ

はては渺茫視界のきはみ

大洋をさへ犯すこと

第二にはかの層卷雲や

[image: 〓]い虛[image: 空]に[image: 逆]つて

おまへの北に馳けること

第三[image: 暗]い氣層の海鼠

五葉の山の上部に於て

あらゆる[image: 淫]卑なひかりとかたち

その變幻と出沒を

おまへがやゝもはゞからぬ

これらを綜合して見るに

あやしくやはらかな雨雲ニムブスよ

たとへ數箇のなまめく日射しを許すとも

非禮の香氣を風に傳へて[image: 送]るとも

その[image: 灰]黑の[image: 翼]と觸手

大バリトンの流體もつて

[image: 全]天[image: 抛]げ來すおまへの[image: 意]圖は

はや瞭として被ひ得ぬ

しかればじつに小官は

[image: 公]私あらゆる立場より

滿[image: 腔]不滿の一[image: 瞥]を

最後にしばしおまへに與へ

すみやかにすみやかに

この山頂を去らうとする


僚　　友　 （作品第一〇七九番）

わたくしがかつてあなたがたと

この方室に卓を並べてゐましたころ

たとへば今日のやうな[image: 明]るくしづかなひるすぎに

[image: ……]窓にはゆらぐアカシヤの[image: 枝][image: ……]

ちがつた思想やちがつたなりで

誰かが訪ねて來ましたときは

わたくしどもはただ何げなく眼をも見合せ

またあるかなし何ともしらず表[image: 情]し合ひもしたのでしたが

[image: ……][image: 崩]れてひかる夏の雲[image: ……]

今日わたくしが疲れて[image: 弱]く

[image: 荒]れた[image: 耕]地やけはしいみんなの瞳を[image: 避]けて

おろかにもまたおろかにも

昨日の安易な[image: 住][image: 所]を慕ひ

この方室にたどつて來れば

まことにあなたがたのことばやおももちは

あなたがたにあるその十倍の[image: 〓]さになつて

[image: ……]風も燃え[image: ……]

わたくしの胸をうつのです

[image: ……]風も燃え　禾草も燃える[image: ……]


稻 作 插 話　 （作品第一〇八二番）

あすこの田はねえ

あの種類では窒素があんまり多[image: 過]ぎるから

もうきつぱりと灌み　水づ　を切つてね

三番除草はしないんだ

[image: ……]一しんに[image: 畔]を走つて來て

[image: 〓]田のなかに汗拭くその子[image: ……]

燐酸がまだ殘つてゐない？

みんな[image: 使]つた？

それではもしもこの天候が

これから五日續いたら

あの[image: 枝]垂れ葉をねえ

斯ういふ風な[image: 枝]垂れ葉をねえ

むしつてとつてしまふんだ

[image: ……]せはしくうなづき汗拭くその子

冬[image: 講][image: 習]に來たときは

一年はたらいたあととは云へ

まだかゞやかな苹果のわらひをもつてゐた

いまはもう日と汗に燒け

[image: 幾]夜の不眠にやつれてゐる[image: ……]

それからいゝかい

今[image: 月]末にあの稻が

君の胸より[image: 延]びたらねえ

ちやうどシヤツの上のぼたんを定規にしてねえ

葉尖を刈つてしまふんだ

[image: ……]汗だけでない

泪も拭いてゐるんだな[image: ……]

君が自[image: 分]でかんがへた

あの田もすつかり見て來たよ

陸[image: 〓]一三二號のはうね

あれはずゐぶん上手に行つた

肥えも少しもむらがないし

いかにも[image: 〓]く育つてゐる

硫安だつてきみが自[image: 分]で播いたらう

みんながいろいろ云ふだらうが

あつちは少しも心配ない

反當三石二斗なら

もうきまつたと云つていゝ

しつかりやるんだよ

これからの本當の[image: 勉][image: 〓]はねえ

テニスをしながら[image: 商]賣の先生から

義理で[image: 〓]はることでないんだ

きみのやうにさ

吹[image: 雪]やわづかの仕事のひまで

泣きながら

からだに[image: 刻]んで行く[image: 勉][image: 〓]が

まもなくぐんぐん[image: 〓]い[image: 芽]を噴いて

どこまでのびるかわからない

それがこれからのあたらしい學問のはじまりなんだ

ではさようなら

[image: ……]雲からも風からも

[image: 透][image: 明]な力が

そのこどもに

うつれ[image: ……]


和風は河谷いつぱいに吹く　 （作品第一〇八三番）

あゝ

南からまた西南から

和風は河谷いつぱいに吹いて

汗にまみれたシヤツも乾けば

熱した額やまぶたも冷える

[image: 起]きあがつたいちめんの稻穗を波立て

葉ごとの[image: 暗]い露を落して

和風は河谷いつぱいに吹く

あらゆる辛苦の結果から

七[image: 月]稻はよく[image: 分]けつし

豐かな秋を示してゐたが

この八[image: 月]のなかばのうちに

十二の赤い[image: 朝]燒けと

濕度九〇の六日を數へ

莖稈[image: 弱]く徒長して

穗も出し[image: 花]もつけながら

つひに昨日のはげしい雨に

[image: 次]から[image: 次]と倒れてしまひ

うへには雨のしぶきのなかに

とむらふやうなつめたい霧が

倒れた稻を被つてゐた

しかもわたくしは豫[image: 期]してゐたので

やがての[image: 直]りを云はうとして

きみの形を求めたけれども

きみはわたくしの[image: 姿]をさけ

雨はいよいよ降りつのり

[image: 遂]にはこゝも水でいつぱい

[image: 〓]れさうなけはひもなかつたので

わたくしはたうとう氣狂ひのやうに

あの雨のなかへ飛び出し

測候[image: 所]へも電話をかけ

村から村をたづねてあるき

聲さへ涸れて

凄まじい稻光りのなかを

夜[image: 更]けて家に歸つて來た

けれどもさうして[image: 遂]に睡らなかつた

さうしてどうだ

今[image: 朝]黃金の薔薇　東はひらけ

雲ののろしはつぎつぎのぼり

高壓線もごうごう鳴れば

澱んだ霧もはるかに[image: 翔]けて

たうとう稻は[image: 起]きた

まつたくのいきもの

まつたくの[image: 〓]巧な[image: 機]械

稻がそろつて[image: 起]きてゐる

雨のあひだまつてゐた穎は

いま小さな白い[image: 花]をひらめかし

しづかな[image: 飴]いろの日だまりの上を

赤いとんぼもすうすうと飛ぶ

あゝわれわれはこどものやうに

踊つても踊つても[image: 〓]足りない

もうこの[image: 次]に倒れても

稻は斷じてまた[image: 起]きる

今年のかういふ濕潤さでも

なほもかうだとするならば

あゝ自然はあんまり[image: 意]外で

そしてあんまり正[image: 直]だ

百に一つなからうと思つた

あんな[image: 扇]ろしい開[image: 花][image: 期]の雨は

もうまつかうからやつて來て

力を入れたほどのものを

みんなばたばた倒してしまつた

その代りには

その十に一つもなからうと思つた

不良な條件をみんな被つて

豫[image: 期]したいちばん惡い結果を見せたのち

こんどはもはや

十に一つも[image: 起]きられまいと思つてゐたものが

わづかの苗のつくり方のちがひや

燐酸のやり方のために

今日はそろつてみな[image: 起]きてゐる

もう村ごとの反當に

四石の稻はかならずとれる

森で埋めた地[image: 平]線から

[image: 〓]くかゞやく死火山列から

風はいちめん稻田をわたり

また栗の葉をかゞやかし

いまさわやかな蒸散と

[image: 透][image: 明]な汁液サ ツ プの移轉

あゝわれわれは曠野のなかに

蘆とも見えるまで[image: 逞]ましくさやぐ稻田のなかに

素朴なむかしの神々のやうに

べんぶしてもべんぶしても足りない


祈　　り　 （作品第一〇八八番ノ三）

倒れた稻を[image: 追]ひかけて

これからもまだ降るといふのか

一冬鐵[image: 道]工夫に出たり

身を切るやうな利金を借りて

やうやく肥料もやつた稻を

まだくしやくしやに

潰さなければならぬのか

電氣會社が

ひなかも點すこのそらのいろ

田ごとにしめも張りわたし

かながらの[image: 幣]さへたてゝ

稔りある秋を待つのに

無心に[image: 暗]い雨ぐもよ


會　合（邂逅）　 （作品第一〇一二番）

甲助なら

今[image: 朝]まだくらあに

たつた一人で

綱つな取どりさ稼ぐさ行つたであ

[image: ……]赤楊にはみんな氷華がついて

野原はうらうら白い[image: 偏]光[image: ……]

唐獅子いろの乘馬ずぼんはいでさ

[image: 新]らし紺の風呂[image: 敷]しよつてさ

[image: 親]方みだい手ぶらぶらと振つて行つたであ

[image: ……][image: 雪]に點々けぶるのは

三つ澤山の[image: 松]のむら[image: ……]

[image: 〓]水野がら大曲まがり野の　がら後[image: 藤]野ど

一人で威張つて步つて

大股に行くうぢはいかべあ

向ふさ着げば[image: 選]鑛だがな[image: 運]搬だがな

組では小屋の隅こさちよこつと寢せらへで

たゞの雜役人夫だがらな

[image: ……]江[image: 釣]子森が

ぼうぼうと湯氣をあげて

氷醋酸の塊りのやう[image: ……]

あらがた後[image: 藤]野さかゞつたころだ


停留[image: 所]にてスヰトンを[image: 喫]す

わざわざこゝまで[image: 追]ひかけて

せつかく君がもつて來てくれた

[image: 帆]立貝入りのスヰトンではあるが

どうもぼくには

かなりな熱があるらしく

この玻璃製の停留[image: 所]も

なんだか雲のなかのやう

そこでやつぱり雲でもたべてゐるやうなのだ

この田[image: 所]の人たちが

苗代の[image: 前]や田[image: 植]の後や

からだをいためる仕事のときに

藥にたべる種類のもの

きみのおつかさんが

除草と桑の仕事のなかで

[image: 幾]日も[image: 前]から心[image: 〓]けて拵へた

雲の形の膠朧體

それを兩手に載せながら

ぼくはたゞもう[image: 〓]くくらく

かうもはかなくふるへてゐる

きみはぼくの隣りに坐つて

ぼくがかうしてゐる間

じつと電車の發着表を仰いでゐる

あの組合の倉庫のうしろ

川岸の栗や楊も

雲があんまりひかるので

ほとんど黑く見えてゐるし

いままた稻を一株もつて

その入口に來た人は

たしかこの[image: 前]金かな矢や　の方でもいつしよになつた

きみのいとこにあたる人かと思ふのだが

その顏も手もたゞ黑く見え

向ふもわらつてゐる

ぼくもたしかにわらつてゐるけれども

どうも何だかじぶんのことでないやうなのだ

あゝ友だちよ

[image: 空]の雲がたべきれないやうに

きみの好[image: 意]もたべきれない

ぼくははつきりまなこをひらき

その稻を見てはつきりと云ひ

あとは電車が來る間

しづかにこゝへ倒れよう

ぼくたちの

何人も何人もの先輩が

みんなしたやうに

しづかにこゝへ倒れて待たう


穗　孕　[image: 期]

蜂蜜いろの夕陽のなかを

みんな渴いて

稻田のなかの萱の島

觀[image: 音]堂へ漂ひ着いた

いちにちの行[image: 程]は

たゞまつ[image: 〓]な稻の中

眼路をかぎりのその水いろの葉筒の底で

けむりのやうな一ミリの[image: 〓]

淡い稻穗の原體が

いまこつそりと形[image: 成]され

この[image: 幾][image: 月]の心勞は

ぼうぼう東の山地に[image: 消]える

[image: 〓]く澱んだ夕陽のなかで

[image: 麻]シヤツの胸をはだけてしやがんだり

[image: 帽]子をぬいで小さな石に[image: 腰]かけたり

みんな顏中稻で傷だらけにして

芬かをつて酸つぱいあんずをたべる

みんなのことばはきれぎれで

知らない國の原語のやう

ぼうとまなこをめぐらせば

[image: 〓]い[image: 寒]天のやうにもさやぎ

むしろ液體のやうにもけむつて

此の堂をめぐる萱むらである


    
      
      春　と　修　羅　四

    

  
阿耨[image: 達]池幻想曲

こけもゝの[image: 暗]い[image: 敷]物

北拘盧洲の人たちは

この赤い實をピツクルに入れ

[image: 空]氣を拔いて甁詰にする

どこかでたくさん蜂雀ハニーバードが鳴くやうなのは

たぶん稀[image: 薄]な[image: 空]氣のせゐにちがひない

そのそらの白さつめたさ

辛度海から　あのたよりない三角洲から

由旬を拔いたこの高原も

やつぱり雲で[image: 覆]はれてゐる[image: ……]

けはしく繞る天末線スカイラインの傷ましさ

[image: ……]たゞ一かけの鳥も居ず

どこにもやさしいけだものの

かすかなけはひもきこえない[image: ……]

どこかでたくさん蜂雀の鳴くやうなのは

白磁器の雲の向ふを

さびしく渡つた日輪が

いま尖々の黑い巖齒の向ふ側

[image: 摩]渴大魚のあぎとに落ちて

虛[image: 空]に小さい裂罅ができるにさうゐない

その[image: 空]虛こそ

ちがつた極[image: 微]の[image: 所]感體

異の[image: 空]間への媒介者[image: ……]

赤い[image: 花][image: 咲]く苔の氈

もう[image: 薄][image: 明]がぢき黃昏に入り[image: 交]られる

その赤ぐろく濁つた原の南のはてに

白くひかつてゐるものは

阿あの耨たつ[image: 達]た　四海に[image: 注]ぐ四つの河の源の水

[image: ……]水ではないぞ曹[image: 達]か何かの結晶だぞ

[image: 〓]んでゐて欺されたとき悔むなよ[image: ……]

まつ白な石英の砂

[image: 音]なく湛へるほんたうの水

もうわたくしは阿耨[image: 達]池の白い渚に立つてゐる

砂がきしきし鳴つてゐる

わたくしはその一つまみをとつて

そらの[image: 微]光にしらべてみよう

すきとほる複六方錐

人の世界の石英安山岩デサイトか

流[image: 紋]岩リパライトから來たやうである

[image: ……]こいつは[image: 過]冷却の水だ

わたくしは水際に下りて

水にふるへる手をひたす

氷相當官なのだ[image: ……]

いまわたくしのてのひらは

魚のやうに燐光を出し

波には赤い條すぢがきらめく


[image: 花]鳥圖[image: 譜]　雀

[image: 〓]いかへでのなかで

からだをくしやくしやにして

そのはねを繕つてゐる瘠せた雀

[image: 肩]の[image: 〓]だけ四五枚張つて陽にかざせば

それは貝殼のやうに見える

[image: 〓]をとぢれば　あんまりやせてゐるので雀のやうでない

一[image: 枝]あがるそらの光

一[image: 枝]あがる[image: 〓]いかへで

二[image: 枝]あがつて外れて櫻の[image: 枝]にうつれば

風が吹いて

雀はちよつと首をまげ蜂雀みたいな感じになる

虻が一疋下へとび

たちまち雀の大上段

雀は[image: 枝]にとまつたまゝで早くもそれをたべてゐる

嘴二度ほど[image: 微]かにうごく

雀はのぼる光の[image: 枝]

畏まつたといふ形になつて

まつ白地面へ降りたちます


若き[image: 耕]地課技手の Iris に對するレシタティヴ

　（Romanzelo）

　

測量班の人たちから

ふたたびひとりぼくははなれて

このうつくしい綠の高地を歸りながら

あちこち濃艷な紫の群落

日に匂ふかきつばたの[image: 花]彙を

何十となく訪ねて來た

尖つたトランシツトだの

だんだらのポールをもつて

古[image: 期]北上と紀元を競ひ

白堊紀からの日を貯へる

準[image: 平]原の一部から

路線や圃地を截りとつたり

岩を析いたりしたあげく

二枚の地圖をこしらへあげる

これは張りわたす[image: 〓]天の下に

まがふ方ない原罪である

あしたはふるふモートルと

にぶくかゞやく[image: 巨]きな犁すきが

これらのまこと[image: 丈]高く

[image: 靱]しなふ[image: 花]軸の幾百や

[image: 〓]い蠟とも絹とも見える

この一々の[image: 花]蓋と蕋を

反轉される黑土の

無數の條に埋めてしまふ

それはさびしい腐[image: 植]にかはり

やがては粗剛なもろこしや

オートの穗をもつくるだらうが

ぼくはじつにこの洌きよらかな南の風といつしよに

あらゆるやるせない撫や觸や

はてない愛惜を[image: 花]群に投げる


毘沙門天の寶庫

さつき泉で行きあつた

黃の[image: 節]絲の手甲をかけた藥屋も

どこへ下りたかもう見えず

あたりは[image: 暗]い[image: 〓]草と

麓の方はたゞ黑綠の[image: 松]山ばかり

東は疊む[image: 幾]重の山に

日がうつすりと射してゐて

谷には影もながれてゐる

あの藍いろの窪みの底で

形ばかりの[image: 分][image: 〓]場を

菊井がやつてゐるわけだ

そのま上には

[image: 巨]きな白い雲の峰

ずゐぶん幅も廣くて

南は人ひと首かべあたりから

北は田たん瀨せ　や岩根橋にもまたがつてゐさう

あれが毘沙門天王の

珠玉やほこや幢幡を[image: 納]めた

[image: 巨]きな一つの寶庫だと

トランスヒマラヤ高原の

[image: 住]民たちが考へる

もしあの雲が

旱魃ひ で りのときに

人の祈りでたちまち[image: 崩]れ

いちめん烈しい雨にもならば

まつたく天の寶庫でもあり

この丘群に祀られる

[image: 巨]きな像の數にもかなひ

天人互に相見るやうな

古いことばも信ぜられ

またもう一度

人にはたらき出すだらう

ところが積雲そのものが

[image: 全]部の雨に降るのでなくて

その[image: 崩]れるといふことが

そらぜんたいに液相のます徵候なのだ

大正十三年や十四年の

はげしい旱魃のまつ最中も

いろいろの色や形で

雲はいくども[image: 盛]りあがり

また何べんも[image: 崩]れては

[image: 暗]く野はらにひろがつた

けれどもそこら下層の[image: 空]氣は

ひどく熱くて乾いてゐたので

[image: 透][image: 明]な毘沙門天の珠玉は

みんな[image: 空]氣に溶けてしまつた

鳥いつぴき[image: 啼]かず

しんしんとして[image: 〓]い山

左の胸もしんしん痛い

もうそろそろとあるいて行かう


　（下で別れたさつきの人は）

下で別れたさつきの人は

やつぱり茶いろの馬をひき

すぱすぱたばこのけむりをはいて

どてを向ふへあるいてゐる

けさはたばこものまなかつたが

もう山の上の[image: 平]に來て

[image: 空]氣もぬるくひかり出し

一人で氣樂にもなつたので

一ぷくやつて行くのだらう

さう云へば馬の方も

わざとふざけてびつこをひいてゐるやうだ

向ふは姥石高日まで

いまさわやかな夏草で

うすい茶いろの防火線からへりどられ

あちこちくつきり[image: 直]角なのは

この高原も

云はゞ正規な十數枚のトラムプカード

そこをつぎつぎ行きすぎる

蒼々ふかい雲かげと

水いろをした風の脚

いま一枚のカードの面が

はじから順に[image: 明]るくなつて

そこから赤い小蟻のやうに

きらきら光つて生れるものは

放されてゐる野馬の群だ

そのぜんたいがまたかげろふではげしくゆれる

あゝいふふうにひかるのは

胸をぶるつとひきつらせたり

尾ではらつたりするのだらう

その一方で小さな藪をせなかにしよつて

白いずぼんで誰かゞ一人

やつぱりひどくぐらぐらゆれて

馬にむかつて立つらしいのは

いまは午[image: 前]の十一時なので

[image: 食]鹽でも馬にやるのだらう

そのため馬があすこいつぱい集つてゐる

さつきのやつはほかの馬から

もう今日のごちそうは濟んだところへ

お[image: 前]が來たなと云はれさう

あるひは馬といふものは

さういふこともひかりや風のぬるさといつしよに

たゞぼんやりと感ずるだけかもわからない

蜂がぶんぶん飛びめぐり

わたくしの立つて展[image: 〓]する

巖はかすかにぬくらんでゐる

西は[image: 幾]重の丘の向ふ

北上河谷いつぱいに

鼠いろした霧がよどんで

その上緣のはるかな北で

藍いろをした奇怪なものは

[image: 雪]融の岩手火山であらう

あすこのちやうどふもとにあたる

沼森と沼森[image: 平]が

そつくりこゝの地形だつた

そしてあゝ

いつでもかういふ[image: 〓]ぞらの下の

地塊の上にひとりで立てば

わたくしはふしぎにもやるせない

國土に對する哀戀を感ずる

向ふは[image: 次]の雲影で

野馬の群がくらくなる

さつきの人はやつぱりぽかぽか馬をひいて

この人のない[image: 平]の上の大[image: 往][image: 還]を

ごくゆつくりとあるいて行く


　（まあこの[image: 空]の雲の量と）

まあこの[image: 空]の雲の量と

きみのおもひとどつちが多い

その複雜なきみの表[image: 情]を見ては

ふくろふでさへ[image: 遁]げてしまふ

　

複雜な表[image: 情]を雲のやうに湛へながら

かれたすゞめのかたびらをふんで

さういふふうに

行つたり來たりするのも

たしかに一度はいゝことだな

　

どんより曇つて

そして西から風がふいて

鋸の齒もりんりん鳴る

杉の[image: 梢]はざあざあ鳴り

きみ　鋸は樂器のうちにあつたかな

　

[image: 〓][image: 貧]と豪奢とは兩立せず

いゝ藝[image: 術]と戀の[image: 勝]利は一緖に來ない

勞働[image: 運]動の首領にもなりたし

あのお孃さんとも

行末永くつき合ひたい

そいつはとてもできないぜ


　（こつちの顏と）

こつちの顏と

凶年の[image: 週]報のグラフを見くらべながら

なんべんも何か云ひたさうにしては

すこしわらつて下を向いてゐるこの人は

たしかに町の二年か上の高等科へ

赤い毛布と栗の木下駄で

[image: 通]つて來てゐたなかまのひとり

それから五年か六年たつて

秋の祭りのひるすぎだつた

この人は鹿踊りの仲間といつしよに

例ののばかまとわらぢをはいて

踊りももうあきたといふやうに

長い[image: 割]竹や角のついた

面のしたから顏を出して

ばちをもつた片手はちよこんと太鼓の上に[image: 置]き

悠々と豐澤町を[image: 通]つて行つた

こつちが知らないで

たゞ鹿踊りだと思つて見てゐたときに

この人は面の下の[image: 麻]布をすかして踊りながら

昔の友だちや知つた顏を

橫眼で見たこともたびたびあつたらう

けれどもいまになつてわれわれが

氣候や品種やあるひは[image: 〓]業組合や

殊にも鹽の魚とか

小さなメリヤスのもゝ引だとか

ゴム[image: 靴]合[image: 〓]のやうなもの

かういふものについて共同の關心をもち

一緖にそれを得ようと工夫することは

じつにたのしいことになつた

外では吹[image: 雪]が吹いてゐてもゐなくても

それが十時でも午後の二時でも

二尺も厚い萱をかぶつて

どつしり坐つたかういふ家のなかは

たゞ落ちついてしんとしてゐる

そこでこれから

おれは稻の肥料をはなし

向ふは鹿踊りの式や作法をはなし

夕方吹[image: 雪]が桃いろにひかるまで

[image: 交]換[image: 〓][image: 授]をやるといふのは

まことに[image: 愉]快なことである


生徒諸君に寄せる

生徒諸君

諸君はこの颯爽たる

諸君の未來圈から吹いて來る

[image: 透][image: 明]な[image: 〓][image: 潔]な風を感じないのか

それは一つの[image: 送]られた光線であり

決せられた南の風である

　

諸君はこの時代に[image: 〓]ひられ[image: 率]ゐられて

奴隷のやうに[image: 忍]從することを欲するか

　

今日の歷[image: 史]や地[image: 史]の[image: 資]料からのみ論ずるならば

われらの祖先乃至はわれらに至るまで

すべての信仰や德性は

ただ[image: 誤]解から生じたとさへ見え

しかも科學はいまだに[image: 暗]く

われらに自殺と自棄のみをしか保證せぬ

　

むしろ諸君よ

[image: 更]にあらたな正しい時代をつくれ

　

諸君よ

紺いろの地[image: 平]線が膨らみ高まるときに

諸君はその中に沒することを欲するか

じつに諸君は此の地[image: 平]線に於ける

あらゆる形の山嶽でなければならぬ

　

宙宇は[image: 絶]えずわれらによつて變[image: 化]する

誰が誰よりどうだとか

誰の仕事がどうしたとか

そんなことを言つてゐるひまがあるか

　

新たな詩人よ

雲から光から嵐から

[image: 透][image: 明]なエネルギーを得て

人と地球によるべき形を[image: 暗]示せよ

　

新しい時代のコペルニクスよ

餘りに重苦しい重力の法則から

この銀河系統を解き放て

　

衝動のやうにさへ行はれる

すべての農業勞働を

冷く[image: 透][image: 明]な解析によつて

その藍いろの影といつしよに

舞踊の範圍にまで高めよ

　

[image: 新]たな時代のマルクスよ

これらの[image: 盲]目な衝動から動く世界を

素[image: 〓]しく美しい[image: 構][image: 成]に變へよ

　

[image: 新]しい時代のダーヴヰンよ

[image: 更]に東洋風靜觀のチヤレンヂャーに載つて

銀河系[image: 空]間の外にも至り

[image: 透][image: 明]に深く正しい地[image: 史]と

增訂された生物學をわれらに示せ

　

おほよそ統計に從はば

諸君のなかには少くとも千人の天才がなければならぬ

素質ある諸君はただにこれらを[image: 刻]み出すべきである

　

[image: 潮]や風[image: ……]

あらゆる自然の力を用ひ盡すことから一足[image: 進]んで

諸君は[image: 新]たな自然を形[image: 成]するのに努めねばならぬ

　

ああ諸君はいま

この颯爽たる諸君の未來圈から吹いて來る

[image: 透][image: 明]な風を感じないのか


    
      
      東　　京

    

  
[image: 浮]　世　繪

　（展覽會印象）

　

　（一）

　

膠とわづかの[image: 明]礬が

[image: ……]おゝその超[image: 絶]顯[image: 微][image: 鏡][image: 的]に

[image: 微]細[image: 〓]巧の[image: 億]兆の網[image: ……]

まつ白な楮かうぞの纖維を[image: 〓]結して

濕氣によつてごく敏感に增減し

氣溫によつていみじくいみじく呼[image: 吸]する

長方形のごくたよりない一つの[image: 薄]い層をつくる

いまそこに

あやしく[image: 刻]みいだされる

[image: 雪][image: 肉]乃至象[image: 牙]のいろの[image: 半][image: 肉][image: 彫]像

愛染される

一乃至九の單色[image: 調]

それは光波のたびごとに

もろくも[image: 崩]れて色あせる

見たまへこれら古い時代の數十の頰は

あるひは解き得ぬわらひを湛へ

あるひは解き得てあまりに熱い[image: 情]熱を

その細やかな眼にも移して

褐色タイルの方室のなか

茶いろなラックの壁上に

[image: 巨]きな四[image: 次]の軌跡をのぞく

窓でもあるかとかゝつてゐる

高[image: 雅]優美な信[image: 〓]と

風[image: 韻]性の[image: 遺]傳をもつた

王國日本の洗練された紳士女が

つゝましくいとつゝましくその一々の

十二[image: 平]方デシにも充たぬ

小さな紙片をへめぐつて

或はその愛慾のあまりにもやさしい模型から

胸のなかに燃え出でようとする焰を

はるかに[image: 遠]い時[image: 空]のかなたに淨[image: 化]して

足[image: 音]輕く眉も氣高く行きつくし

あるひはこれらの[image: 遠]い時[image: 空]の[image: 隔]りを

たゞちに紙片の中に移して

その古い欲[image: 情]の香を呼[image: 吸]して

こゝろもそらに足もうつろに行き[image: 過]ぎる

　

　（二）

　

そこには苹果り ん ご[image: 〓]のゆたかな草地や

曇りのうすいそらをうつしてたゝへる水や

はるかに光る小さな赤い鳥居から

[image: 幾]列[image: 飾]る硅孔雀石の杉の木や

　

永久[image: 的]な神仙國の創[image: 建]者

形によれる最偉大な[image: 童]話の作家

どんよりとよどんだ大氣のなかでは

風も大へんものうくて

あまりにもなやましいその人は

丘阜に立つてその陶製の盃の

一つを二つを三つを投げれば

わづかに波立つその膠質の黃いろの波

その一々の波こそは

こゝでは[image: 巨]きな事蹟である

それに答へてあらはれるのは

はじめてまばゆい白の雲

それは小[image: 松]を點々のせた

黃いろな丘をめぐつてこつちへうごいてくる

　

一つのちがつた atomosphere と

無[image: 邪]氣な地物の設計者

人はやつぱり秋には

禾穗い な ほを叩いたり

鳴子を引いたりするけれども

氷點は攝氏十度であつて

[image: 雪]はあたかも風の積つた綿であり

柳の波に積むときも

まつたくちがつた重力法によらねばならぬ

夏には雨が

黑いそらから降るけれども

笹ぶねをうごかすものは

風よりもむしろ好奇の[image: 意]思であり

[image: 〓]はすべて Lotus といふ種類で

開くときには鼓のやうに

暮の[image: 空]氣をふるはせる

　

しかもこれらの[image: 童][image: 期]はやがて

熱くまばゆい[image: 〓]春になり

ゆたかな愛[image: 憐]の瞳もをどり

またそのしづかな筋骨も軋る

　

　（三）

　

赤い[image: 花]火とはるかにひかる水のいろ

たとへばまぐろのさしみのやうに

妖冶な赤い唇や

[image: 〓]々としてそり落された[image: 淫]蕩な眉

[image: 銃]い二日の[image: 月]もかゝれば

つかれてうるむ瞳にうつる

町並の屋根の[image: 灰]いろをした正反射

　

その眼のまはりに

あゝ風の影とも見え

また紙がにじみ出したとも見える

このはぢらひのうすい白色

黑いそらから風が[image: 通]れば

やなぎもゆれて

風のあとから[image: 過]ぎる[image: 情]炎


丸善階上[image: 喫][image: 煙]室小景

ほとんど初[image: 期]の春信みたいな色どりで

またわざと古びた[image: 〓]磁のいろの窓かけと

ごく落ちついた陰影を[image: 飾]つたこの室に

わたくしはひとつの疑問をもつ

壁をめぐつてソーフアと椅子がめぐらされ

そいつがみんな共いろで

たいへん品よくできてはゐるが

どういふわけかどの壁も

ちやうどそれらの椅子やソーフアのすぐ上で

椅子では一つソーフアは四つ

團子のやうににじんでゐる

[image: ……]高い椅子には高いところで

低いソーフアは低いところで

壁がふしぎににじんでゐる[image: ……]

そらにはうかぶ[image: 鯖]の雲

[image: 築]地の上にはひかつてかゝる雲の峯

たちまちひとり

[image: 〓]じろい眼とこけた頰との持[image: 主]が

奇蹟のやうにソーフアにすわる

それから頭が[image: 機]械のやうに

うしろの壁へよりかゝる

なるほどなるほどかう云ふわけだ

二十世紀の日本では

學[image: 校]といふ特殊な[image: 機]關がたくさんあつて

その高[image: 級]な種類のなかの[image: 〓]年たちは

あんまりじぶんの[image: 勉][image: 〓]が

永くかゝつてどうやら

若さもなくなりさうで

とてもこらへてゐられないので

大てい椿か[image: 鰯]の油を頭につける

そして十[image: 分]女や酒や登山のことを考へたうへ

ドイツ或は英語の本も讀まねばならぬ

それがあすこの壁に殘つて[image: 次]の世紀へ[image: 送]られる

向ふはちやうど[image: 建][image: 築]中

ごつしん　ふう　と湯氣をふきだす蒸氣[image: 槌]

のぼつてざあつとコンクリートをそゝぐ函

そこで隅にはどこかの沼か

陰氣な町の[image: 植]木店から

伐りとつて來た東洋趣味の蘆もそよぐといふわけだ

風が吹き

電車がきしり

[image: 煙][image: 突]のさきはまはるまはる

またはいつてくる

仕立の[image: 服]の見本をつけた

まだうら若いひとりの紳士

その人はいまごくつゝましく[image: 煙]草をだして

電車がきしり

自動車が鳴り

自動車が鳴り

ごくつゝましくマツチをすれば

コンクリートの函はのぼつて

[image: 〓]ぞら[image: 〓]ぞらひかる[image: 鯖]ぐも

ほう何たる驚異

マツチがみんな爆發をして

ひとはあわてゝ白金製の指[image: 環]をはめた手をこする

[image: ……]その白金が

大ばくはつの原因ですよ[image: ……]

ビルディングの黃の[image: 煉]瓦

波のやうにひかり

ひるの銀杏も

ぼろぼろになつた電線もゆれ

コツカのいろの穹窿ド ー ムの上で

[image: 避]雷針のさきも[image: 銃]くひかる


    
      
      
        
          [image: 文]
        　語　詩　稿

    

  
岩 手 [image: 病] 院

血のいろにゆがめる[image: 月]は　　今[image: 宵]また櫻をのぼり

患者たち廊のはづれに　　凶事の兆を云へり

　

木がくれのあやなき闇を　　聲細くいゆきかえりて

熱[image: 植]ゑし黑き綿羊　　その[image: 姿]いともあやしき

　

[image: 月]しろは[image: 鉛][image: 〓]のごと　　[image: 柱]列の廊をわたれば

コカインの白きかをりを　　いそがしくよぎる醫師あり

　

しかもあれ春のをとめら　　なべて且つ耐へほゝゑみて

水銀の目[image: 盛]を數へ　　玲瓏の氷を[image: 割]きぬ


　（川しろじろとまじはりて）

川しろじろとまじはりて　　うたかたしげきこのほとり

[image: 病]きつかれてわが行けば　　そらのひかりぞ身を責むる

　

宿世のくるみはんの毬　　干[image: 割]れて[image: 〓]き泥岩に

はかなきかなやわが影の　　卑しき鬼をうつすなり

　

蒼茫として夏の風　　草のみどりをひるがへし

ちらばる蘆のひら吹きて　　あやしき[image: 文]字を[image: 織]りなしぬ

　

生きんに生きず死になんに　　得こそ死なれぬわが影を

うら濁る水はてしなく　　さゝやきしげく洗ふなり


上　　流

秋立つけふをくちなはの　　沼面はるかに泳ぎ居て

水ぎばうしはむらさきの　　[image: 花]穗ひとしくつらねけり

　

いくさの[image: 噂]しげければ　　蘆刈びともいまさらに

[image: 暗]き岩頸　風の雲　　天のけはひをうかがひぬ


家

ほのあかり秋のあぎとは　　もゝどりのねぐらをめぐり

官つかさの手からくのがれし　　社司の子のありかを知らず

　

社殿にはゆふべののりと　　ほのかなる泉の聲や

そのはゝはことなきさまに　　しらたまのもちひをなせる


　（林の中の柴小屋に）

林の中の柴小屋に　　釀し[image: 成]りたる濁り[image: 酒]　　一筒[image: 汲]みて歸り來し

むかし譽れの神[image: 童]は　　面[image: 〓]膨れて眼ひかり　　秋はかたむく山里を

どてら着て立つ風の中　　西は縮れて雲傷み　　[image: 〓]き大野のあちこちに

雨かとそゝぐ日のしめり　　こなたは古りし苗代の　　刈[image: 敷]朽ちぬと水黝き

なべて丘にも林にも　　たゞ鳴る[image: 松]の聲なれば　　あはれさびしと我家の

門立ち入りて白壁も　　落ちし土藏の奧二階　　梨の葉かざす窓べにて

筒のなかばを傾けて　　その齒に風を[image: 吸]ひつゝも　　しばしをしんとものおもひ

夜に日をかけて工み來し　　いかさまさいをぞ手にとりにける


[image: 雪]　の　宿

ぬさをかざして山つ[image: 祇]かみ　　舞ふはぶらいの町の書記

うなじはかなく甁へいとるは　　峽かひには一のうためなり

　

をさけびたけり足ぶみて　　をどりめぐれるすがたゆゑ

老いし[image: 博]はく士し　や郡こほり長をさ　　やゝ凄凉のおもひなり

　

[image: 月]や出でにし[image: 雪][image: 〓]み　　をちこち犬の吠ゆるころ

舞ひを[image: 納]めてひれふしつ　　罪乞ふさまにみじろがず

　

あなや否とよ立てきみと　　[image: 博]士が云へばたちまちに

けりはねあがり山つ[image: 祇]　　をみなをとりて[image: 消]えうせぬ


　（萌黃いろなるその頸を）

萌黃いろなるその頸を　　[image: 直]くのばして吊るされつ

吹[image: 雪]きたればさながらに　　家鴨は[image: 船]のごとくなり

　

絣合[image: 〓]の[image: 巡]禮に　　五厘報謝の夕まぐれ

わかめと[image: 鱈]に[image: 雪]つみて　　鮫の黑身も凍りけり


米　穀　[image: 商]

打身の床をいできたり　　箱の火鉢にうちゐれば

人なき店のひるすぎを　　[image: 雪]げの川の[image: 音]すなり

　

[image: 粉]のたばこをひねりつゝ　　見あぐる[image: 空]の雨もよひ

蠣殼町のかなたにて　　人らほのかに祝ふらし


流ザ　　　氷エ　

はんのきの高き[image: 梢]うれより　　きらゝかに氷華をおとし

汽車はいまやゝにたゆたひ　　北上のあしたをわたる

　

見はるかす段丘の[image: 雪]　　なめらかに川はうねりて

天[image: 〓]石アヅライトまぎらふ水は　　百千の流ザ　氷エ　を載せたり

　

あゝきみがまなざしの涯　　うら[image: 〓]く天盤は澄み

もろともにあらんと云ひし　　そのまちのけぶりは[image: 遠]き

　

南はも大野のはてに　　ひとひらの吹[image: 雪]わたりつ

日は白くみなそこに燃え　　うらゝかに氷はすべる


峽 野 早 春

夜よ　見み　來こ　の川のくらくして　　斑[image: 雪]は だ れしづかにけむりだつ

二すぢ白き日のひかり　　やゝになまめく笹のいろ

稔らぬなげきいまさらに　　春をのぞみて深めるを

[image: 雪]はまばゆき[image: 墨]と銀　　波羅蜜山の[image: 松]を越す


早　　春

黑雲峽を亂れ飛び　　[image: 技]師ら亞[image: 炭]の火に寄りぬ

げにもひとびと崇むるは　　[image: 〓]き Gossan 銅の[image: 脈]

わが索むるはまことのことば

雨の中なる眞言なり


川

二山の瓜を[image: 運]びて　　舟いだす酒のみの祖ぢ　[image: 父]ゞ　

たなばたの色紙[image: 購]ふと　　[image: 追]ひすがる赤髮け　のうなゐ

ま[image: 〓]なる天弧の下を　　きらゝかに町はめぐりつ

こゝにして集へる川の　　はてしなみ萌ゆるうたかた


祭　　日

谷權現の祭りとて　　麓に白き[image: 幟]たち

むらがり續く丘々に　　鼓こ　の[image: 音]ね　の數のしどろなる

　

頴は　[image: 花]な　[image: 〓]じろき稻むしろ　　水路のへりにたゞずみて

[image: 朝]の曇りのこんにやくを　　さくさくさくと切りにけり


齒 科 醫 院

ま夏は梅の[image: 枝][image: 〓]く　　風なき窓を[image: 往]く蟻や

碧そ　[image: 空]ら　の反射のなかにして　　うつゝにめぐる鑿ぐるま

　

淨き衣せしたはれ女の　　ソーフアによりてまどろめる

はてもしらねば磁氣嵐　　かぼそき[image: 肩]ををののかす


母

[image: 雪]袴黑くうがちし　　うなゐの子瓜[image: 食]は　みくれば

風澄めるよもの山はに　　うづまくや秋のしらくも

　

その身こそ瓜も欲りせん　　齡とし[image: 弱]わかき母にしあれば

手すさびに紅き萱穗を　　つみつどへ野をよぎるなれ


[image: 〓]　　[image: 主]

小きメリヤス鹽の魚　　藻草[image: 花]菓子烏[image: 賊]の腦

雲の縮れの重りきて　　風すさまじく　[image: 〓]暮るゝ

　

はかなきかなや夕さりを　　なほふかぶかと物おもひ

街をうづめて行きまどふ　　みのらぬ村の家長たち


崖 下 の 床 屋

あかりを外そ　れし古かゞみ　　客あるさまにみまもりて

啞の子鳴らす[image: 空]から鋏

　

かゞみは映す崖のはな　　ちさき祠に蔓垂れて

三日[image: 月]凍る銀[image: 斜]なゝ子こ　

　

冱いてたつ泥をほとほとと　　かまちにけりて[image: 支]店長

玻璃[image: 〓]の[image: 冬]を入り來る

　

のれんをあげて理髮[image: 技]士　白き衣をつくろひつ

弟子の鋏をとりあぐる


旱 [image: 害] 地 帶

多くは業にしたがひて　　指うちやぶれ眉くらき

學びの兒らの群なりき

　

[image: 花]と侏儒とを語れども　　[image: 刻]めるごとく眉くらき

稔らぬ土の兒らなりき

　

[image: ……]村に縣あがたにかの兒らの　　二百とすれば四萬人

四百とすれば九萬人[image: ……]

　

ふりさけ見ればそのあたり　　藍暮れそむる[image: 松]むらと

かじろき[image: 雪]のけむりのみ


橋場線七っ森下を[image: 過]ぐ

鶯宿はこの[image: 月]の夜を[image: 雪]ふるらし

鶯宿はこの[image: 月]の夜を[image: 雪]ふるらし　　黑雲そこにてたゞ亂れたり

七っ森の[image: 雪]にうづみしひとつなり　　けむりの下を[image: 逼]りくるもの

[image: 月]の下なる七っ森のそのひとつなり　　かすかに[image: 雪]の皺たゝむもの

[image: 月]をうけし七っ森のはてのひとつなり　　さびしき谷をうちいだくもの

[image: 月]の下なる七っ森のその三つなり　　小[image: 松]まばらに[image: 雪]を着るもの

[image: 月]の下なる七っ森のその二つなり　　オリオンと白き雲とをいただけるもの

七っ森の二つがなかのひとつなり　　鑛か　石ね　など掘りしあとのあるもの

[image: 月]の下なる七っ森のなかの一つなり　　[image: 雪]白々と裾を引くもの

[image: 月]の下なる七っ森のその三つなり　　白々として[image: 起]伏するもの

七っ森の三つがなかの一つなり　　貝のぼたんをあまた噴くもの

[image: 月]の下なる七っ森のはての一つなり　　けはしく白く稜かど立てるもの

稜立てる七っ森のそのはてのもの　　旋り了りてまこと[image: 明]るし


氷　　上

[image: 月]のたはむれ薰く　ゆるころ　　氷は[image: 冴]えてをちこちに　　さゞめきしげくなりにけり

をさけび走る町のこら　　高張白くつらねたる　　[image: 明]治女塾の舍生たち

さてはにはかに現はれて　　ひたすらうしろすべりする　　黑き毛[image: 削]の庶務課長

死火山の列[image: 雪][image: 〓]く　　よき貴人の死蠟とも　　星の蜘蛛來て網はけり


　（うたがふをやめよ）

うたがふをやめよ　　林は[image: 寒]くして

いさゝかの[image: 雪]凍りしき　　根まがり杉ものびてゆるゝを

　

胸張りて立てよ　　林の[image: 雪]のうへ

[image: 〓]き杉葉の落ちちりて　　[image: 空]にはあまた烏なけるを

　

そらふかく息せよ　　杉のうれたかみ

烏いくむれあらそへば　　氷霧ぞさつとひかり落つるを


二　　[image: 月]

みなかみにふとひらめくは　　[image: 月]つき魄しろの尾根や[image: 過]ぎけん

橋の燈ひ　も顫ひ落ちよと　　まだき吹くみなみ風かな

あゝ梵の[image: 聖][image: 衆]を[image: 遠]み　　たよりなく春は來く　らしを

電線の喚おらびの底を　　うちどもり水はながるゝ


岩　頸　列

西は箱ヶと毒ヶ森　　椀コ　南昌　東根の

古き岩頸ネ ツ クの一列に　　氷霧あえかのまひるかな

　

からくみやこにたどりける　　芝雀は[image: 〓]をものがたり

「その小屋[image: 〓]けのうしろには　　[image: 寒]げなる山によきによきと

　

立ちし」とばかり口つぐみ　　とみにわらひにまぎらして

澁茶をしげにのみしてふ　　そのことまことうべなれや

　

山よほのぼのひらめきて　　わびしき雲をふりはらへ

その[image: 雪]尾根をかゞやかし　　野面のうれひを燃し了おほせ


　（[image: 巨]なるどろのもとにて）

[image: 巨]なるどろのもとにて　　水落しはねあがれるは

式古き水きねにこそ

　

おぼろにも鈴の鳴れるは　　その家の右袖にして

まどろめる馬の胸らし

　

[image: 厩]肥の束七十ばかり　　[image: 月]しろに並べ干されぬ

ひともまたうまいすらしを

　

きねはまた[image: 月]のかけらを　　ぼそぼそに落してあがり

鈴の[image: 音]やゝ[image: 明]らけし


僧 園 幻 想

星のけむりの下にして　　杉むら黑くひそめるに

いとあしざまにうちなきて　　かくこう北に截りすぐる

　

夜のもみぢの木もそびえ　　[image: 御]堂の屋根も沈めるに

あやしく身うちのびたつは　　鬼の堺にやわが墮ちし

　

星のめぐりの下にして　　石組怪け　しくうごめきつ

わが身はいとゞのびたちて　　はてはいづちと知らぬらし

　

[image: 更]に一[image: 〓]の鳥ありて　　わがまん圓のぬかの上

無方のかなたうちけぶる　　[image: 寒]天いろの夜に溶くる


祭　　日

アナロナビクナビ　　睡たく桐[image: 笑]きて

峽かひに瘧の　やまひつたはる

　

ナビクナビアリナリ　　赤き幡もちて

草の峠を　　越ゆる母たち

　

ナリトナリアナロ　　[image: 御]堂のうすあかり

毘沙門像に　味[image: 噌]たてまつる

　

アナロナビクナビ　　踏まるゝ天の[image: 邪]鬼

四方につゝどり　　鳴きどよむなり


谷

「よべはかの慈じ　悲ふ　心い　鳥ち　の族　　よもすがらけたゝましきに

このひごろ痛むみうちの　　いかにともなれとおもひし」

　

ぜんまいの茂みは黑く　　[image: 花][image: 咲]ける藪はほのかに

燒石の峯をかすむる　　いくひらのしろがねの雲

　

「立ちいでゝ鳥をおどかし　　からくまたねむるとすれば

崖よりぞ朽ちし石かけ　　ひまもなくまろび落ちしか」

　

とろとろと赤き火を燃し　　まくろなる樺の[image: 梢]を

瞳まみ赤くうちすかしつゝ　　老のそまかなしく云ひぬ


　（このみちのいつともしらね）

このみちのいつともしらね　　ほのあかりかもしいでしは

たゝなづく高原の上に　　黃なる[image: 月]いざよへるなり

　

露吐けるすゝきのむらと　　[image: 絶]え[image: 絶]えの虫のすだきに

いまをかも人らいこはん　　をちこちの夕げのけむり


烏　百　態

[image: 雪]のたんぼのあぜみちを　　ぞろぞろあるく烏なり

[image: 雪]のたんぼに身を折りて　　二聲鳴けるからすなり

[image: 雪]のたんぼに首を垂れ　　[image: 雪]をついばむ烏なり

[image: 雪]のたんぼに首をあげ　　あたり見まはす烏なり

[image: 雪]のたんぼの[image: 雪]の上　　よちよちあるくからすなり

[image: 雪]のたんぼを行きつくし　　[image: 雪]をついばむからすなり

たんぼの[image: 雪]の高みにて　　口をひらきしからすなり

たんぼの[image: 雪]にくちばしを　　じつとうづめしからすなり

[image: 雪]のたんぼのかれ畦に　　ぴよんと飛びたるからすなり

[image: 雪]のたんぼをかぢとりて　　ゆるやかに飛ぶからすなり

[image: 雪]のたんぼをつぎつぎに　　西へ飛びたつ烏なり

[image: 雪]のたんぼに殘されて　　脚をひらきしからすなり

西にとび行くからすらは　　あたかもごまのごとくなり


縣　　[image: 道]

鳥居の下の縣[image: 道]を　　砂塵おぼろにあとひきて

[image: 〓]あを竹たけいろのトラツク[image: 過]ぐる

　

[image: 枝]垂れの栗の下影に　　鳥獸戲畫のかたちして

相撲をとれる子らもあり


　（われらひとしく丘にたち）

われらひとしく丘にたち　　[image: 〓]ぐろくしてぶちうてる

あやしきものゝひろがりを　　東はてなくのぞみけり

そは[image: 巨]いなる鹽の水　　海とはおのもさとれども

傳へてきゝしそのものと　　あまりにたがふこゝちして

たゞうつゝなるうすれ日に　　そのわだつみの[image: 潮]騷の

うろこの國の波がしら　　きほひ寄するをのぞみゐたりき


    
      
      肺　炎　詩　[image: 篇]

    

  
　（いまわたくしの胸は）

いまわたくしの胸は

熱くかなしい鹹湖になり

岸には[image: 幾]里も[image: 幾]里も

まつ黑な鱗木類の林がつゞく

そしていつたいわたくしは

爬蟲類が鳥に變るまで

かうしてしづかに橫はつてゐなければならないのか


　（その[image: 扇]ろしい黑雲が）

その[image: 扇]ろしい黑雲が

またわたくしをとらうと來れば

わたくしは切なく熱くひとりもだえる

北上の河谷を[image: 覆]ふ

あの雨雲と婚すると言ひ

森と野原をこもごも載せた

その洪積の臺地を戀ふと

なかばは戲れに人にも寄せ

なかばは氣を[image: 負]つてほんたうにさうも思ひ

[image: 〓]い山河をさながらに

じぶんじしんと考へた

ああそのことは私を責める

[image: 病]の痛みや汗のなか

それらのうづまく黑雲や

紺[image: 〓]の地[image: 平]線が

またまのあたり[image: 近]づけば

わたくしは切なく熱くもだえる

ああ[image: 父]母よ弟よ

あらゆる恩[image: 顧]や好[image: 意]の後に

どうしてわたくしは

その[image: 扇]ろしい黑雲に

からだを投げることができよう

ああ友たちよはるかな友よ

きみはかがやく穹窿や

[image: 透][image: 明]な風　野原や森の

この[image: 扇]るべき他の面を知るか


夜

これで二時間

咽喉からの血はとまらない

おもてはもう人もあるかず

樹などしづかに息してめぐむ春の夜

こここそ春の[image: 道]場で

菩[image: 薩]は[image: 億]の身をも[image: 捨]て

諸佛はここに涅槃し[image: 住]し給ふ故

こんやもうここで誰にも見られず

ひとり死んでもいいのだと

いくたびもさう考へをきめ

自[image: 分]で自[image: 分]に[image: 〓]へながら

またなまぬるく

あたらしい血が湧くたび

なほほのじろくわたくしはおびえる


[image: 病]　　相

われのみみちにただしきと

ちちのいかりをあざわらひ

ははのなげきをさげすみて

さこそは得つるやまひゆゑ

こゑはむなしく息あへぎ

春は來れども日に三たび

あせうちながしのたうてば

すがたばかりは錄されし

下げ　品ぼんさんげのさまなせり


眼にて言ふ

だめでせう

とまりませんな

がぶがぶ湧いてゐるですからな

ゆふべからねむらず血も出つづけなもんですから

そこらは[image: 〓]くしんしんとして

どうも間もなく死にさうです

けれどもなんといい風でせう

もう[image: 〓][image: 明]が[image: 近]いので

あんなに[image: 〓]ぞらからもりあがつて湧くやうに

きれいな風が來るですな

もみぢの嫩わか[image: 芽]め　と毛のやうな[image: 花]に

秋草のやうな波をたて

燒痕のある藺草のむしろも[image: 〓]いです

あなたは醫學會のお歸りか何かは[image: 判]りませんが

黑いフロックコートを召して

こんなに本氣にいろいろ手あてもしていただけば

これで死んでもまづは[image: 文]句もありません

血がでてゐるにかかはらず

こんなにのんきで苦しくないのは

魂魄なかばからだをはなれたのですかな

ただどうも血のために

それを言へないがひどいです

あなたの方からみたら

ずゐぶんさんたんたるけしきでせうが

わたくしから見えるのは

やつぱりきれいな[image: 〓]ぞらと

すきとほつた風ばかりです


　（手は熱く足はなゆれど）

手は熱く足はなゆれど

われはこれ塔[image: 建]つるもの

　

滑り來し時間の軸の

をちこちに美は　ゆくも[image: 成]りて

燎燎と[image: 暗]をてらせる

その塔のすがたかしこし

　

むさぼりて厭かぬ渠ゆゑ

いざここに一基をなさん

　

正しくて愛しきひとゆゑ

いざさらに一を加へん


    
      
      手　帳　よ　り

    

  
十 [image: 月] 廿 日 （この夜[image: 半]おどろきさめ）

この夜[image: 半]おどろきさめ

耳をすまして西の階下を聽けば

ああまたあの兒が咳しては泣き

また咳しては泣いて居ります

その母のしづかに[image: 〓]へなだめる聲は

合間合間に[image: 絶]えずきこえます

　

あの室は[image: 寒]い室でございます

晝は日が射さず

夜は風が床下から床板のすき間をくぐり

昭和三年の十二[image: 月]

私があの室で[image: 急]性肺炎になりましたとき

[image: 新]婚のあの子の[image: 父]母は

私にこの日照る廣いじぶんらの室を與へ

じぶんらはその[image: 暗]い

私の四[image: 月]病んだ室へ入つて行つたのです

そしてその二[image: 月]

あの子はあそこで生れました

あの子は女の子にしては心[image: 〓]く

[image: 凡]そ倒れたり落ちたり

そんなことでは泣きませんでした

私が去年から[image: 病]やうやく[image: 癒]え

[image: 朝]顏を作り菊を作れば

あの子もいつしよに水をやり

時には蕾ある[image: 枝]もきつたりいたしました

この九[image: 月]の末私はふたたび東京で[image: 病]み

向ふで骨にならうと覺悟してゐましたが

こたびも[image: 父]母の[image: 情]けに歸つて來れば

あの子は門に立つて笑つて[image: 迎]へ

また梯子から

お久しぶりでござあんすと

聲をたえだえ叫びました

ああいま熱とあえぎのために

心をととのへるすべをしらず

それでもいつかの[image: 晩]は

わがないもやと言つて

ねむつてゐましたが

今夜はただただ咳き泣くばかりでございます

　

ああ大梵天王

こよひはしたなくもこころみだれて

あなたに訴へ奉ります

あの子は三つではございますが

[image: 直]立して合掌し

法華の首題も唱えました

如何なる[image: 前]世の非にもあれ

ただかの[image: 病]かの痛苦をば

私にうつし賜はらんこと


十 一 [image: 月] 三 日 （雨ニモマケズ）

雨ニモマケズ

風ニモマケズ

[image: 雪]ニモ夏ノ暑サニモマケヌ

[image: 丈]夫ナカラダヲモチ

欲ハナク

決シテ瞋ラズ

イツモシヅカニワラツテヰル

一日ニ玄米四合ト

味[image: 噌]ト少シノ野[image: 菜]ヲタベ

アラユルコトヲ

ジブンヲカンジヨウニ入レズニ

ヨクミキキシワカリ

ソシテワスレズ

野原ノ[image: 松]ノ林ノ蔭ノ

小サナ萱ブキノ小屋ニヰテ

東ニ[image: 病]氣ノコドモアレバ

行ツテ看[image: 病]シテヤリ

西ニツカレタ母アレバ

行ツテソノ稻ノ束ヲ[image: 負]ヒ

南ニ死ニサウナ人アレバ

行ツテコハガラナクテモイイトイヒ

北ニケンクワヤソシヨウガアレバ

ツマラナイカラヤメロトイヒ

ヒデリノトキハナミダヲナガシ

サムサノナツハオロオロアルキ

ミンナニデクノボウトヨバレ

ホメラレモセズ

クニモサレズ

サウイフモノニ

ワタシハナリタイ


    
      
      歌　　曲

    

  
牧　　歌

種山ケ原の　雲の中で刈つた草は

どごさが[image: 置]いだが　[image: 忘]れだ　雨あめやふる

　

種山ケ原の　せ高の[image: 芒]あざみ

刈つてで[image: 置]ぎわすれで　雨あめやふる　雨あめやふる

　

種山ケ原の　霧の中で刈つた草さ

わすれ草も入はえつたが　[image: 忘]れだ　雨あめやふる

　

種山ケ原の　[image: 置]ぎわすれの草のたばは

どごがの長嶺で　ぬれでる　ぬれでる

　

種山ケ原の　長嶺さ[image: 置]いだ草は

雲に持つてがれで　無ぐなる　無ぐなる

　

種山ケ原の　長嶺の上の雲を

ぼつかげで見れば　無ぐなる　無ぐなる


[image: 註]

春と修羅

けら（二〇頁）背簑。藁やまだ皮で作り、防水[image: 具]ともなるが、物を背[image: 負]ふ時の背中當、[image: 肩]當にもなる。

眞[image: 空]溶媒

ハロウ（二六頁）Halo.

原體劍舞[image: 〓]

いつぷかぷ（五五頁）あっぷあっぷ。水に[image: 溺]れる時などの苦しい呼[image: 吸]。

永訣の[image: 朝]

あめゆぢゆとてちてけんじや（六一頁）雨[image: 雪]取つて來て頂戴。

Ora Orade Shitori egumo（六四頁）私は私で獨りゆくわ。

うまれでくるたて[image: ……]（六四頁）生まれてくるにしても、こんどはこんなに自[image: 分]の事ばかりで、苦しまないやうに生まれてくる。

樺太鐵[image: 道]

ナモサダルマプフンダリカサスートラ（六八頁）南無妙法[image: 〓]華經。

Vant Hoff（六八頁）正しくは Van[image: 〓]t Hoff. オランダの[image: 化]學者で、一九〇一年ノーベル[image: 化]學賞の第一囘受賞者。ここでは雲の形に寫眞で見たファント・ホッフの美しい白髮を聯想してゐるのであらう。

フレツプス（七〇頁）こけももの實。

第四梯形

ラテライト（八三頁）laterite 紅土。

リパライト（八四頁）liparite 石英粗面岩。

火藥と紙[image: 幣]

ラツグ（八五頁）rag.

一本木野

一本木野（九〇頁）地名。小岩井農場につづく岩手山麓の[image: 平]原。

七時雨（九一頁）岩手火山群の一山。

[image: 浮]世繪　北上山地の春

ジユート（一二〇頁）jute つなそ。

谷の昧爽に關する[image: 童]話風の[image: 構]想

Astilbe argentium, Astilbe platinican.　（一三三頁） Astilbe 屬の[image: 植]物で日本で一番普[image: 通]なのはアワモリシヨウマ、學名 Astilbe Japonica だが、この[image: 花]は純白なので、銀のとか、白金のとかいふ形容詞をつけたのであらう。

[image: 半]蔭地[image: 撰]定

ピネン（一四七頁）pinene.

リモネン（一四七頁）limonene.[image: 植]物の葉、[image: 花]、果實などに含まれる香のある油狀物質をテルペン類と言つてゐるが、そのテルペンのうち、マツ類のヤニの[image: 主][image: 成][image: 分]がピネンで、レモンの[image: 主][image: 成][image: 分]がリモネンである。

岩手輕[image: 便]鐵[image: 道]　七[image: 月]

ディアラヂット（一七三頁）dialagite 異剝岩。

下背に日の出をもつ山に關する[image: 童]話風の[image: 構]想

Wavelite（一七七頁）銀星石。

岩手輕[image: 便]鐵[image: 道]の一[image: 月]

ジユグランダー（一八二頁）Juglans（くるみの學名）＋lander（籬の杙）、この場合は Juglans の lans が lander の lan と重複するためそれを省いてゐるが以下はそれぞれの木の學名と lander とをそのまま結びつけたもの。但、電信ばしらをフサランダーといふは、その碍子を[image: 幾]重にもつらねた樣から[image: 往]時の騎兵の軍裝を聯想し、これを Husar（驃騎兵）＋lander としたものであらう。

詩への愛憎

ポタシユバルブ（一九二頁）potashbulbs[image: 有][image: 機][image: 化]合物の元素[image: 分]析の際[image: 使]ふ苛性カリ液を容れる心臟形のガラス球器。三角形に三つ並んでゐるのが普[image: 通]である。

フエロシリコン（一九五頁）ferrosilicon 珪素鐵。

會合（邂逅）

大股に行くうぢはいかべあ（二四〇頁）大股に行くうち（あいだ）はいいだらうが。

阿耨[image: 達]池幻想曲

阿耨[image: 達]池（二四八頁）或は阿耨[image: 達]多池、パーリ語 Anotatta.佛典に、大[image: 雪]山（ヒマラヤ）中にあり、四大河の源となつてゐる池。

[image: 摩]渴大魚（二四九頁）[image: 摩]渴は佛典に、眼は日[image: 月]の如く、[image: 碌]は大山の如く、口は赤谷の如くと言つてゐる大魚、[image: 摩]渴魚 makara であるが、これは黃[image: 道]十二宮の一つでもあつて、冬至から大[image: 寒]の季[image: 節]まで太陽はこの宮の中を[image: 運]行することになつてゐる。古い曼荼羅ではまた[image: 摩]渴宮は多く西方に位[image: 置]せしめられてゐる。そこから、「さびしく渡つた日輪が[image: ……][image: 摩]渴大魚のあぎとに落ちて」といふ表現が生れたのであらう。

生徒諸君に寄せる

チヤレンヂャー（二七一頁）Challenger.一八七二年から七六年にかけて、エヂンバラのウイヴィル・トムスン（Wyville Thomson）[image: 〓][image: 授]の指揮のもとに世界三大洋の海況を[image: 調]査した探檢報[image: 〓]は、[image: 近]世海洋學の基礎をなすものであるが、その時の[image: 船]の名がチャレンヂャー號である。

早春

Gossan（二九五頁）燒け、鑛床の露頭。

祭日

アナロナビクナビ、ナビクナビアリナリ、ナリトナリアナロ（三〇六頁）法華經卷八、陀羅尼品第二十六に「その時に毗沙門天王護世者、佛に白して言さく、世[image: 尊]、我亦[image: 衆]生を愍念し、この法師を擁護せんがための故にこの陀羅尼を[image: 説]かん、卽ち呪を[image: 説]きて曰さく、アリ（一）ナリ（二）トナリ（三）アナロ（四）ナビ（五）クナビ（六）、世[image: 尊]、この神呪をもつて法師を擁護せん云々」とあり。その神呪を組合せた諸形である。

十[image: 月]廿日（この夜[image: 半]おどろきさめ）

わがないもや（三二四頁）駄目になつたの。

牧歌

ぼつかげで（三三一頁）[image: 追]つかけて。

　

　なほ本[image: 文]中從來刊行の[image: 全]集本その他と異同のある個[image: 所]があるから、それを辨じて[image: 置]く。これは[image: 編]者が疑問の諸點を[image: 花]卷の令弟[image: 〓]六氏に[image: 通]じて、一一準據となるものに當つて頂いたのと、[image: 〓]六氏が[image: 更]に[image: 校]正の際自ら[image: 進]んで[image: 全]體を原草稿並びに賢治の訂正本に照合して下さつた結果である。

1.　春と修羅（二〇頁）

　「けらをまとひいまおれを見るその農夫」（[image: 全]集本）の「いま」を[image: 削]る。

2.　小岩井農場　パート二（四八頁）

　「ブラウン氏[image: 運]動」（[image: 全]集本）の「氏」を取去る。

3.　電線工夫（五八頁）

　「つけられたのだと云はれたとき」（[image: 全]集本）を「つけられたのだと云はれても」とする。

4.　マサニエロ（五九頁）

　「風のなかで繰り[image: 返]して居てさしつかへないか」（[image: 全]集本）を

　「風のなかで繰り[image: 返]してさしつかへないか

風のなかで繰り[image: 返]してゐてさしつかへないか」と二行にする。

5.　風景とオルゴール（七七頁）

　「馬が一疋ゆつくりくる」（[image: 全]集本）を

　「馬が一疋ゆつくりやつてくる」とし、

　「木だちやそこらの銀に溶け」（[image: 全]集本）を

　「木だちやそこらの銀のアトムに溶け」とする。

6.　五輪峠（一〇三頁）

　「たつたいままで思つてゐた地圖ももたずに來たからな」（[image: 全]集本）を

　「たつたいままで思つてゐた

地圖ももたずに來たからな」と二行にする。

7.　[image: 〓]天恣[image: 意]（一〇八頁）

　「畢[image: 竟]あれは水と[image: 空]氣と散亂系」（[image: 全]集本）を

　「畢[image: 竟]あれは水と[image: 空]氣の散亂系」とする。

8.　鳥の[image: 遷]移（一三四頁）

　「鳥は[image: 遷]りさつきの聲は云々」（[image: 全]集本）を

　「さつきの聲は云々」以下の行をかへる。

9.　[image: 〓][image: 程]幻想（一六八頁）

　「その川上の[image: 幾]多の雲と」（[image: 全]集本）を

　「その川上の[image: 幾]重の雲と」とする。

10.　下背に日の出をもつ山に關する[image: 童]話風の[image: 構]想（一七六頁）

　「なめらかでやにつこい綠や茶いろの蛇[image: 紋]岩」（[image: 全]集本）を

　「なめらかでやにつこい綠や茶や橄欖オリーブの蛇[image: 紋]岩」とする。

11.　はるかな作業（一九七頁）

　「黑いけむりをわづかにあげ」（[image: 全]集本）を

　「黑いけむりをわづかにあげる」とする。

12.　野の師[image: 父]（二一一頁以下）

　「今[image: 朝]からこの雷雨のために」（[image: 全]集本）を

　「今[image: 朝]からのこの雷雨のために」とし、

　「[image: ……]どの[image: 松]のはやしもみな雲とすれすれ」（[image: 全]集本）の「みな」を[image: 削]り、

　「再び物言ふことの甲[image: 斐]なさに」（[image: 全]集本）を

　「物を言ふことの甲[image: 斐]なさに」に、

　「わたしは默つて立つばかり」（[image: 全]集本）を

　「わたくしは默して立つばかり」に、そして最後に

　「わたくしは而して」（[image: 全]集本）を

　「わたくしは默して」とする。

13.　市場歸り（二一八頁以下）

　「犬が黃いろに走つて行く」（[image: 全]集本）の

　「犬」を「犬め」と[image: 直]す、そして

　「學[image: 校]行きのこどもらが」（[image: 全]集本）を

　「かばんをさげたこどもらが」にする。

14.　縣技師の雲に對するステートメント（二二六頁）

　「[image: 全]天地[image: 抛]げ來すおまへの[image: 意]圖は」（[image: 全]集本）の

　「[image: 全]天地」を「[image: 全]天」とする。

15.　僚友（二二七頁）

　「誰かが訪ねて來ましたときは」の[image: 次]に

　「わたくしどもはただ何げなく眼をも見合せ」といふ一句を入れる。

16.　和風は河谷いつぱいに吹く（二三三頁）

　「とゞには雨のしぶきのなかに」（[image: 全]集本）を

　「うへには雨のしぶきのなかに」とする。

17.　阿耨[image: 達]池幻想曲（二五〇頁）

　「恍んでゐて欺されたとき悔むなよ」（[image: 全]集本）を

　「[image: 〓]んでゐて云々」とする。

18.　毘沙門天の寶庫（二五五頁）

　「さつき家で行きあつた」（[image: 全]集本）を

　「さつき泉で行きあつた」とする。

　このほかにも「どちら」とあるのを「どつち」としたり（まあこの[image: 空]の雲の量と）、「宇宙」とあるのを「宙宇」としたり（生徒諸君に寄せる）、「萱」とあるのを「ち萱」としたり（水[image: 汲]み）、[image: 更]に、はつきりした[image: 誤][image: 植]を正したところも少くないが、それらについては一一贅しない。


解　　[image: 説]

谷 川 徹 三

一

　宮澤賢治の詩は、十字屋版[image: 全]集ではその第一卷第二卷[image: 及]び第六卷に收錄されてゐる。第六卷は詩以外の歌稿、句稿、論[image: 文]その他をも含んでゐるが、第一卷と第二卷とはいづれも詩に[image: 全]卷を捧げてゐる。それらの詩は[image: 次]のやうな標題の下に[image: 區][image: 分]けされてゐる。一、春と修羅第一集。二、春と修羅第二集。三、春と修羅第三集。四、春と修羅第四集。五、東京。六、三原三部。七、裝景手記。八、[image: 文]語詩稿五十[image: 篇]。九、[image: 文]語詩稿一百[image: 篇]。十、[image: 文]語詩未定稿一。十一、[image: 文]語詩未定稿二。十二、拾[image: 遺]詩[image: 篇]（[image: 冬]のスケッチ）。十三、[image: 文]語詩草稿。十四、修羅白日。十五、肺炎詩[image: 篇]。十六、手帳より。十七、歌曲。

　

　一、春と修羅第一集。生[image: 前]刊行せられた唯一の詩集である。制作年[image: 月]は大正十一年一[image: 月]から十二年十二[image: 月]に[image: 及]び、その序詩のみが十三年一[image: 月]のものである。序詩を除いて八十三[image: 篇]、これを[image: 更]に小[image: 分]けすれば、春と修羅二十[image: 篇]、眞[image: 空]溶媒三[image: 篇]、小岩井農場八[image: 篇]、グランド電[image: 柱]二十一[image: 篇]、東岩手山四[image: 篇]、無聲慟哭五[image: 篇]、オホーツク[image: 挽]歌九[image: 篇]、風景とオルゴール十三[image: 篇]である。

　二、春と修羅第二集。制作年[image: 月]は大正十三年二[image: 月]から十四年十[image: 月]に[image: 及]ぶ。制作年[image: 月]不[image: 明]のもの、[image: 及]び年は解つてゐても[image: 月]日の不[image: 明]のもの數[image: 篇]があるけれども、その[image: 期]間には入るらしい。賢治は生[image: 前]これを刊行したい[image: 意]志をもち、自[image: 分]で[image: 謄]寫版にして出す計畫をしてみた[image: 程]であつて、昭和二年一[image: 月]の日附をもつたその序[image: 文]も[image: 遺]稿の中から發見せられてゐる。[image: 全]集版では七十八[image: 篇]を數へ、組合版宮澤賢治[image: 文]庫では、それに[image: 更]に[image: 新]補十二[image: 篇]を加へてゐる。

　三、春と修羅第三集。大正十五年一[image: 月]から昭和三年七[image: 月]に亙る八十六[image: 篇]の詩を含む。組合版宮澤賢治[image: 文]庫は[image: 更]に[image: 新]補十九[image: 篇]を加へてゐる。

　四、春と修羅第四集。[image: 全]部制作の日時のないものであるが、第三集以後卽ち昭和三年以後のものが大部[image: 分]と考へられてゐる。三十五[image: 篇]。但し組合版宮澤賢治[image: 文]庫は、草稿による[image: 新]補並びに[image: 全]集では第六卷の「修羅白日」に入つてゐる數[image: 篇]をも加へ[image: 全]體で四十三[image: 篇]を數へることになつてゐる。[image: 新]補の「生徒諸君に寄せる」は組合版宮澤賢治[image: 文]庫第四册の覺書によると、昭和二年母[image: 校][image: 盛]岡中學の[image: 校]友會雜誌に寄稿するつもりであつたといふし、その他、詩風から言つて、「阿耨[image: 達]池幻想曲」の如き、昭和三年以[image: 前]のものと推定せられるものもあるから、第四集を簡單に第三集以後と考へることはできない。

　五、東京。七[image: 篇]。昭和三年六[image: 月]上京した折の作品が大部[image: 分]であるが、一[image: 篇]のみは[image: 前]年九[image: 月]上京の折の作品である。

　六、三原三部。三[image: 篇]。同じく昭和三年六[image: 月]伊豆大島へ[image: 〓]行の際の制作であるが、[image: 全]部未定稿である。

　七、裝景手記。一[image: 篇]。昭和二年六[image: 月]制作。

　八、[image: 文]語詩稿五〇[image: 篇]。制作年[image: 月]不詳であるが、[image: 全]集別卷の年[image: 譜]には、昭和五年の項に「[image: 新]形式の[image: 文]語詩の制作を[image: 初]む」とあり、その頃から以後のものであらう。その原稿には昭和八年八[image: 月]十五日の日附で「本稿集むる[image: 所]、想は定まりて表現未だ足らざれども、現在は現在の推敲を以て定稿とす。」とある。七五[image: 及]び五七の双四聯の定型詩が最も多い。

　九、[image: 文]語詩稿一百[image: 篇]。昭和八年八[image: 月]二十二日の日附で「本稿、想は定まりて表現未だ足らず。唯推敲の現狀を以てその時々の定稿となす。」とある。[image: 前]の五十[image: 篇]に引續いて淨書した際の覺書である。從つてその制作年代も[image: 前]の五十[image: 篇]に續くものとして差[image: 支]へないであらう。ここにも七五並に五七の双四聯定型詩の數が最も多い。

　十、[image: 文]語詩未定稿、一。五十五[image: 篇]。「本稿想未だ熟せず。表現もとより定まらざるもの、發表を[image: 要]せず。」と[image: 註]記にあるが、それには年[image: 月]日はない。勿論その制作年[image: 月]も解らない。昭和三年以後であることは[image: 明]らかであるが、そのことごとくがさきの[image: 文]語詩稿五十[image: 篇]並に一百[image: 篇]に[image: 次]ぐものであるか否かは[image: 明]らかでない。

　十一、[image: 文]語詩未定稿、二。二十七[image: 篇]。原稿では[image: 前]の五十五[image: 篇]と一括せられてをり、[image: 全]集[image: 編]纂の際たまたまかういふ形になつたものである。從つて本集は[image: 前]のと合せて、「[image: 文]語詩未定稿八十二[image: 篇]」とすべきものである。この未定稿の中には、昭和六年四[image: 月]彼が東北碎石工場の[image: 技]師として[image: 全]く[image: 新]しい仕事に携るやうになつてからの生活をうたつたものが[image: 幾][image: 篇]かあるから、その[image: 前]後のものと推定出來る。

　十二、拾[image: 遺]詩[image: 篇]（[image: 冬]のスケッチ）。嚴密に云へば「冬のスケッチ、四並に五」である。[image: 前]の一、二、三、は失はれたといふ。賢治は[image: 明]治四十二年十四[image: 〓]の頃から短歌をつくり始め、大正十一年[image: 新]しい詩をつくり始める頃まで、多少の斷續はあつたが相當數の短歌を[image: 遺]してゐる。「[image: 冬]のスケッチ」はその短歌制作の後[image: 期]と[image: 平]行しながら「春と修羅」の詩に[image: 前]驅するものと考へられる。百六十四[image: 篇]。但し多くは[image: 全]くの斷片で、一行、二行のものもある。

　十三、[image: 文]語詩草稿。十九[image: 篇]。「[image: 文]語詩未定稿」の如き整理をも經てゐない、[image: 全]く草稿のままの[image: 文]語詩に「歌稿」並に「[image: 冬]のスケッチ」の草稿に傍書されたもの[image: 幾]つかを加へてゐる。賢治は昔作つた短歌を[image: 文]語詩の素材としてをり、歌稿中にも「[image: 文]語詩[image: 篇]原形（未定稿）自[image: 明]治四十三年至昭和五年隨時右ハ[image: 選]ビテ發表スベシ」と[image: 明]記してゐる位であるが、「[image: 文]語詩稿」の中にも「[image: 文]語詩未定稿」の中にも入れられてゐないものを、歌稿の中から收錄してゐるのである。それらの中には[image: 既]に收錄せられてゐるものの異稿をも含んでゐる。「[image: 冬]のスケッチ」もここでは歌稿と同じく[image: 文]語詩の素材とせられてゐる。

　十四、修羅白日。[image: 全]集第六卷にはこの名の下に六[image: 篇]の詩が收錄せられてゐるが、そのうち口語で書かれてゐる四[image: 篇]は、組合版宮澤賢治[image: 文]庫では「春と修羅」第四集に收錄されてゐる。

　十五、肺炎詩[image: 篇]。[image: 全]集第六卷では七[image: 篇]を錄してゐるが、それらはいづれも、ノートに[image: 鉛]筆で書かれたまま、[image: 更]に[image: 鉛]筆の[image: 銃]い[image: 斜]線で抹殺の[image: 意]志が表[image: 明]されてゐるといふ。昭和三年八[image: 月]肺炎臥床中の作であるところから[image: 全]集[image: 編]纂者が假につけた名[image: 前]である。昭和二十四年十一[image: 月]發行の「宮澤賢治珠玉[image: 選]」は、この七[image: 篇]の中の三[image: 篇]の異稿をふくんだ十三[image: 篇]の未發表詩稿を載せてをり、これもこの中に一括して含まれるべきものである。

　十六、手帳より。昭和六年九[image: 月]東京で發熱臥床の身を無理に[image: 花]卷に歸り、そのまま[image: 父]母の家で[image: 病]臥を續けた間、手帳にしるしたものである。十數[image: 篇]の詩を含むが、その中に一茶の句を記したり、傳[image: 〓]大師の歌を錄したり、南無妙法[image: 〓]華經を[image: 〓]記したりしてゐる。その詩も、詩の形をとつてはゐるけれども、或は自戒の語であり、或は祕かなる祈りであり、いづれも異樣な白光を帶びた詩でない詩である。「雨ニモマケズ」もその中の一つである。

　十七、歌曲。賢治の口唱したものを後に作[image: 譜]したもので、その數十四。曲は賢治自身の作曲もあれば、スコットランドの民謠からとつたもの、ドヴオルシャック、ウェーバー、川村悟郞の曲など、とりどりである。

二

　以上の賢治の詩の中からこの詩集に私の[image: 選]んだのは、[image: 次]の如くである。

春と修羅第一集から、序をふくめて三十一[image: 篇]、

春と修羅第二集から、組合版宮澤賢治[image: 文]庫に於ける[image: 新]補四[image: 篇]を含めて、三十二[image: 篇]、

春と修羅第三集から、組合版に於ける[image: 新]補四[image: 篇]を含めて三十四[image: 篇]、

春と修羅第四集から、組合版に於ける[image: 新]補一[image: 篇]を含めて八[image: 篇]、

東京から二[image: 篇]、

[image: 文]語詩稿五十[image: 篇]から、九[image: 篇]、

[image: 文]語詩稿一百[image: 篇]から、十三[image: 篇]、

[image: 文]語詩未定稿一から、六[image: 篇]、

[image: 文]語詩未定稿二から、二[image: 篇]、

肺炎詩[image: 篇]から、「宮澤賢治珠玉[image: 選]」に[image: 新]たに發表せられたもの五[image: 篇]を加へて六[image: 篇]、

手帳から、二[image: 篇]、

歌曲から、一[image: 篇]、

　計百四十六[image: 篇]。三原三部、裝景手記、[image: 冬]のスケッチ、[image: 文]語詩草稿、修羅白日からはこれを[image: 採]らなかつた。

　これは[image: 全]集收錄の詩[image: 約]八百[image: 篇]の五[image: 分]の一[image: 弱]に當る。作品番號を見ると、賢治の詩は千を超えてゐる。すでに失はれたもの以外に、[image: 〓]ほ草稿として殘るものもあり、その一部[image: 分]が組合版宮澤賢治[image: 文]庫に[image: 新]補として發表されたり、單行本「宮澤賢治珠玉[image: 選]」に入れられたりしたこと[image: 既][image: 述]の如くであり、そしてその[image: 新]しく發表されたものの中には「生徒諸君に寄せる」や、「業の[image: 花]びら（異稿）」のやうな重[image: 要]なものもある。[image: 全]集に洩れたこれら重[image: 要]なものは、できるだけこの中に[image: 採]錄したが、しかしこれをもつて賢治詩の[image: 全]貌をつくしたとすることはなほできない。ただ、賢治詩を[image: 全]集で讀むと、その豐富がしばしば[image: 過]剩と感ぜられることがあるので、その[image: 弊]をここでは却つて救ふことができ、從つて一般には取りつきにくい賢治詩の世界に人人を[image: 導]き入れるには恰好なものになつた、と祕かに自[image: 負]してゐる。

　

　賢治の詩はその發想と表現との上から、ほぼ五つの種類に[image: 分]けることができる。

　第一は彼自ら「心象スケッチ」と[image: 稱]ぶものであり、「春と修羅」第一集から第四集までの詩は多くこの部類に屬する。しかしわれわれは「春と修羅」第一集の中にも「永訣の[image: 朝]」や「[image: 松]の針」の如き[image: 敍][image: 情]の純粹性を貫いたものを見るし、第三集以後に至ると、作品第一〇〇八番、第一〇一六番、第一〇二八番（つかれてねむいひるまごろ）、第一〇七九番（僚友）、第一〇八二番（稻作插話）、第一〇八八番のやうな、社會感[image: 情]の或傾[image: 斜]の表現を見るので、これらを第二類[image: 及]び第三類として[image: 區]別することができる。第二類は數としてさほど多くないが、後年の[image: 文]語詩の中にこれとつながるものを見出し、第三類は、昭和二年以後の作品に、[image: 文]語詩をも含めて特に多くなつてゐる。これは年[image: 譜]に

大正十五年　四[image: 月]、[image: 花]卷下根子櫻の假寓に自炊生活し、附[image: 近]を開墾し、農[image: 耕]に從事す。

[image: 花]卷[image: 及][image: 近]郊の農村に數個[image: 所]の肥料設計事務[image: 所]を設け、無料設計相談に應じ、農村を[image: 巡]歷し、肥料稻作の指[image: 導][image: 講]話をなす。

昭和二年　六[image: 月][image: 迄]に、第一[image: 次]肥料設計枚數[image: 約]二千枚に[image: 達]す。

[image: 寒][image: 害]、水[image: 害]、風[image: 害]、旱魃、[image: 病]蟲[image: 害]等の豫想ある[image: 度]に、[image: 盛]岡測候[image: 所]や水澤天[image: 文]臺を訪れ、對策を[image: 講]じ、農村を[image: 巡]る。

昭和三年　八[image: 月]、心身の疲勞を[image: 癒]す暇もなく、氣候不順に依る稻作の不良を心痛し、風雨の中を徹[image: 宵]東奔西走し、[image: 遂]に風[image: 邪]、やがて肋膜炎に罹り、歸宅して[image: 父]母のもとに[image: 病]臥す。

とあるに相應ずるものであり、自ら一個の農民として農民の中にはひつて、その實際の生活を知ること深きに從つて、すでにそれ以[image: 前]からあつた社會感[image: 情]の或傾[image: 斜]を徐々に[image: 〓]めて行つたのである。賢治本來の面目はどこまでもその宗[image: 〓][image: 的]心[image: 情]と實踐とにあつたが、この當時社會[image: 主]義思想の影[image: 響]をうけてゐたことは[image: 覆]ひ難い。「縣[image: 技]師の雲に對するステートメント」や「和風は河谷いつぱいに吹く」「停留[image: 所]にてスヰトンを[image: 喫]す」なども、亞種としてこの種類の中に含めることができるであらう。

　第四類としては[image: 文]語詩を擧げることができる。これは發想に於いては「心象スケッチ」に[image: 通]ずるものもあり、純[image: 敍][image: 情]詩[image: 的]なものもあり、[image: 更]に社會感[image: 情]の一定の傾[image: 斜]から生れてゐるものもあるが、表現の形式に於いて[image: 前]のものと異り、殊に七五や五七の双四聯を中心とした定型詩への[image: 意]慾を[image: 〓]く示してゐるところに特色がある。「[image: 冬]のスケッチ」並びに「歌曲」の[image: 全][image: 篇]と「修羅白日」の[image: 半][image: 分]はこの第四類にはひる。「修羅白日」の他の[image: 半][image: 分]は、「東京」「三原三部」「裝景手記」の[image: 全][image: 篇]と共に第一類にはひる。

　第五類は「手帳より」と「肺炎詩[image: 篇]」の大部[image: 分]を含む。これは苦しい[image: 病]床にあつての祕かな祈りや自戒の語や、さうでなくても、詩をつくるといふ[image: 意]識とはちがつた[image: 意]識で書かれた詩でない詩である。「雨ニモマケズ」がそれを代表する。


三

　賢治詩はその發想と表現との上から、一應以上のやうに[image: 分]類することができると私は考へてゐるが、しかし詩の根源としての感覺並びに世界感[image: 情]の上からすれば、[image: 全]體に[image: 通]ずるものがあるので、そこに賢治詩のはつきりした性格が見られる。その根源の感覺並びに世界感[image: 情]は、自然體驗と宗[image: 〓]體驗と社會體驗との三位一體の上に立つ。そしてこれはひとり賢治の詩のみならず、その[image: 童]話をも獨特のものたらしめてゐるその當のものなのである。

　自然體驗は、中學時代から野や山を常に步きまはり、好んで野宿をし、「風とゆききし雲からエネルギーをとつて」來た、その根源の體驗に、地質學や土壤學や[image: 化]學や星學などの、豐富な知[image: 識]を[image: 伴]つた[image: 〓][image: 養]體驗が加はつてゐる。またその宗[image: 〓]體驗には、幼少の頃からの家[image: 庭]の[image: 雰]圍氣や世間の見聞によつていつとはなしに滲み[image: 込]んだ佛の慈悲と人生の無常との根本感[image: 情]に、法華經の心讀を[image: 契][image: 機]とした囘心がある。その囘心[image: ──]或は世界觀變革は彼の自然體驗並びに自然科學[image: 的]知[image: 識]と切り離し難く[image: 〓]がり、それがまたそのまま、東北の[image: 貧]しい農民[image: 達]の生活を目のあたり見てゐるところから徐々に培はれた社會感[image: 情]とも結びつくのであるが、この三位一體は、それぞれの[image: 境]に應じてその三つのいづれかを[image: 主]軸として動くことはあつても、常にその[image: 有][image: 機][image: 的]結合を保持してゐる。彼のいふ「心象スケッチ」とは、そのやうな世界觀をもつた心に映じた自然と人生との[image: 姿]なのである。從つてここには地質學や土壤學や星學や物理學や[image: 化]學の用語を夥しく[image: 使]用した風物の描寫の中に、[image: 突]如として佛典[image: 的]幻想が現はれ、そしてそれは[image: 更]に農民[image: 達]の苦しい生活と結びついた社會感[image: 情]の表白となる。その代表として「毘沙門天の寶庫」を擧げうるが、佛典[image: 的]幻想は[image: 既]に早[image: 期]の「小岩井農場」の中にも見られるものである。

　社會感[image: 情]の或傾[image: 斜]を示したものとしては、すでにあげた作品第一〇〇八番、第一〇一六番、第一〇二八番（つかれてねむいひるまごろ）、第一〇七九番（僚友）、第一〇八二番（稻作插話）、第一〇八八番の如きを代表とすることができる。われわれはそこに、

働くことの卑怯なときが

工場にばかりあるのでない

とか、

きみたちがみんな勞農黨になつてから

それからほんとのおれの仕事がはじまるのだ

といふやうな言葉に出[image: 遇]ふ。これらの詩句に相應ずるものは、[image: 童]話の中にも隨[image: 所]に見かけられるし、「オッペルと象」の如きはあきらかに、苛[image: 酷]な搾取者に對する[image: 弱]い者の最後の手段としての自然發生[image: 的]な蜂[image: 起]を[image: 扱]つたものである。しかし詩にあつても、[image: 童]話にあつても、不正への憎みは一層大きな自然への隨順や宗[image: 〓][image: 的]愛への信賴にいはば取卷かれてゐる。だから「きみたちがみんな勞農黨になつてから、それからほんとのおれの仕事がはじまるのだ」といふ詩句に於ける「ほんとのおれの仕事」といふのも、[image: 所]謂社會[image: 運]動ではなく、大乘佛[image: 〓]の[image: 〓]理による、法華經の行者としての仕事であることをわれわれはさとらされる。賢治は今の宗[image: 〓]家にあきたらない。しばしば彼等を憎んでゐる。しかし宗[image: 〓]の本質とその眞理に對しては彼は固くこれを信じて疑はなかつたのである。「手帳」の中に「[image: 月]天子」といふ一詩（手帳の中のすべてがさうであるやうに詩でない詩）がある。

　

私はこどものときから

いろいろな雜誌や[image: 新]聞で

[image: 幾]枚もの[image: 月]の寫眞を見た

その表面はでこぼこの火口で[image: 覆]はれ

またそこに日がさしてゐるのもはつきり見た

後わたくしはそこが大へんつめたいこと

[image: 空]氣のないことなども[image: 習]つた

また私は三度かそれの[image: 蝕]を見た

地球の影のそこに映つて

滑り去るのをはつきり見た

[image: 次]にはそれがたぶんは地球をはなれたもので

最後に稻作の氣候のことで知り合ひになつた

[image: 盛]岡測候[image: 所]の私の友だちは

[image: ──]ミリの徑の小さな[image: 〓][image: 遠][image: 鏡]で

その天體を見せてくれた

またその軌[image: 道]や[image: 運]轉が

簡單な[image: 公]式に從ふことを[image: 〓]へてくれた

しかもおお

わたくしがその天體を

[image: 月]天子と[image: 稱]しうやまふことに

[image: 遂]に何らの[image: 障]りもない

もしそれ人とは

人のからだのことであると

さういふならば[image: 誤]りであるやうに

さりとて人は

からだと心であるといふならば

これも[image: 誤]りであるやうに

さりとて人は心であるといふならば

また[image: 誤]りであるやうに

しかればわたくしが

[image: 月]を[image: 月]天子と[image: 稱]するとて

これは單なる擬人でない

　

　ここでは自然科學[image: 的][image: 認][image: 識]が究極のものとされてゐない。世界と人生とには自然科學[image: 的][image: 認][image: 識]を超えたものがあるのだ。それは自然科學[image: 的][image: 認][image: 識]に對立する[image: 次]元にあるのではないから、それを否定してはゐない。それを[image: 包]んでゐるのである。が、とにかく自然科學[image: 的][image: 認][image: 識]を超えたものがある。同じやうに社會感[image: 情]の一定の傾[image: 斜]も[image: 直]線[image: 的]に自己を貫かないで、つまり階[image: 〓][image: 意][image: 識]といふやうな形は取らないで、一層大きくて深い感[image: 情]に[image: 包]まれてゐる。詩も[image: 童]話もそのやうな世界に於いて初めて生み出されるのだ。

　詩は裸身にて理論の至り得ぬ堺を探り來る。

そのこと決死のわざなり。

イデオロギー下に詩をなすは、

[image: 直]觀粗雜の理論に屈したるなり。（[image: 全]集第二卷[image: 扉]）

と言ひ、

筆ヲトルヤマヅ[image: 道]場觀奉[image: 請]ヲ行ヒ

[image: 所]緣佛[image: 意]ニ[image: 契]フヲ念ジ

然ル後ニ[image: 全]力之ニ從フベシ

斷ジテ[image: 〓][image: 化]ノ考タルベカラズ！

タダ純眞ニ法樂スベシ

タノム[image: 所]オノレガ小才ニ非レ

タダ諸佛菩[image: 薩]ノ冥助ニヨレ（手帳より）

と彼が言つてゐる[image: 所]以である。この純眞に法樂するところ、彼の詩は自在を極める。それは表現の自在であると共に心の自在である。彼の詩や童話に見られる獨特なヒューモアも、形式上の諸探求も、ここから理解される。彼の詩にも[image: 童]話にも[image: 遊]戲三昧に入つてゐるところがある。

　しかし彼は詩だけに生きた人ではない。彼の一層深い本質は實踐者たるところにある。詩も[image: 童]話も、實踐者たる彼の本質の一放射としてのみ初めてこれを正しく理解できる。彼の詩の最高のものが、「雨ニモマケズ」の如き詩でない詩にあるのもその故である。しかも彼の天賦は、その目と心に觸れるものことごとくを詩に[image: 化]した。「春と修羅」第一集の諸詩[image: 篇]は、その最初の爆發である。彼はそれを詩と呼ばない。「心象スケッチ」と呼び、詩の如きものと呼ぶ。これらのものは「雨ニモマケズ」が詩であるよりは遙かに多く詩である。それは[image: 明]かにつくられたものである。しかしそれは、どこまでも一瞬一瞬心にうつつたことのスケッチである。それは長い間心に蓄へられてゐたもののエッキスが、眞珠の一顆として取り出されたものでもなければ、鍊金[image: 道]士の祕密の室で怪しく複雜な操作によつて作り出された[image: 煉][image: 丹]でもない。それは常に卽興性を特色としてゐる。

　賢治はたえず自[image: 分]の詩を推敲してゐる。ひとり[image: 文]語詩のやうなものばかりでなく、「春と修羅」の諸詩[image: 篇]でも、ことごとく推敲のあとをとどめてゐる。從つて以上の言葉は表現の[image: 技][image: 術]に關したことではない。發想と表現との性格に關してのことである。その發想と表現との性格に關するかぎり、ここには古典[image: 的]な純[image: 化]、深沈、緊密、[image: 〓]鍊は見られないといふことである。

　これは[image: 新]しい獨創に滿ちた詩表現が、その出現の當初に於いて、常に異樣なものとして見られるといふことだけではない。その詩表現の中にどうにも詩の中に入りきらないものがあるからである。それは不足ではなくて[image: 過]剩である。つまり彼が十[image: 分]詩人でなかつたからでなく、彼があまりに詩人であつたからである。が、しかし同時に、彼がその詩を世の常の詩人のやうに、單なる詩として考へてゐなかつたからである。それが詩以[image: 前]の、[image: 説][image: 明]や冗舌の形を取るやうな場合にも、また詩以上の、實踐者としての祈りや願ひの表白となつてゐるやうな場合にも[image: ──]。賢治の天才はその詩の中に入りきらないものを[image: 〓]引に詩の中に入れた。しかしそれは賢治の天才のみがそれを可能にしたのであつて、その天才の[image: 荒][image: 〃]しい力の中に詩自身が屈したのである。しかし詩はやがてまた自己を取戾す。すでに賢治自身、後年の[image: 文]語詩においては、その方向を示してゐる。といふことは、詩が賢治自身の[image: 〓]部において自己を取戾してゐるのである。

　しかしそれにもかかはらず賢治詩の獨自性がどこにあるかと言へば、それは依然として「心象スケッチ」にあるといふことは[image: 明]かである。詩の歷[image: 史]はたえずその世界の擴大を示して來てゐるので、今日詩でないものが[image: 明]日詩となることは、[image: 幾]多の事例がこれを示してゐる。賢治詩の[image: 幾]つかは、今日すでに古典[image: 的]風骨を帶びようとしてゐる。彼の詩が、その童話とひとしく一層廣い世界の[image: 所][image: 有]となるのも、[image: 遠]いことではないであらう。「心象スケッチ」以[image: 前]の短歌や後の[image: 文]語詩がそれを示してゐるやうに、彼にとつては古典[image: 的]形式を驅[image: 使]することは容易だつたのである。彼がそれをしなかつたのは「心象スケッチ」といふ形でなければ捉へられないものを捉へようとしたからである。それを彼は事實捉へてゐる。大乘佛[image: 〓]の世界觀によれば、瞬間は永[image: 遠]を藏する。その瞬間における永[image: 遠]を[image: ──]瞬間でなければ捉へられない永[image: 遠]を、彼は捉へようとしたのだ。[image: 更]に、大乘佛[image: 〓]の世界觀によれば、萬象は畢[image: 意]心の[image: 姿]である。「心象スケッチ」とは一瞬一瞬心に映じたものの中に萬象の永[image: 遠]の[image: 姿]を現じようとしたものなのである。

わたくしといふ現象は

假定された[image: 有][image: 機][image: 交]流電燈の

ひとつの[image: 〓]い照[image: 明]です

　（あらゆる[image: 透][image: 明]な幽靈の複合體）

風景やみんなといつしよに

せはしくせはしく[image: 明]滅しながら

いかにもたしかにともりつづける

因果[image: 交]流電燈の

ひとつの[image: 〓]い照[image: 明]です

とか

これらについて人や銀河や修羅や海膽は

宇宙塵をたべ　または[image: 空]氣や鹽水を呼[image: 吸]しながら

それぞれ[image: 新]鮮な本體論もかんがへませうが

それらも畢[image: 意]こゝろのひとつの風物です

たゞとにかく記錄されたこれらのけしきは

記錄されたそのとほりのこのけしきで

それが虛無ならば虛無自身がこのとほりで

ある[image: 程]度までみんなと共[image: 通]でもありませう

　（すべてがわたくしの中のみんなであるやうに

みんなのおのおののなかのすべてですから）

と「春と修羅」の序にあるのは、この間の[image: 消]息を語るものである。
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